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　フラン・バルデスカ。

　ナルヤ王国参さん謀ぼうにして稀き代だいの魔術師。

　彼は今少数の部下と共に農民の変装をしてルナン王国との国境を越えたところだった。

　怪しまれないよう馬も捨てた。だからひたすら歩いてエイントリアン領を進んだ。

　だが、体力のないバルデスカにとってその行程は苦行に等しいものだった。

　普段は自分の研究室から一歩も出ずに魔術と軍略の研究に勤いそしんでいるような引きこもり体質だから、致いたし方かたないのだが。

　それでも──部下たちが引き止めても──自分の意思を貫いて休むことなく歩き続けた。

　そうしてようやく、バルデスカはエイントリアン領の兵へい営えいへとたどり着いたのだった。




　フラン・バルデスカはエイントリアン領の動きを直接自分の目で確かめるために国境を越えた。

　なぜルナン王国の中でも特別にこのエイトントリアン領を注視するのかは明白だった。

　エルヒン・エイントリアン。自分が唯一敗北を喫きつした敵国の貴族が治める土地だからだ。

　次にルナンと戦争をするときにも必ずエルヒンと相まみえるだろう。

　さらに、最近エイントリアン領の動きが怪しいという斥せつ候こうの報告まで入っている。だからこそ、なおさら自分の目で確かめる必要があった。それだけバルデスカはエルヒンを高く評価していたのだ。

　彼に勝ちたいと思っていた。

　何としても、どんな戦略を使おうとも、過去の敗戦のリベンジをしてやるという一念で、いずれ来る戦いのための備えをしていたのだった。

　もちろん、急ぐつもりはない。

　大だい征せい伐ばつの準備は順調だった。前回の戦いで負った損害も、ナルヤ軍全体で見れば微々たるもの。予定通りにいけば４、５か月後には準備は完了する。

　むしろ復ふく讐しゆう心しんに目が眩くらんで事を急げば天下統一は成なし遂とげられなくなる。それをよくわかっていたバルデスカは着実に力を蓄えていった。それでも気がかりなのが、このエイントリアンだったのだ。

「こんなところに兵営だと？　この間の諜ちよう報ほう報告にはなかったはずだが？」

「左さ様ようでございますか」

　バルデスカの知らないことを彼の部下ミルトンが知るはずもなかった。

　兵営付近では訓練が行われていた。バルデスカはそれを観察した。

　しかし、軍事施設の偵察は最も警戒される。

　当然のことながら遠くからひとりの兵士が馬を馳はせてきて叫んだ。

「誰だ！」

　すると、驚いたミルトンが素早く答えた。

「通りかかった農民です」

　すると、兵士がふーんと声を出し言った。

「ここは軍事施設だ。どこへ行くつもりだ。道を間違えたか？」

「エイントリアン城へ向かうところです」

「それならこっちの道じゃない。あっちへずっと下って行けば見えてくるだろう」

　兵士はそう説明した。最近はエルヒンの行った税金政策の影響で移住を望む農民が増えているため親切に説明までしたが、すぐに表情を変えて早く行けというように手で追い払うような手振りをした。仕方なくバルデスカは引き返した。そして、その兵士から遠ざかるとようやく低い声で言った。

「すごい士気だ。練度も含めて兵のすべてが見事だった。こんな野外宿営でなお不満もなく訓練に励はげめるなど……」

　訓練を見られたのはわずかな時間だったが、バルデスカは訓練状態から軍の規き律りつの高さに至るまですべてを把握した。

「やはり違う」

　そう。報告を受けていたルナン軍とこのエイントリアン領地軍では明らかに一線を画かくしていた。

　バルデスカの前進は続いた。そして、今度は一つの小さな村がバルデスカの目に飛び込んできた。不思議なことに兵士たちが畑仕事を手伝っている。さらに、兵士以外はみんな女のようだった。

「あの、ちょっと訊いてもいいかね」

　そして、隣にいたミルトンが静止する間もなく、バルデスカは演技もせずに質問を投げかけた。あまりに不思議な光景だったから。それでなくともバルデスカには特別演技の才能はないのだが。

「あまり軽率に話しかけるのはおやめください！」

　パトリックが急いで駆けつけ耳もとで囁ささやいた。

「ああ、そうだったな」

　バルデスカも自分の失態に気づいたのか急いで口調を変えた。すると、兵士が畑から立ち上がってバルデスカを見ながら皮肉った。

「いいかねだなんて。お偉いさんかい？」

　見た目は農民だけど？　兵士はそんな顔をしていた。

「っ、失言をしてしまったようだ」

「ふーん」

　怪しいという目つきの兵士。バルデスカは咳せき払ばらいをして素早くその場を離れようとしたところ、今度は石につまづいて転びかけた。

　それを見た女たちは笑いをこらえきれずにくすくすと笑う。

　その無様な姿を見た兵士もすぐに疑いを解いてしまった。

　もしこれがバルデスカ自ら計画したことなら見事だが。

「ちゃんと前を見てくださらないと」

　ミルトンは慌ててバルデスカの体を支えた。

「なぜ、いつも俺の前には石が転がっているんだ！」

「世界情勢に広い視野を持たれている方が、どうして目の前の石ころは目に入らないのですか」

　パトリックは隣でため息をついた。それでもバルデスカは女たちに向かってまた質問を投げかける。今度は敬語だ。

「ここは新しくできた村ですか？　以前はなかったような気が……」

「そうです。農民移住政策によって最近できたばかりの村ですが、あなたたちも移住してこられるおつもりで？」

「まあ、そんなところです」

「国境なので不安はありますが、いつもこうして兵士の方々が来てくれるので助かってますし、とても満足しています」

　それは領民を増やしているということだった。それが兵力数に大きく関係してくるということにバルデスカが気づかないはずもなかった。

　自領の領民を増やす。

　自領の兵士を増やす。

　彼はルナンに忠誠を誓っているはずでは……？

　それからも領地を観察すればするほど、ルナン王国のためというよりも、自分の領地を強化するためだけの施策が多いように思えた。その様子にバルデスカは思わずあごを撫でる。

　バルデスカは街道を通ってエイントリアン城に入った。

　エルヒンの不在は既知の事実。

　そのため、じっくりとバルデスカは街のあちこちを見て回った。

　そして民から信じられない話を聞いた。

　まさか一年間も税金を免除するなんて！

　信じられない。

　そんなことをしては領地の財政が破は綻たんしてしまう。

　中央に納める税金そのものがなくなるということだから。

　莫ばく大だいな資産を隠してない限り不可能なことだった。

　いや、仮にそんな資産があったとしたら王家から目を付けられるだけだろう。

　長期的に見ればマイナスだ。

　疑ぎ念ねんばかりが募っている。

　城外の兵営。

　新たに作られた村。

　そして、来る途中で見た建設中の村の様子。

　バルデスカは掲示板に頭を当てるとごんごんと額ひたいを打ちつけた。

　ようやく少し集中できたような気分だった。

　エルヒン・エイントリアン。

　お前は一体何を企んでいる？

　領地を強化して、お前は何をするつもりなんだ……？

　そんなことを考えていると急に全身に戦せん慄りつが走った。

「待てよ……」

「ご主人様？」

　ミルトンが小声で聞いたがバルデスカは何も答えなかった。そして、独り言を続ける。

「もし彼がルナンを狙っているなら。ルナンの王を……。反逆を計画しているなら……」

　バルデスカは後ろを振り向いた。

「帰るぞ。厄やつ介かいなことが起こる前に領主のいないエイントリアンを攻略しなければ。急げ！」

「ご主人様……？　それはどういうことです？」

　護衛のミルトンとパトリックは慌てて主人の後に続く。

「帰ったらすぐにバルデスカ公こう爵しやく家けの軍勢を進軍させる！」

　バルデスカとしても急に軍勢を率いてエイントリアンを攻撃することの危険がどれだけ大きく、準備している大征伐を台無しにしかねないことかはよくわかっていた。

　だから、公爵家の軍勢だけを動かすつもりだった。エルヒンがルナンの王になれば、計画していた大征伐はなおさら長い戦争になるかもしれない。

　多少の兵を犠牲にしてでも早めにエイントリアンを叩き潰しておかなければ、計画の狂いは取り返しのつかないところまで……いや、違うのか？

「いや、待て！」

　慌てていたバルデスカはまたもや立ち止まった。

　もしかしたら、これも罠かもしれないと思ったからだ。

「兵は移動させるが、ひとまずロゼルンの戦況を正確に把握するんだ。いいな！」

　ミルトンに再び命令を下すと、バルデスカはそのままエイントリアンから近いナルヤ国セントリート領地へと向かった。

　独断でもエイントリアンを攻めるべきか、あるいはあからさまな独立の兆しを見せつけることそのものが罠なのか。

　一晩悩んだ末に侵しん攻こうの一手を打とうとした、まさにその時。

「閣かつ下か！　閣下！」

「何事だ！」

「ブリジト戦線からの急報です！　ブリジト王都は陥落、エルヒンはルナンに帰国したとのことです！」

　その言葉にバルデスカは勢いよく立ち上がった。

「すぐに軍を引き返させろ。王都に帰るぞ！」

　エイントリアンは兵力数が多く訓練度も高かった。攻城戦になれば長期戦になる。エルヒンがいなければそれでも攻略はできただろうが、戻ってきてしまった以上何の策も練らないまま攻めるなど愚ぐの骨こつ頂ちよう。

　いや、それ以前にバルデスカは宿敵に対してどこか畏い怖ふの念のようなものを抱いていた。

　一体どうやったらあの短期間でブリジトの王都を落とせるというのか。もし自分が同じ立場だったら？　絶対に不可能だ。

　バルデスカは自分の能力に絶対の自信を持っている。客観的に彼ひ我がの能力差を鑑かんがみて、ロゼルンを守ることまでは可能だ。だが、それ以上は無理だ。攻めに転じるどころか敵の王都まで占領するだと？

　拳を握りしめたバルデスカは詳しい状況を調査してくるように促うながし、エイントリアンから逃げるようにしてナルヤ王国王都へ向かった。

　やはり、立ちはだかるのはエルヒン・エイントリアンただひとりなのだと、脳裏に刻みながら。
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　エルヒンが朝目覚めると疲れがどっと押し寄せてきた。

　今までの疲れがまったくとれていない感じ。もう体力が回復してもいい頃なのに。

　あくびをしながら起き上がる。

　部屋の風景に変化はない。豪ごう勢せいな領主の部屋。窓越しに広がる領地は平和だ。

　風景は変わってないが、これまでと領主の名声は見違えるほど変わった。

　悪徳領主と呼ばれなくなってまだ間もないが、現在エイントリアンは税金政策と土地の開かい墾こんにより難民が噂を聞いて訪れてくるような領地となっていたのだ。

　ロゼルンに行っている間の最大の変化はまさに人口だ。

　２２万人だった人口は現在２３万人で２か月の間に１万人も増えたのだった。

　目標の３０万人にはまだ届かないが、ひとまず増えているということが大事だ。

　民心はなんと８０。

　この数値を維持するだけでも十分だ。

　下がるようなことさえしなければ良い。

　新たに流入した人口も領主への期待を抱いて移住してきているため、民心に悪影響を及ぼすようなことはなかった。

　そして、俺の留守中も２万人に達する兵士の訓練は続けられ、




［エイントリアン領地軍］

［兵力：２０，０００人］

［訓練度：８９］

［士気：８０］




　かなりレベルアップしていた。

　我が軍の陣営に指揮力の高い人材がいたために可能になった数値だった。

　少しよう数すう精せい鋭えいの２万人なら戦略に従ってくれさえすれば十分大きな効果を出せる数値だ。

　訓練は続く。そして、士気を高めるための補ほ償しよう政せい策さくも続く。

　これらは決して止めてはいけない。




　俺の現レベルは２５だ。

　ポホリゼンを殺して２２となったレベルはブリジトに勝利した後になんと３も上昇した。

　武力９８の武将を殺したことが大きく作用したのだ。

　武力９５以上の武将には経験値プラス要因がついた結果。

　３の上昇で計９００ポイントを獲得した。

　１５０、１５０、１５０、１５０。

　スキルが必要な時に備えて３００ポイントを残しておき、６００ポイントを使って武力数値を６５から６９に４つも上げた。

　この戦いで大だい通とお連れんも強化されたため、そうなると約３０分間に過ぎないがその時間だけは大陸屈指の強者に比ひ肩けんできる。

　武力９９になるのだ！

　３０分の限界があるということは残念だがそれは仕方がない。

　ゲームはゲームだ。特典を支給してもバランスをとるのが運営の任務だから。

　特典を与えながらもある程度バランスがとれたということだろう。

　そして戦利品。

　ブリジトの王都を占領した時に財宝庫の中で［アイテム］を獲得した。

　残念なのは古代王国時代の宝物、つまりロゼルンが保管していた［無名の剣］級の［アイテム］がなかったこと。

　十二家が分け合ったはずの古代エイントリアン王国の宝物がブリジトにはなかった。

　ブリジトも十二家の一つだから古代王国の宝物を分け持ったのは確かだ。

　管理を疎おろそかにして紛失してしまったのだろうか。

　ブリジトの王すら特別なアイテムは使っていなかった。

　その後、ブリジトの王宮に仕える侍じ従じゆう長ちように訊いてもわからなかった。

　他の王族も同じ。

　まあ確かに、ロゼルンでもその重要性を知られぬまま放置されていた。

　十二家がそれぞれ建国してから長い年月が経っているし仕方ないか。

　俺にはこの十二家の宝物に大きな意味があるように思えた。

　何か秘密だとか、ゲームの特性からするとまた別の特典だとか。

　特典よりも秘密が隠されている可能性の方が高く感じた。

　なおさら見つけたくなったが今は方法がないのも事実。

　手掛かりがまったくなかった。

　ルナンの王宮には何か手掛かりがあるかもしれない。

　終しゆう焉えんの時が近づいているルナン。計画通りに行けば、ルナンの財宝庫を調べる機会が得られるはずだから、その時に何か手掛かりが見つかることを願うしかない。

　まあそれはそうと、次はアイテムの分配だ。

　ブリジトの王宮に古代エイントリアン王国の宝物はなかったが、［アイテム］として認識される宝物がいくつかあった。

　そのうち能力値を上げられる宝物は二つ。




［翡ひ翠すいの剣］

［武力＋１］

［古代から伝わる翡翠からできた剣］




［黒こく鎧がい］

［指揮＋２］

［使い手の威厳を高めてくれる漆しつ黒こくの鎧よろい］




　どちらも俺には必要のないアイテムだったため、これを使って家臣の能力値を上げてみることにした。

　すぐにシステムを起働して家臣全員の能力値を目の前に表示する。




［ハディン・メルヤ：武力６０　知力５７　指揮７０］

［ベンテ：武力４９　知力３８　指揮８２］

［ジント：武力９３（＋２）　知力４１　指揮５２］

［ユセン：武力８２　知力６０　指揮９０］

［ギブン：武力７０　知力３４　指揮７６］

［ユラシア・ロゼルン：武力８７（＋３）　知力５７　指揮９５（＋２）］




　剣は重複して装備することはできない。

　つまり、大通連を使う俺と無名の剣を使うジントには使うことができない。

　ユセンは今後大きく活躍してもらう予定だ。

　能力値が全体的に高い上に俺への忠誠度も高い。

　だから、黒鎧でユセンの威厳を高めて指揮力を上げるのがいいだろう。

　剣は少し迷いどころだ。

　もっと強い武将が人材として手に入るから、とりあえず今は持っていることにした。

　不便な点があるとすれば、画面の中のゲームではないため能力値が自動的には上がらないということ。武器は使いこなせて初めて効果が発動する。

　まさしくゲームの要素と現実が入り交じった世界だ。
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　ヘイナ・ベルヒンは首都の奴ど隷れい商しようのもとを訪ねた。

　奴隷のいるこの世界でも人身売買を生業なりわいとすることは厳しく禁じられていた。

　もちろん、表面上はという話。

　いつの時代もそうだが、禁じられたものであるほど権力者たちはその魅力に惹ひきつけられた。

　それも奴隷というものは貴族にとって人間の貪どん欲よくさを刺激する最大の娯ご楽らくでもあった。

　貴族の貪欲さが国を揺るがしているルナンではかなり大規模な奴隷商が暗あん躍やくしていた。

　もちろん、いくら権力層の庇ひ護ごを受ける奴隷商でも堂々と活動することはできない。

　首都にある彼らの本部は極秘の場所に置かれていた。

「へぇ、これはこれは」

　ドロイ商会と銘めい打うったこの組織も、人身売買、拉ら致ち、暗殺といった裏社会のことに特化した集団だった。

　ルナン全体とナルヤにまでその力が及ぶ巨大な商会でもあったのだ。

　ドロイ商会の主あるじであるゲンセマは主な顧客層が集まるルナンに常じよう駐ちゆうしていた。

　彼は闇の奴隷商と呼ぶにふさわしい人物で、金さえ払えば貴き賤せんを問わず奴隷にして依頼人に捧げることで有名だった。

　そして、ドロイ商会の最大の力は暗殺者集団。

　彼らを利用してあらゆる依頼を受けていたため貴族も下手に手を出せなかった。

　ゲンセマはひと目でヘイナの正体に気づいた。貴族の情報は知り尽くしていたからだ。

　悪賢い表情を見せながらゲンセマはヘイナを歓迎した。

「私を知ってるの？」

「情報は力ですから、もちろん存じてますとも。ヘヘッ」

　その下げ卑びた笑いにヘイナは眉をひそめたが目的のために我慢して口を開いた。

「その力を使って裏で別のことをしているようだけど？」

　ヘイナが単刀直入に尋ねると、ゲンセマはしらを切って首を傾かしげた。

「別のことだなんて。ハハハッ。何のことでしょう……？」

　そんなふうに笑っていたゲンセマは突然真顔になるとゲス顔で言った。

「ですが、そのことでここへいらしたのでは？　何なりとお申し付けください。ヘイナ閣下。男の奴隷でしたら好みさえおっしゃっていただければ……」

「私が興味あるのは別のことよ。殺したいやつがいるの。何としても殺したいやつが！」

「そうですか。クククッ。ようこそおいでになられました。閣下」

　ヘイナは拳を握りしめた。ローネンからは睨にらまれ貴族たちの蔑べつ視しはさらに酷ひどくなった。

　功を立てる機会すら完全に失ってしまったのだ。

　ヘイナはその元凶であるエルヒン・エイントリアンを憎んでいた。自分と家門を破滅させた張本人である彼を絶対に許せなかった。

　だが、正攻法で挑むのは不可能。その事実がヘイナの高いプライドを深く傷つけ、なおさらエルヒンだけは必ず殺すという思いを強くした。

　彼さえいなければ自分にルナン王国参謀としての地位がまた戻ってくる。ローネンが呼び戻してくれるという一いち縷るの望みもあった。

　だから、嫌悪しながらもゲンセマを訪ねてきたのだった。

「あなたたちに殺せない者はいないとか？」

「フフフ。何をおっしゃるんです。我われにも殺せない存在はいますよ。大陸の新星５人は殺せません。まあ、彼ら以外でしたら可能でしょう」

　大陸最強と称される５人。ゲーム的にいうのであれば、大陸に５人しかいないＳ級のことだ。彼らは畏怖を込めて「新星」と呼ばれている。

　その中で最上位にいるのはナルヤの王だ。

「閣下、我われは特殊暗殺組織を運営しています。幼い頃から教育してきた暗殺者の中には優秀な者がたくさんいるので難しいことなどありません」

　ゲンセマは絶対的な自信を見せながらククッと笑った。

「エルヒート・デマシンくらいになると難しくもなってきますが……。必ずしもナイフで殺すことだけが暗殺というわけではありません。毒はどんな相手にも効果的ですし、他には事故死に見せかけるという手もありますからね。フフフ。ただ、その依頼費は高くつくでしょう。それだけの金をかけて依頼される貴族はルナンにはあまりいませんがね」

　ルナン王国最強の武将の話を持ち出すゲンセマ。

　エルヒートは強いが新星５人には入ってないため殺せると豪語していた。

　大陸で暗躍する裏社会の集団の中で最大規模を誇るだけの自信がこのドロイ商会にはあった。

「それで、誰を殺しましょうか？　等級によって金額も変わってくるので、標的をおっしゃっていただけますか？」

　ゲンセマが両手を擦り合わせながら言うとヘイナは迷わず口を開いた。

「エルヒン・エイントリアン。あいつを殺して」

「ほぉ……これはまた、最近話題の人物ではありませんか」

　ゲンセマはクスッと笑いながらもう一度両手を擦り合わせる。

「エルヒン・エイントリアン伯はく爵しやくといいますと、かなり優秀な方では？」

「あいつの評価など知るもんですか！　それで、殺せるのどうなの？」

「先ほど申し上げた通りです。エルヒートを殺せるのにそれ以下のエルヒンを殺せないとでも？　戦争と暗殺は別ものです。ヘイナ閣下。もちろん、等級が高いだけに莫大な費用がかかりますが」

「いくら？」

「そうですね……」

　ゲンセマは不気味な笑みを浮かべて指を５本立てた。

「領地の収益５年分ってところですかね」

「あなた何言ってるの！」

　とてつもない大金を要求するゲンセマにヘイナは眉をひそめた。

「知略に長けた人物。高いのは当然です。我らドロイ商会が希少性を持つ理由はまさに『必ず成し遂げる』というところにあります。まあ、払えないようでしたら諦めてください。聞かなかったことにしましょう」

　ゲンセマの断固たる態度にヘイナは怒りに震え出した。

　だが、今のヘイナには金よりも傷つけられたプライドの方が重要だった。

「本当に殺せるのね？」

「もちろんです」

　ゲンセマが強くうなずくとヘイナは唇を嚙みしめた。

「報酬は始末した後よ」

「ごもっともです。我らドロイ商会は徹底した後払いで有名ですから。ククッ」

　エルヒン・エイントリアン。

　優秀な策士で知られている一方、彼の武力はルナンではあまり知られていなかった。

　ブリジトとロゼルンの戦いはルナンの人々が直接見たわけではない。それにナルヤとの戦争でもリノン城でひとり戦った時を除いては武力を行使したことがなかった。

エルヒンの武力について知る者が少ないがゆえに正しい評価がなされてはいなかった。
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　日が沈みかけた夕暮れ時。

　エイントリアン領地視察を終えて執しつ務む室しつに戻った俺は仕事をしようと机に向かった。

　視察のほかにもやることは山積みだ。

　一番重要なのは支出に関する決けつ裁さい。

　城の地下に財宝が豊富にあるとはいえ、無計画に使えばあっという間になくなってしまう。

　ペンを持って書類の作成に取りかかろうとした、その時。

　邪魔が入った。

　突然、窓ガラスが割れたのだ。

「……え？」

　そこから黒ずくめの男たちが５人突入してくる。

　それぞれ手には剣やナイフを握っていた。

　やつらは何の挨あい拶さつもなく、迅速に攻撃を仕掛けてくる。

　Ｃ級の武力が４人。そして、Ａ級がひとりだった。

　Ａ級実力者は大陸に４０人ほどしかいない。

　つまりＡ級のいる暗殺チームだというなら相当の手て練だれということ。

　この不意打ちは危険だ。

　大通連を装備していない状態での俺の武力は相変わらず低い。

　それでもこうして平然としていられるのは、ほぼ同時に窓から飛び込んできたユラシアのおかげだった。

「あなたたち、何者ですか？」

　ユラシアは俺と暗殺者の間に滑り込み、そのまま近くの黒いローブの男に向かって容赦なく剣を振りかざした。

　青いマナが覆面男の胸に鋭く入り込む。

　同時に左から右へ剣を振り抜くと隣の覆面男の身体が真っぷたつに切断されてしまった。

　執務室に血が飛び散る。

「いや、ユラシア……。そこまで過激に戦わなくても」

　なぜかわからないが怒りで目まな尻じりの上がったユラシアは何も答えないまま攻撃してくる別の覆面男の相手をした。

　俺も黙って見ている場合ではなかった。

　何しろＡ級実力者がいるのだから。

　Ａ級実力者も俺を殺すのが先だと思ったのかユラシアを部下に任せて俺に飛びかかってきた。

　武力９０。

　おそらくこの暗殺集団の中では最上位の実力者だろう。

　だが、大通連を装備した時の俺の武力は９９。大陸に４０人ほどいるＡ級の中でも最上位だ。

　だから、こいつは相手にもならない。

　大通連を構えて敵に立ち向かう。

　たった２回。

　俺が剣を振ると敵は倒れた。圧倒的な武力差の結果。

　やつは信じられないという目をして死んでしまった。

「待て、ユラシア！」

　襲撃者の素す性じようを探るためにひとりは生かしておきたかったが、俺が叫んだ時すでにユラシアは敵を全滅させていた。

　彼女の武力はロッセードと合わせると９０。当然と言えば当然の結果だ。

「何ですか？」

　彼女は妙にさわやかな顔で答えた。

　まるでよくやったと褒めてというような表情にも見えるが、俺の勘違いか？

「ひとりは生かしておきたかったんだ。誰が俺を狙ったのか訊くために」

「えっ？」

　ユラシアは軽く頰を膨らませた。

　俺の言うことにも一理あると思ったのか、座り込むと無表情な顔で目の前に倒れる覆面男の頰をビンタする。

　そんなことして起きるわけないだろ。もう死んでるんだから。

　彼女はさらに頰を膨らませ、死んだ覆面男を放り出して立ち上がると言った。

「ムカついて力の調節ができなかっただけです」

「何でそんなに怒ってるんだよ」

「なんとなくですよ」

　ユラシアはそう言うと入ってきた窓から消えてしまった。
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　エイントリアン城の執務室に家臣が集まった。

　領主が襲われたのだからみんなが集まってくるのは当然のこと。

　ユセンは死体を見ると顔をしかめて訊いた。

「実力者ですか？」

「ああ。相当な手練れだった」

「そんな……！　では、よほど権力のある者が送り込んだとしか……。何か心当たりは？」

　心当たりか。

　殺すべきやつは全員殺した。

　ローネンと王はまだ俺を必要としているため、こんなまねをするはずがなかった。

　もちろん、俺に恨うらみを持つやつはいた。

　まったく心当たりがないわけではない。

「特にない」

　だが確信を持てなかったため、俺はひとまず首を横に振った。

「調べてみる必要がありそうですね」

　ユセンの言葉に俺はうなずく。

　その時、深刻な表情で死体を調べていたジントが死体の手首を持ち上げて言った。

「これ……」

「何だ、ジント」

「暗殺者っていうから調べてみたけど、やっぱりこれ……あいつらだ」

　その手首には蜘く蛛ものようなタトゥーが入っていた。

「あいつら？」

　俺の質問にジントは自分の手首を見せた。そこにはやつらと同じ蜘蛛のタトゥーが入っていた。俺はそれを見て気づいた。

「まさか、ミリネを連れ去った奴隷商か？」

　大きくうなずくジントは目の奥に炎を浮かべる。

　当然だった。あの奴隷商ならジントにとっては仇きゆう敵てき。

　ジントはさらわれたミリネを取り戻そうと、情報を得るために彼らが運営する暗殺団に入り、ロボットのように生きた過去がある。

「ドロイ商会と呼ばれてた」

　ドロイ商会か。

　それなら知ってる名前だった。

　ゲームの中でも有名なやつらだ。

　ルナンが滅亡してからはナルヤとマテイン王国で暗躍し、人身売買、拉致、暗殺などを行うクズ集団。

　規模が大きい上に権力層と癒ゆ着ちやくしているため歴史から消えることのなかったやつらだ。

　だが、その名前は一般には知られていなかった。

　権力層だけが知る名前。顧客は全員貴族だから。

「ドロイ商会？　何だ、それは？」

　やはり平民のユセンは初めて耳にするという表情。他の家臣も同じ反応だった。

　地方貴族のハディンですら知らないというような表情をしていた。

「闇の組織だと思えばいい。俺の知る限りでは、ドロイ商会が俺を狙っているとすればそれを差し向けたやつは当然王都の貴族だ」

「王都の貴族が閣下を暗殺しようとしたと？」

　ユセンが驚いた顔で聞き返す。

「そういうことだ。だから、俺が自ら出向いて直接訊く必要がある」

　ドロイ商会を始末することは難しくなかった。

　ブリジト王国まで滅亡させたのだ。今の俺なら十分に始末できる。

　いくら闇に暗躍しているとはいえ国家レベルではない。

　誰かが俺を狙っているなら必ず見つけ出して報復しなければならない。

　元々やつらは消えて当然の存在だ。

　そして、もう一つ。

　もし俺の読みが当たっていれば、やつらを利用してエルヒートを俺の味方にすることもできるはずだ。

　ドロイ商会はルナンの貴族と深いつながりを持っている。

　具体的にどこまで上の方の連中を顧客にしているのかまでは分からないが、まさか国王やローネン侯こう爵しやくが関知していないはずがない。

　だがあの高潔なエルヒート将軍が奴隷商について知れば必ず反発をするだろう。

　エルヒートと貴族連中との確かく執しつの火種にできれば、あるいは。

　とにかくこの話はドロイ商会の本部を突き止めて、ルナンの貴族が関与しているという証拠を手に入れないことには始まらない。

　幸い本部の所在についてもある程度目星がついている。

　ゲーム上ではドロイ商会はルナンの滅亡と共に本部を移す。

　それまではルナン国内に置かれていたのだが、ゲーム内でドロイ商会を追い詰めるとルナン国内のいくつかのポイントで掃そう討とう戦せんを行える。

　本来の時間軸ならすでに本部は移動しているが、ゲームと違って未いまだルナンは滅亡していないから、やつらの本部もまだルナン国内にあるはずだ。

　おそらく現在本部として使われているのはそのポイントのどれかだろう。

　俺は地図を睨んで確率の高そうな場所を予想していった。
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　ミリネは本を読んでいた。

　エルヒンのおかげで文字を学んだ彼女はいろんな分野の本を手当たりしだいに読んだ。

　ミリネは恩に報むくいるため縫い物でも何でもすると言った。

　だが、エルヒンはそんな彼女に文字を学ばせた。

　文字は貴族だけが学べるものだと思っていた彼女だったが、自分たちを助けてくれた恩人の言うことだから従おうという気持ちで文字を学んだ。

　けれど意外にも彼女は文字というものに面白みを感じ始めたのだった。

　エイントリアンに来た当初の彼女の能力値はこうだった。




［ミリネ］

［年齢：２１歳］

［武力：５］

［知力：５９］

［指揮：１０］




　だが、文字を学んでから変わった。




［ミリネ］

［年齢：２１歳］

［武力：５］

［知力：７０］

［指揮：２０］




　彼女は基本的な知恵はあったもののそれを活用する方法を知らなかった。

　文字を学ぶことによってその知力が１１も上がったのだ。

　さらに、それによって指揮が１０も上昇した。

　彼女の能力値は子どものようだった。

　成長が早く伸びを期待できるのが子どもなだけにこれだけの成長を遂げたのだ。

「ミリネ」

「あら？　いつ戻ったの？」

　本を読んでいた彼女は驚いて立ち上がりジントを迎えた。

「今戻ったところだ」

「私これを読んでいたの。こんなのが領主様の役に立つかはわからないけど……」

　ミリネはそう言いながら自信なさげに微笑ほほえんだ。

　ジントはそんな姿を見る度にただ幸せな気持ちになった。逃亡生活をしていた彼女がこんなにも楽しそうに暮らせるようになったのだから。

　先のロゼルンでの戦争。

　エルヒンに命の危機が迫った瞬間があった。ジントは彼のために命を捨てようとした。

　だが、むしろ彼に救われた。

　彼が自分をミリネのもとに帰らせてくれたのはこれでもう二度目だった。

　さらに今日。

　彼は敵討ちの機会を与えてくれた。ミリネの敵であり俺の敵。

「ジント？　また何かやらかしたわね？」

　ジントの表情に異変を感じたミリネが腰に手をあてて大声を出した。

「何もしてない！　……きっとミリネのやってる勉強は彼の役に立つさ。これまで彼の言うことに間違いはなかったから」

「それはそうだけど」

「それより、彼の命令で王都に行くことになった。またしばらく家を空けることになる」

　ジントは奴隷商人のことを話さなかった。

　あいつらことを話してミリネの傷を思い出させる必要はなかったからだ。

「そう。じゃあお弁当作らないと。すぐに用意するわ！」

　ミリネは拳を握りしめるジントの手に気づかないままキッチンに駆けこんだ。
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「よし、みんな集まったか？」

　ドロイ商会への出しゆつ立たつを決めて家臣を集めた。出立する前に命令を明確にしておく必要もあったからだ。




［ハディン・メルヤ：武力６０　知力５７　指揮７０］

［ベンテ：武力４９　知力３８　指揮８２］

［ジント：武力９３（＋２）　知力４１　指揮５２］

［ユセン：武力８２　知力６０　指揮９０（＋２）］

［ギブン：武力７０　知力３４　指揮７６］

［ユラシア・ロゼルン：武力８７（＋３）　知力５７　指揮９５（＋２）］




　まずは家臣の中で唯一貴族出身であるハディンを呼んだ。

「ハディン！」

「はい、閣下！」

「国境の関所は修理を終えたようだな？」

「左様でございます、閣下！」

「王都側の城壁の増築は進んでるか？」

「もう少しかかりそうです」

　ナルヤ王国との国境側だけでなくルナンの王都へ向かう要所にも城壁を築いているところだった。

　これから大混乱が起きることを考えればナルヤ側だけを防いでも何の意味もない。

「そうか。君は引き続き増築に邁まい進しんしてくれ。民心が下がるようなことのないよう十分に配慮するんだ。難民の受け入れを続けて彼らに職を与え、食料もできるだけ供給するように。農地の開墾も忘れるなよ」

「はい、閣下！」

　ハディンなら領民を搾さく取しゆするという心配はなかった。だからこそ彼が適任者だ。

「ユセン！」

　ユセンは実に多芸多才だ。家臣の中でも一番の逸いつ材ざいだった。能力値がどれも高い人物。

「君は以前話したベルタクインにギブンと一緒に行ってくれ。ブリジトの昔の王都に駐ちゆう屯とんしてるフィハトリ伯爵に兵士を送っておくよう言っておいた。君は代だい官かんとしてベルタクインへ行き、鉄鉱と運搬ルートを必ず確保するんだ」

　一番重要な仕事だったが俺が自ら出向くには時間が足りなかった。

　そこで、何事にも慎重なユセンなら信用できるため任せることにした。

「承知しました。すぐに出発します！」

　次はいよいよ出陣だ。

「ジント、それからベンテは俺と共に出陣する！」




［出陣しますか？］

［出陣可能兵力］

［エイントリアン領地軍：２万人］

［訓練度：８９］

［士気：８０］




　それほど多くの兵士は必要ない。大軍が動くのは困る。




［騎兵隊：１００人］




　俺は出陣数を１００人に決めた。

　訓練度８９、士気８０の精鋭だ。

　ベルタクインから鉄が供給されるまでは鉄騎兵の育成はできないが、騎兵隊１００人ほどなら運用に問題はなかった。

「私も行きます」

　その時、ユラシアが現れた。

　彼女はまだ部下ではない。だから彼女の好きにさせている。

　まあ、役に立つのは確かだったためうなずくと、




［出陣する兵士の士気が一時的に＋１０上昇しました］




　突然、出陣する兵士たちの士気が上がった。

　これが指揮９７の威力か？
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　鉄てつ格ごう子しの中にはひとりの少年とふたりの少女が閉じ込められていた。

　みんな空腹でやせ細り、服もボロ布のように汚れている。

　３人は同じ村の出身だった。

　戦争で両親を亡くし、口くち減べらしのために村人たちの手によって売られてしまった不幸な子どもたち。

「リリアン」

　名前を呼ばれた少女は弱々しく顔を上げた。

　リリアンを呼んだのはセディックという少年だった。

「寒いか？」

「平気……」

　リリアンは首を横に振った。だが、身体は震えている。

セディックは着ていた上着を少女のために脱いだ。そのチョッキのような袖そでなしの上着を肩にかけてあげると、リリアンの身体の震えは少し落ち着いた。

「フリルに上着を貸しちゃったから、君だって寒いだろ？」

　セディックはそう言って優しく笑った。

　フリルはリリアンの服をかぶるようにして眠っていた。

「フリルみたいに何の心配事もなかったらいいのに……」

「そうだな」

　リリアンの言葉にセディックは肩を落とした。

「奴隷ってやっぱり、酷い目にあうのかな……？」

　セディックとリリアンはもう１５歳だ。奴隷がどのような扱いを受けるかはよくわかっている。

　そして、自分たちが置かれた運命も。

　何も知らないのは７歳になったばかりのリリアンの妹フリルだけだった。

　その時、ガチャンという音が聞こえて牢獄の扉が開き、ふたりの男が入って来た。

　捕まっている全員の視線が彼らに向く。

「新入りがいるとか？」

　ゲンセマが鉄格子の中を見渡しながら部下に聞いた。

「はい、３人新入りがいます。こちらです」

　すると、男がゲンセマを案内した。そこはまさにリリアンとセディックのいる部屋。

「ほぅ、あの子はなかなかよさそうだ」

　ゲンセマが指さしたのは眠っているフリルだった。

「まあ、このくらいなら満足させられるだろう。あいつは好みがうるさいからな」

　ゲンセマが陰いん険けんな笑みを浮かべながらフリルを抱き上げようとすると、状況を察したリリアンがその前に立ちはだかった。

「私っ、私が行きます。妹を離してください！」

「ほぅ、そうか……」

　ゲンセマは興味深そうにリリアンを見た。

「だがな、おませなお嬢さん。悪いが君はもう成長しすぎてる」

　そう言ってリリアンを軽く押しのけると、今度はそれに耐えかねたセディックが飛びかかろうとした。

「フリルを離せ！」

　しかし、ゲンセマに近づくことすらできずに隣にいた男に蹴られて床を転がるだけ。やせ細った彼には何の力もなかった。

「おいこら。商品をそんな乱暴に蹴りやがって。最近は男の子も需要があるんだからな」

　そんな部下を叱しつ責せきしながらフリルを抱き上げるゲンセマ。

　すると、小さな少女が薄目を開けた。

「お姉ちゃん？」

　リリアンを探してきょろきょろ見回す寝ぼけ眼まなこのフリルの頭をゲンセマが撫でる。

「よしよし。おじさんがこれから幸せに暮らせるようにしてやるからな。美味しいものが食べたいだろ？」

「美味しいもの？」

「だめよ、フリル！」

　リリアンはゲンセマに飛びつこうとしたがすぐさま隣の男に阻止されてしまった。

「フリル……フリルッ……！」

　死の間際の両親に託されたたったひとりの肉親。守らなければいけない大切な妹。

　リリアンは泣き叫んだ。だが周りはみんなそれを見てニヤニヤと笑うだけ。

　固い鉄の扉が閉まり外へ出たゲンセマは、待たせていた腹心の部下ルトリーに念を押した。

「それより、エルヒン伯爵は確実に処理したんだろうな？」

「念のためホグを送りました。その辺の将軍ならやつには敵いませんよ。すでに仕事を終えて帰路についている頃でしょう。ご心配なく」

「ホグだと？　慎重すぎやしないか？」

　暗殺部隊の中でも最上位の実力を持つ男の名が出たことに、ゲンセマは眉を顰ひそめる。

　そのとき、ようやく目が覚めたのかフリルはきょろきょろとリリアンを探し始めた。

「……お姉ちゃんはどこ？」

「お姉ちゃんはもう先に行ったさ。フフッ」

　ゲンセマは偽りの笑みを浮かべて闇の中へと消えた。
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　ドロイ商会のアジトは大胆にも王都付近にあった。

　今は放棄された要よう塞さい。

　そこに商会の私兵と暗殺組織が常時詰めているらしい。

　また大型の馬車が出入りしていることから、奴隷収容所も兼ねているようだ。

　もちろん、俺はその要塞を破壊するつもりだった。

　連れてきた騎兵隊１００人は隠おん密みつに動くために、各自散開してから要塞のある山中で合流するというやり方で外部の目を避けた。万が一にでも王都の貴族に動きを知られるとまずい。幸いにも訓練の成果が出ているらしく、トラブルもないまま要塞の近くに参さん集しゆうすることができた。

　その先頭に立つ、ジントはいつもより戦意を燃やしていた。

「いいか、ジント。捕まったり売られてきた罪のない人たちが傷を負うようなことがあってはならない」

「当然だ。彼らはミリネと同じ立場だからな、助けないと」

　その返事を聞く限り問題なさそうだった。

「よし、踏み込むぞ！」

　すぐに要塞に向けて攻撃を命じた。

　勇敢に突撃していくエイントリアンの精鋭兵たち。

　これまで訓練に励んできたおかげで動きはとても機き敏びんだった。

　要塞の正門がジントの突撃によって崩壊してしまうほど。

「何だ、あいつらは！」

　突然襲撃されたドロイ商会の私兵が刀剣を抜いて反撃を始めたが、こちらはルナン王国軍のようなお粗そ末まつな軍隊とは格が違う。




［エイントリアン領地軍騎兵隊］

［１００人］




［ドロイ商会私兵］

［２５０人］




　数では劣っているものの、訓練度８９、さらにユラシアのおかげで士気は９０になっていた。

　そんな俺の騎兵隊は難なく商会の私兵を倒していく。

　もちろん、暗殺組織もこの要塞に配置されていたため武力が高いやつも何人かいるようだった。

　だが、すでに俺のもとに送り込んできた、武力９０の暗殺者は殺している。戦力が低下していたのは当然のこと。

「奴隷商だなんて絶対に許せません」

　そこにユラシアまで参戦して戦せん鬼きと化したジントと共に暗殺組織を一掃していたため一方的な戦闘になった。

　だが同時に人々が監かん禁きんされている鉄の扉の奥が混乱に陥ってしまった。

　混乱を呼び起こす目的で私兵が鉄の扉を開けてしまったのだ。

　おかげで閉じ込められていた人々は外の戦場を目の当たりにした。

　俺はすぐに兵士たちをそっちへ送った。監禁されていた人々の保護が最優先だ。

　当然ながら商会の私兵たちもそこへ集まる。

　やがて扉の前は最大の激戦地と化してしまった。

　いや、激戦地というには少し違う。

　戦いは一方的だったから。




［エイントリアン領地軍騎兵隊］

［１００人］




　我が軍の数は減っていないが、




［ドロイ商会私兵］

［８７人］




　２５０人いた商会の私兵は瞬またたく間まに減っていった。

　我が軍にも多少の負傷者は出たが前で活躍するジントとユラシアのおかげで完全に敵の気き勢せいが削がれて死者は出さずにすんだ。

　そんな混乱に乗じてついには子どもたちまで外に出始めた。

　それを見た俺は憤いきどおりを感じた。

　子どもたちまで奴隷に……。

　知ってはいたものの、実際にそれを目の当たりにするとさらに怒りが込み上げた。
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　大混乱の中、狼狽うろたえ身をすくめる人々。

　だが、セディックは違った。

「リリアン！　今だ、逃げよう。何だかよくわかんないけど、絶好のチャンスだ！」

　壁にもたれてぼうっとしていたリリアンが消え入るような声で呟つぶやいた。

「でも、フリルは？」

「馬鹿だな、ここから出ないと探せないだろ！」

　セディックはそう言うとリリアンの手をつかんで牢ろう獄ごくを飛び出した。

「ぼうやたち！　外は危険だわ！　ここにいた方が安全よ！」

　同じように牢に繫がれていた女性が叫ぶが、ふたりにはすでに聞こえていない。

　すでに指揮系統が崩壊している私兵たちは逃げ出す奴隷を逃すまいとやみくもに殺していた。

　おかげで人々は扉の奥で恐怖に震えているだけ。

　しかし、セディックはそうしているうちにまた閉じ込められると思ったのだ。

　だが、その判断は間違っていた。

「セディック！」

　リリアンの手を引いて走っていたセディックの背中に刃が飛んできて突き刺さってしまった。

　私兵たちによる無作為な殺さつ戮りくの被害者。リリアンは座り込んでセディックの名前を泣き叫んだ。

[image: ]

　流れ出る大量の血が彼から命を奪っていく。

「セディック！　セディック……！　嫌よ、死なないで。フリルもつれていかれちゃったのにあなたまで！」

　だがその時リリアンとセディックの脱走に気づいた私兵が剣を振りかざした。

　それを切り返したのは、牢獄に押し入ってきたベンテだった。

「一度牢の中に入れ！　外は危険だ！」

　エルヒンが送ったベンテが牢獄の方へ来て叫んだがリリアンはセディックにしがみついて離れなかった。

　徐々に冷えていく彼の体から、少しでも温ぬくもりが逃げないように。
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　そして、あっという間にドロイ商会の要塞は陥落した。

　ベンテに案内されてエルヒンは牢獄に足を踏み入れた。

　捕まっていた人たちがここにいる以上やるべきことがあるからだ。

「閣下、全員集めておきました！」

　ベンテが言うとエルヒンはうなずく。

　そして、集まった人たちに向かって叫んだ。

「俺はエイントリアンの領主エルヒン伯爵だ。奴隷商の駆く逐ちくという大義の下に諸君を助けに来た。この中で拉致されてきた者は手を挙げてくれ。帰る場所があるなら故郷に帰してやる！」

　すると、あちこちで周りの様子をうかがいながら恐る恐る手を挙げ始める女たち。

「よし、一か所に集まってくれるか。何があろうと故郷に帰してやる。大変だったな」

　エルヒンの言葉に数十人の女たちが集まり出した。

　残った人々はざわめきながらエルヒンから目を離せずにいた。

「あとの諸君はおそらく奴隷として売られてきたのだろう。故郷へ帰っても虐しいたげられるか、また同じように売られる身となるだろう。だから選択肢をやる。帰りたければそれでいい。だが、新たな人生を送りたければ、全員、エイントリアン領に来い。今エイントリアンは難民受け入れのために開かい拓たくを進めている。故郷へ帰れない者はエイントリアンで村を作って暮らしていけばいい。もちろん国境の領地だから危険は伴う。だが、心配するな。守ってやる。この俺が断言しよう。これ以上みじめな人生を送りたくないのであれば前に出てこい！」

　エルヒンの言葉に人々はひそひそ話を始めた。

「エイントリアン伯爵って……。まさかあの戦争を終わらせた？」

　拉致されてきたばかりの女が驚いて大声を出した。

　紛争地域で拉致された彼女はエルヒンの噂を聞いたことがあったのだ。

　エルヒンが優れた策士であるという噂ならすでにルナンのあちこちで広まっている状況だからなおさら。

「そうだ」

　エルヒンがうなずくとその女はいきなり前に出てきた。

「……拉致された身で村へ帰ってもどうせ後ろ指をさされるだけです。そこへ行きたいです。私も連れて行ってくれませんか？」

「それは君の自由。どうするかは君次第だ！」

　捕まっていた人たちの９割は女性だった。だがら、彼女たちはまたどこかへ連れて行かれるのではないかと心配していたがそんな彼女の言葉が導火線となった。

　信頼度が急上昇したのだ。

　すぐに女たちは先を争って前に出てきた。

　さらに、最初は故郷へ帰ると言っていた人の半分以上がエイントリアンへ行くと言い出した。

　国境地域という地理的な問題から人口が少ないのがエイントリアンの弱点。

　もちろん、最近は自分が有名になったことで多くの難民が移り住んできていたがそれでも足りなかった。

　だから、移住を受け入れることはまさに国境地帯の隆りゆう興こうにもなる。

　そんな中、セディックの遺体から引き離されて強引に連れてこられたリリアンは、ぼんやりした目つきでエルヒンを見上げるだけで、前に出てくることも立ち上がることもなかった。

　すると、隣にいた女が不ふ憫びんなリリアンの手を握った。

「あなたも行く当てがないでしょ？　友達もみんな死んでしまったし。お姉さんが全部見てたわ。可哀想に……。いい機会よ、あの方の言うエイントリアンというところへ行って私と一緒に暮らしましょう」

　リリアンはその女のほうに視線を移して訊いた。

「あの方は偉い人ですか？」

「そうよ！　私もよくわからないけど、すごく偉い人みたい」

　リリアンの目に映ったのは堂々としたエルヒンの姿だった。

　怖かったおじさんたちを皆みな殺ごろしにしてしまった、また別のおじさんたち。

　そして、そのおじさんたちに号令する男。

　あの人なら妹を助けてくれるかもしれない。

　そんな考えがリリアンの頭の中を占領した。

　セディックまで死んでしまった以上、彼女はフリルのことしか頭になかった。

　それは死んだ両親との約束。

　こんなにたくさんの人を救ってくれたのだからフリルのことも救ってくれるはず。

　リリアンがそんなことを考えているとエルヒンは再び命令を下した。

「ベンテ、王都へ行ってくるから兵士たちと要塞を占領したまま待機してくれ。俺が戻ったらみんなを連れて帰るぞ！」

　その姿をずっと見守っていたリリアンは決心したようにエルヒンのもとへ駆け寄った。

　フリルさえ助けてくれるなら何でもするという覚悟で。
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　ゲンセマはローネン公こう爵しやくの息子を訪ねた。

　ローネン公爵の息子セルヴィルはゲンセマの最重要顧客でもあった。

　息子が顧客である以上、ローネンはゲンセマに手出しできないだろうという思惑だ。

「お呼びですか。セルヴィル閣下」

　公爵位はまだローネンのもの。

　父親の爵位を受け継ぐまでは伯爵の爵位を持つセルヴィルは閣下と呼ばれていた。

　そのセルヴィルがとても不機嫌な表情で言った。

「この間の奴隷は気に入らない」

「そ、そうでしたか！　通常であれば返品は受けつけていないのですが……閣下のお気に召されないようでしたらもちろん代わりをご用意いたします！」

「クハッ。それはありがたい。俺が公爵になったら国を挙げて君たちの商会を後押しするよ」

「我われはその日を待ちわびながら忠誠を尽くすのみです。ハハハ！」

　ゲンセマはセルヴィルの言葉に相あい槌づちを打ちながら笑ってみせた。

「それじゃあすぐに代わりをつれてこい。クフフフ」

　セルヴィルは持っていたグラスの酒を飲み干して席を立った。

「承知しました。すぐに献上いたします」

　ゲンセマは頭を下げたまま外へ出た。そして帰路につくと部下にぼやく。

「ろくでなしめ。何が交換だ。奴隷に交換などあるものか」

「そのために要塞から子どもを連れてこられたのでは？」

「まあそれはそうだが。こんな簡単に差し出すのは俺のプライドが……。チッ。仕方あるまい。後々やつを操り人形に仕立て上げるためにも今は辛坊だ」

　ゲンセマはそう言いながら王都の秘密アジトに向かった。
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　ドロイ商会のアジトになっていた要塞は大体の位置を知っていたため騎兵隊を出動させてすぐに見つけることができた。

　問題は要塞にはドロイ商会の主の姿もなく帳簿もなかったということ。

　俺に必要なのは帳簿だ。

　そこには必ず、貴族たちとの取引の記録が残っているはずだ。

　エルヒートを動かすためには帳簿が欠かせない。

　機密文書だから、ここにないとすれば主が肌身離さず持っているはず。

　とりあえずその主を探せばいい。

　そう思って残党を尋問して得た情報をもとに、軍を一旦置いて王都にあるやつらのアジトを訪れた。

　王都の中のアジトであればそこまで敵の数も多くないだろう。

　俺とジント、ユラシアがいれば簡単に制圧できる。

　地図を片手に到着した場所は平凡な二階建ての建物の前だった。

　残党たちの自供ではアジトはこの建物の地下にあるという。

　上は今は使われていないようで、怪しまれないようにか見張りもいない。

「随ずい分ぶんと不用心ですね」

「用心しているように見えてしまったら、隠れている意味がないしな」

「そういうものですか」

　どうもユラシアは必要以上に好戦的なところがある。もし見張りが立っていたら問答無用で斬っていただろう。

「ちなみにジントは主を見たことはあるのか？」

「主は俺も見たことがない。本当に信頼する者だけにしか顔をさらさないほど用心深いらしいから」

「そうか」

　まあ、もうすぐその顔を見ることになるだろう。

　俺の合図で地下へ降りて行く。

　ジントが軽く放った蹴けりで地下への扉はまるで木くずのように粉々になってしまった。

　中では人相の悪い男たちが集まって酒を飲んでいた。

　突然扉が吹き飛んだことに驚きよう愕がくした表情で俺たちを見る男たち。

　その数は７人。

「なんだこいつら！」

「ここがどこだかわかってんのか！」

「……殺してやる！」

　ジントが吠ほえて剣を抜くが、商会の男たちは俺たちを嘲ちよう笑しようするだけだった。

　ユラシアが顔をしかめたが、俺は彼女を目で制す。

「ふざけたこと言いやがって。俺たちのことを知っていながら攻め込んでくるとはな。何だ、恋人でも捕まったか？　ガハハハッ」

　そして、その中のひとりが禁断の一言を口にしてしまった。

　ジントは怒りで目を血走らせた。

　その瞬間、そう言って嘲あざ笑わらっていた男の首は胴体と別れを告げた。

　さらに、その切断された頭部をジントはなんと４つに斬ってしまった。

「っ、兄貴！」

　残ったやつらがそう叫びながらジントを睨んだが何ともあっけない戦いだった。

　１分も経たずして地下室にいた男たち全員が悲鳴を上げる間もなく首を斬られてしまったのだから。

　それは一いつ片ぺんの慈じ悲ひもない虐殺だった。

　床には血の海が作り出された。

　首を刎はねられた７つの死体から流れ出る血が床板に染み込む。

　肩で息をしながら、ジントは剣を降ろす。

　あまりにもグロテスクな惨さん状じようの中、下の階から人が上がってきた。

「騒がしいぞ」

　中年の男が耳の穴をかっぽじるような仕草をしながら上がってきた。

　さらに後ろから青年と少女が現れる。

　計３人。

　リリアンという少女が言っていた妹の人物像と一致する。

　幸いまだどこにも売り飛ばされていなかったようだ。

「子どもを助けて保護してくれるか？」

「わかりました」

　ユラシアの返事と同時にやつらは顔をしかめて言った。

「ゲンセマ様、いかれたやつらが攻め込んできたようです」

「そのようだな」




［ゲンセマ］

［年齢：４９歳］

［武力：７１］

［知力：６６］

［指揮：７０］




［ルトリー］

［年齢：２６歳］

［武力：９４］

［知力：２０］

［指揮：３０］




　中年の男がドロイ商会の主らしい。

　そして、背の高い男は護衛か。

　おそらくドロイ商会で一番強いやつだろう。

　俺のもとに送り込んだ暗殺者が二番で、こいつが一番。

　まあどうせ大したことない。

　ユラシアはすかさずゲンセマに向かって駆け出した。

　それをルトリーが阻止しようとするとジントが突進して鍔つば迫ぜり合あいに持ち込んだ。

「貴様、まさかジントなのか？」

　すると、ルトリーがジントに気づいた。ジントも同様に彼に気づくと睨みつけて叫んだ。

「お前は……暗殺部隊の！」

「久しぶりじゃないか。多少は物になりそうな目つきをしてたからこき使ってやったのに、とんでもないことをしでかして逃げ出したっけな？　自らのこのこ帰ってくるとは、まさか自殺しにきたんじゃないだろうな？　クククッ」

「黙れ！」

　ジントが横よこ薙なぎに振るった剣を、ルトリーは難なく切り返す。

　だがユラシアはその隙すきを狙ってゲンセマに接近し、腕を蹴り飛ばして少女から手を離させる。

　ルトリーはジントをすぐに片付けてゲンセマを守ろうとするが、ジントは暗殺組織にいた時よりもはるかに強くなっている。
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　実力はほぼ互角。

　お互いに斬り合うが決定打が出せない。

　それを感じ取ったのかルトリーの顔が歪み、ユラシアは少女を自分の方へ引き寄せて抱きしめる。

「貴様は誰だ？」

「俺か？　俺はお前が殺そうとしていた……エルヒン・エイントリアン伯爵だ」

「エイントリアン？　なんだと!?　ホグは、ホグはどうした！」

　ホグとは、どうやら俺を襲った暗殺者の名前のようだ。

「やつなら死んだ」

「ホグが死んだ？　馬鹿な、そんなはずが！」

　まだ状況を理解できていないゲンセマ。

「世の中には怒らせてはいけない人間がいるということがわかっていないようだな」

　俺がそう言い放つとゲンセマは鼻で笑った。

「あいつがホグを殺したのか？　ルトリーと張り合えるくらいなら可能かもしれんな。だが、ルトリーはあのホグより何倍も強いんだよ！」

　ゲンセマはジントと戦うルトリーという男に厚い信頼を寄せているようだった。

　それが無意味な信頼であることに気づきもせず。

「依頼したやつの名前を言え。そうしたら命だけは助けてやってもいい」

　まあ、本当に助けてやるつもりは毛頭ない。

　ゲンセマも俺の言葉を真に受けず、怒りに体を震わせる。

「何してる、ルトリー！　さっさとそいつを片付けて、こいつも殺すんだ！」

　まあそうだろう。今までなら、武力９４ならルナン王国ではエルヒートの他に対抗できる者はいなかった。一介の奴隷商のくせに大陸で権勢を振るうことができるのも、ルトリーとあいつが訓練した暗殺組織の優秀さゆえだろう。

　しかし、それはあくまで暗殺に限ったこと。

「ジント。ちょっと下がってくれ」

　ゲンセマの自信を打うち砕くだくため大通連を召喚してルトリーに一撃をくわえた。

　［破砕］すら使う必要のない相手。

　ルトリーの胴体はすぐさま両断されてしまった。

　今まで一度も敗北したことのなかったルトリーが、死の恐怖すら知らずして肉にく塊かいとなってしまったのだ。

「な、なにっ……！」

　これまでルトリーと暗殺組織の力を信じて数々の悪事を働いてきたゲンセマはよほど驚いたのか口から泡を飛ばしながら叫んだ。

「な、なにが起こっているんだ！　ルトリーはルナン一の強者だぞ！　やつが負けるはずなど……」

　ようやく異変に気づいたゲンセマは後ずさりしながら言葉を絞り出した。

　自信満々だった顔が徐々に恐怖に歪ゆがんでいく。

　すると、一目散に地下へと逃げた。

　おそらく地下から脱出できる抜け道があるのだろうが、

「このクズが、恥を知りなさい」

　ユラシアはフリルの目を手で覆い隠して冷たい一言を放ち、ロッセードでゲンセマの足を引っ掛ける。

　その結果、ゲンセマは階段を転がり落ちていく。

　クズ野郎にはとてもお似合いの光景だ。

　俺はゲンセマに歩み寄り彼の片腕を切り落とした。

「ガアァァアッ！」

　ゲンセマの肩から切り取られた片腕は天井をかすめて床に落下した。ゲンセマは苦痛に歪んだ顔で血が流れ出る肩の断面を鷲わし摑づかみしてうめき声を上げた。

「助けてほしいか？」

　俺が目の前に剣を向けるとゲンセマは激しくうなずいた。

　他者を散々虐しいたげてきた外道ほど、自身の生に強い執念を持っているものだ。

「じゃあ、あの子を連れて行こうとしてた場所に案内しろ。さもないと今度は首が胴体から離れることになるぞ。ああ、それと帳簿もよこせ。ついでに俺を殺せと依頼したやつが誰かも白状してくれるといいが」

「……」

「この状況でまだ悩むか？　それなら仕方ない」

　俺は容赦なく大連通を手にした。

「ま、待ってくれ！　本当に助けてくれるのか？　……言う通りにすれば助けてくれるんだな？」

　ここで助かれば復讐のチャンスがあると思っているようだが。

　とんでもない。

「まあ、そうすることもできる。５秒以内に決めるんだな」

「わ、わかった、案内する！　帳簿も渡す！」

　結局、ゲンセマはうなずきながら白状した。

「それとあんたを殺せと依頼したのは、ヘイナ・ベルヒン伯爵だ」
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　ユセンとギブンは山を越えてようやくベルタクインに到着した。

「まさか新しい領地がこんな辺境にあるなんて……」

　長旅でくたくたになったギブンがやれやれと首を振った。距離としてはそれほど遠くないが、山を越えなければ辿り着けないためすごく遠く感じられる場所。

「辺境の地とはいえ極めて重要な場所だ。ここに……」

　ユセンはそこまで言って辺りを見回すと、誰もいないことを確認してから話を続けた。

「鉄があるとすればの話だが」

「それはそうですが、本当にこんな場所に鉄があるんですか？　まあ、山が多いしありそうな気も」

「シッ！　おい、声が大きいぞ！」

　ユセンがギブンの頭を小突く。それにギブンは顔をしかめてぼやいた。

「いや、誰もいませんよ！　隊長が言い出したくせに！」

　ユセンはギブンを目で制すと前方に見える領主城に視線を戻した。

　実質的に領地そのものは村レベル。

　だから、領主城も規模が小さかった。

　領地の総面積のほとんどが山だから。

　ベルタクインの領主は山の領主といっても過言ではないほど。

「とにかく領主城へ向かう」

「はいはい、行きましょう」

　そうしてユセンとギブンは領主城まで移動した。そこにはルナン王国の旗が掲げられていた。ルナンの兵士たちがいることを確認したギブンが彼らに近づいて言った。

「やあ、ルナンの兵士さん。ごきげんよう」

「何だね、君たちは」

　その生意気な態度に兵士は顔をしかめて答えた。

「この馬鹿！」

　ユセンはそんなギブンの頭をまた小突く。

「エイントリアンから来ました。話はついてるかと……」

　ユセンがエイントリアンの紋もん章しよう旗きを見せながら丁寧に尋ねると兵士も訝いぶかしげな表情を解いてうなずいた。

「あっ！　エイントリアンからいらした方ですか！　少々お待ちください！」

　慌ててどこかへ走って行く兵士。ギブンは満足げに笑って見せた。

「そうそう、そうでなきゃ。クハハハ！」

「まったく頭を抱えるよ。こんなのが部下だなんて」

　戦場では命がけで戦える戦友だがいつもは迂う闊かつな発言が問題だ。

　ユセンがギブンに小言を浴びせているとすぐに兵士が戻って来た。

　その後ろには格式高い鎧を着た男も一緒だった。

　百人隊長以上のクラスになると鎧を着ることができた。

　領地を占領するために指揮官級が派遣されるのは当然のこと。

　ただ、ユセンが驚いたのは男が貴族の鎧を着ていたからだった。

「私はエルヒン閣下の家臣ユセンと申しますが、どなたでしょう？」

　戸と惑まどうユセンの質問にフィハトリは頭を搔きながら答えた。

「エルヒン閣下が送ったという人は君か。会えて嬉しいよ。私はブリジト地域におけるルナン軍の総大将フィハトリと申す」

　その言葉にユセンは驚いた。フィハトリのことはエルヒンから聞いたことがあった。

　ベルタクインにもフィハトリの方から兵士を送ることになっていたのだから。

　だが、その本人が直じき々じきにここへ来ているとは。

「……失礼ですが、どうして閣下がこちらへ？　部下を送っていただけるとはうかがいましたが……」

「エルヒン閣下直々の頼みなのに部下任せにはできない。私に役目があるという閣下のお言葉は脳裏に刻まれてる。それに、閣下がここで何をされようとしているのか気になっていたところだ」

「そ、そうですか」

　今度はユセンが困った顔で頭を搔いた。本来、ベルタクインもブリジトの領土。既存のブリジト軍と領主がいる場所をルナンの兵士にあらかじめ占領してもらう必要があった。エイントリアンにそこまでの余裕はなかったから。

　ユセンは占領後に王国軍の兵士を帰したら秘密裏に鉄鉱を探すよう命じられていた。

「実は……。エルヒン閣下が必要な数の警備兵を残してあとの兵士は帰らせるようにと。ここは私が守ります。せっかく来ていただいたのですが、命令なのでこれ以上は申し上げられません……」

　残念そうな顔でユセンはそう言った。そうするしか方法がなかったからだ。

「まあいい。そう困る必要はない。私はただ閣下のお言葉に最善を尽くしたのみ。ブリジトの王都を占領してから閣下が望まれた唯一の場所だから直接出向いて取りまとめただけだ。領民たちもうまく説得しておいたから閣下の方針に従って運営するといい。必要なだけ警備兵を残して帰るとしよう。私がここへ来ていたことだけ閣下に伝えてくれ」

　フィハトリは平然とそう答えた。
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　ゲンセマから奪った帳簿を見ると思わず溜息が漏れた。

　やっぱりか。

　帳簿にはルナンの有力貴族の名前がぎっしりと書かれていた。

　さらに、その最上段にはルナンの最高貴族であるローネン公爵の名前まであった。

　ローネンもドロイ商会に関連のある人物ということだ。

　ただ、惜しくもローネン自ら奴隷商を利用したわけではなかった。

　奴隷商と取引きしていたのはローネンの息子セルヴィルだった。

「つまり、あの少女もローネン公爵の息子に引き渡そうとしていたんだな？」

「そういうことだ」

「……ふざけやがって」

　俺はゲンセマを蹴飛ばした。本当に人間のクズだ。

　ジントが床を転がるゲンセマの髪をつかんで起き上がらせた。

　これだからルナン王国から奴隷商を片付けるのは不可能というわけだ。

　ルナンの最高貴族であるローネン公爵まで絡んでいるのに一体誰が手を下くだすというのか。

　つまり、ルナンでこいつらを撲ぼく滅めつできるのは結局俺しかいないということにもなる。

　ルナンの王であろうとローネンだろうともう誰も気にする必要はないから。

　ただ、ローネンを訪ねる必要はなくなった。

　すぐ目標に向かってもいいくらい帳簿の内容は詳細で完璧だったのだ。

　ローネンの名前がこれほど明白に出ている以上、俺はすぐにエルヒートを訪ねた。

「これは本当なのか！　冗談だろ……！」

　エルヒートは帳簿を見ながら怒りに震え出した。

　この男は奴隷商と関わりのない希少な貴族のひとりだ。

　むしろこうした不義を許せない高潔な男でもあった。

　そんな性格の彼だから他の貴族たちは奴隷商に関する事実を必死に隠してきたはず。

　だからこうして、ルナンの実態をまったく知らない状態が保たれていたのだろう。

「俺を襲ってきた暗殺者を追跡しました。その結果、暗殺組織の要塞を発見し、王都にあるアジトでは帳簿まで手に入れました。閣下、すべての証拠は揃っています」

「殿下が本当にこの事実を知りながらも放置していたということか？」

　エルヒートは信じられないのかもう一度訊き返した。

　顔にはどうか否定してくれと書かれているがそれはできない。

「むしろ奴隷商を利用していたのはローネン殿でん下かです。セルヴィルのしたことだけを見てもどれだけ醜しゆう悪あくか」

　俺はエルヒート邸の庭で楽しく遊んでいるフリルを指さした。無邪気な表情で花を摘つむフリル。ユラシアは庭に座り込んでそんなフリルの頭の上に花をのせてあげていた。

「……」

　エルヒートはその平和な様子を眺めながら黙りこんだ。

「ローネン殿下の力ならそれを隠して奴隷商を片付けることもできたのにそうはしませんでした。むしろ、他の貴族に奴隷商を紹介して彼らの弱点を握ることで身動きを取れなくするという行動に出たのです。帳簿を見ればそれが一いち目もく瞭りよう然ぜんです」

「……」

　この男は拳でテーブルを殴りつけた。憤ふん怒ぬしたのだ。

「信じられない。いくら何でも……。こんな汚いまねを……！」

　まあルナンに生しよう涯がい忠誠を誓った男だから当然の反応だろう。

　その反応がそろそろルナンへの不信に繫がってもらわなければならない。

「帳簿は閣下に差し上げます。直接ローネン殿下にお渡しされても構いません。私が持っていても手に負えませんので」

　これをルナンの王に見せたところで何も起こらないだろう。

　何も変わらない。ルナンはすでにそこまで腐っていた。

　だから、これで得るべきものはこの男の怒りだけ。

　もちろん、これだけで完全にエルヒートとローネンの仲が裂かれるはずはなかった。

　だが、後々のための火種としてはこれで十分だ。
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「殿下、これは事実ですか？」

　エルヒートは真っ直ぐな性格の男だった。だから、すぐに帳簿を片手にローネンを訪れた。

「セルヴィルは世間知らずだ。間違いを犯すこともある。それに貴族を糾きゆう合ごうするためにその程度の弱点を握るのは仕方のないことだ。君にはそれくらいの懐の深さもないのか？」

「ですが、人身売買だなんて。それはまったく別の話ではありませんか！」

「人身売買だと？　俺はそんなことを指示した覚えはない。一体何を言ってるんだ！」

　ローネンが声を荒げるとエルヒートは眉をぴくつかせた。

　いくらエルヒートでもその言葉は信用できない。

　奴隷商と人身売買。

　その必然的な関連性について知らな人はいない。

「殿下、それでは奴隷商を意図的に放置していたのは事実ということですか？」

「一体どこでその帳簿を手に入れたんだ」

　エルヒートは口を噤つぐんだ。

　エルヒンは話しても構わないと言っていたが、エルヒートは簡単に人の名前を出すような性格ではなかった。

「偶然手に入れたのですが、この閣下の直筆サインを見るまではとても信じられませんでした」

「そうか、わかったから帳簿をよこせ。その件は俺に任せるんだ」

「ですが、殿下！」

　エルヒートが立ち上がった。

「主人に歯向かうのか？　エルヒート、貴様！」

　すると、ローネンが怒鳴り散らす。

　その結果、エルヒートは黙り込んでしまった。そうせざるを得なかったのだ。

「帳簿はお渡しします。ですが、帳簿に名前のある貴族たちの処罰は……」

「君はしばらく頭を冷やしてきたほうがよさそうだ」

　エルヒートは頭が真っ白になった。自分が生涯忠誠を誓った偶像の姿はまったく見えなくなっていた。

　ローネンが国を守ろうとする気持ちは本物で、他の公爵とは違って自ら戦争に乗り出したのもローネン唯ひとりだった。そんな彼だからこそエルヒートはルナンのために忠誠を誓ったのだった。

　だが、そのルナンを守る方法がこれほど醜悪だとは。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとなるのも無理はなかった。

「しばらくの間、国境の要塞に行っているように」

　どんなに強く忠実な武将でも自分に歯向かうのは我慢ならない。

　さらに奴隷商は彼の恥部でもある。

　それに触れられたローネンはいくら腹心の部下でもそのまま見過ごすわけにはいかなかった。
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　フィハトリは宣言通り本当に兵士たちを率いて退いた。

　ユセンはそんな彼に感心した。

「へぇ、貴族にもあんなやつがいるんですね」

　そう感じたのはギブンも同じようだ。

「まあ、それはそうと俺たちにはやるべきことがある。領地の警護は警備兵に任せて山へ行ってみよう」

　ユセンは領主城の執務室で地図を広げた。

「閣下のお話だとこの辺りだ。ここを重点的に探ってみる必要がある。ひとまず、ここの地理に詳しい領民の話を聞いてみよう」

　エルヒンはゲームに出てきたおおよその位置しか知らなかった。

　もちろん、それでも知っているのと知らないのでは大違い。

　幸いにもある程度範囲を狭めることはできたからそれをユセンに伝えておいた。

「村むら長おさたちを集めろ。村長とはいっても村の数が少ないから人数はそういないだろう」

「了解です」

　ユセンの命令にギブンが動いた。

　すでにフィハトリが領民の安寧をはかってくれたおかげで何の邪魔も入ることなく事は進んだ。

　しばらくして３人の年老いた村長がユセンを訪れた。

「この山で鉄を見かけたことはありますか？」

　どうせ孤立した領地とその領民だ。話が漏れるとは考えにくい。

　仮に話が漏れたとしてもそれはエルヒンが独立を宣言した後になるだろう。

　今はまだルナンの兵士に話すことはできないが領民には協力を得るしかなかった。

　それがエルヒンの指示。

「鉄ですか？　どうでしょう。そんな話は初めて聞きました。ただ、その地域は……」

「ここに何か？」

　妙な顔つきに何かあると判断したユセンは訊き返した。すると、村長は首を横に振って答えた。

「山の民がおりますから行ったことはありません」

「山の民ですか？」

「はい。昔からそこは山の民の領域です。彼らには近づかないよう代々伝えられているので、我われはその地域へ行ったことがないのですよ」

　その話を聞いてユセンが突然立ち上がった。直感的にピンときたのだ。

　その山の民の領域はエルヒンの話にあった地域と一致したからなおさら。

　ユセンは山の民がいるという山への道順を村長に詳しく聞いてギブンと共に出発した。

「いや何ですか、山の民って」

「土着的な部族だろ。彼らが何かを守っているらしいから、そこに何かあるはずだ。急ごう」

「隊長はそんな頭の切れる人じゃなかったような……。今、閣下のまねを……？」

「黙ってついてこい」

　また無駄口を叩いて一発殴られるギブン。

　必死に山を登った彼らはついに村長の言っていた地域に踏み入った。

　すると、下半身を隠して顔を緑に塗った３人の男が木の上から降りてきて道を塞ふさいだ。

「カラガテル！」

「何て言ってるんだ？」

　理解不能な言葉。

　確実なのは好意的な雰囲気ではないということ。

「隊長。雰囲気からしてすぐに消えろと言ってるのでは？」

「そうかもしれないな。まあ、好意的なわけではないだろう」

　それと同時に山の民が攻撃してきた。ユセンも仕方なく剣を抜く。

「ギブン、絶対に殺すな。むやみに殺したら事がこじれかねない」

　ユセンが慎重に命令を下すとすぐに戦闘が始まった。

　ユセンくらいになるとかなりの武力を誇る武将。

　当然、３人の山の民はあっという間に片付いた。

「君たちは誰だ！　勝手に我らの領域を侵おかして攻撃を仕掛けてくるとは！」

　その時、木の上からもうひとり降りてきた。今度の男は幸いにも大陸の公用語を話した。

「誤解だ！　そっちが先に攻撃してくるから仕方がなかった！」

「先に侵入してきたのはそっちだ！」

　結局、再び戦闘が繰り広げられた。

　今度攻撃してきた男は先の男たちとは体格そのものが違った。

　それだけか見るからに武力も違う。

　ユセンはしばらく男と剣を交えた。

　ギブンが助けに入ろうとするとすかさず叫ぶユセン。

「入ってくるな！　そこで見てろ！」

　そう言った後もしばらく戦闘は続いた。

　長い戦いの末、勝者はユセンだったがだいぶ疲れ切っていた。

「君たちに危害を加えるつもりはない。訊きたいことがあってここへ来ただけだ！」

　ユセンが呼吸を整えながら倒した男の前でそう言い放つとギブンは歓かん呼この声を上げた。

「隊長、その黒鎧を着てから何だかさらに威厳が増して見えます！」

「そうか。フフッ。これは下か賜しされたものだからって、いやいや。そんなことはどうでもいい。見たか、ギブン！」

「何をです？」

「あの男が着ている鉄鎧のようなものだ。鉄をあんなに薄く作るとはとんでもない技術だ」

「え？　あれが鉄ですか？」

　ギブンが驚いたように声を上げた。

　すると、倒れていた男が急に起き上がって逃げ出した。

「隊長、後を追いましょう！」

　ギブンがそう言うとユセンは首を横に振った。

「あれはどう見ても罠だ。ついて行ったところを包囲攻撃ってとこか。基本的な戦略だろ。後を追うのは危険だ」

「ですが……」

「迂う回かいするぞ、あっちだ」

　ふたりは迂回して山の民が姿を消した方へ向かった。

　おかげで何時間も山中を彷徨った。

　そうして彼らが辿り着いたのは何だか不思議な場所。

「ここは……何でしょうか？」

　彼らの前には巨大な石壁があった。さらに、その石壁にはマナの陣が描かれていた。

「こんなものが一体なぜ山の中に？」

　ユセンが驚いた表情でマナの陣に近づこうとすると、

「バルカルカ！」

　向こう側にまた山の民が出現した。今度はかなり大規模な集団だった。

「だめだ。あいつらを殺すわけにはいかないし、ひとまず退却しよう！」

　幸いにも迂回したことで包囲されることもなく来た道を辿って逃げ切ることができた。

　ある程度離れると山の民は自分たちの領域から出られないのか追撃を止めてしまった。

　それを確認したふたりは座り込んで息を整えた。

「ギブン」

「はい、隊長」

「疲れたか？」

「当然ですよ」

「それでも動いてもらうぞ。すぐにエイントリアンに帰るんだ」

「そんな、今すぐに？」

「俺たちが見たありのままを閣下に伝えるんだ。ここで俺に決められることは何もない。あいつらが守っているものも何だか妙な感じだ。マナの陣とはな。もう俺が判断できる範はん疇ちゆうを超えている。だから、お前が直接行って閣下に知らせるんだ。こんな重要な仕事を他の誰にも任せられないだろ？」

「それはそうですが……。その間、隊長はどうするおつもりで？」

「もっと情報を集めておかないと。だから、お前は閣下の指示を仰あおぐんだ。いいな？」

「わかりました」

　ユセンの命令にギブンはうなずいた。
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　王都の貴族は序列によって邸てい宅たくの規模が違った。

　王城の前にある豪邸は公爵のもの。

　権力を持つほど王城に近い場所に邸宅が位置していた。

　一方、力のない貴族は王都の郊外に邸宅がある。

　俺が訪れた場所もそんな郊外にある貴族の邸宅。

　公式な訪問ではない。

　だから、ユラシアの助けを得た。

　彼女はマナを使って壁伝いに移動する特技を持っていたから。

　その力を利用して邸宅の執務室に忍び込んだ。

「ここで何をするつもりですか？」

「けりをつけないと」

　ユラシアはやれやれと首を振ると窓から姿を消した。

　このところルナンの汚い部分を見すぎて何もかもうんざりした表情だった。

　ジントはおとなしく俺の背後に立っている。

　頼もしい護衛だ。

　それからしばらく待っていると執務室に人が入ってきた。

　同時に部屋の明かりがつく。

　伯爵の執務室に入ることができるのは掃除担当のメイドと伯爵本人だけ。

　そして、掃除は昼間するのが普通。

　夜ここへ入ってくるのは当然ながら伯爵本人だけだった。

「誰だ！」

　ヘイナはそう叫ぶなりすぐにジントの攻撃を受けた。

　ジントは彼女を跪ひざまずかせると一瞬で口に猿さる轡ぐつわをかませた。

　ジントのスピードは強まる武力と比例してますます進化していた。

　このくらいならブリジトで俺たちを苦しめた快かい剣けんのスピードに追いつく日もそう遠くないだろう。

「お久しぶりです、閣下」

　声をかけた俺に気づくと、ヘイナはキッときつく睨みつけてくる。

　実はこれでもだいぶ大目に見てあげている。

　俺を殺そうとした相手だ、普通ならこの程度ではすまない。

「困りますよ。暗殺者を雇ってまで俺を殺そうとするなんて」

　騒ぎ立てるわけにはいかないため彼女の耳元でささやいた。彼女は憤怒の形ぎよう相そうで俺を睨みつける。

　俺にはこの状況でなぜこの女が激怒しているのかはわからないが。

「なぜそんなことをした！　なんて戯たわ言ごとを言いに来たのではありません、閣下」

　そう。そんな言わずと知れた事を確認しようとここまで来たわけではない。

　もちろん、彼女は口を塞がれているため俺の質問に答えることはできなかった。

「あなたは俺の活躍ぶりを誰よりも詳しく調べて回った。ロゼルンでの戦闘とブリジトの滅亡。それらをすべて調べ上げたのでしょう。俺が暗殺組織なんかにやられるような人間ではないことくらい知っていたはずですから。帳簿を見たらとんでもない額の成功報酬を約束されていたようで。もちろん、これも出すつもりはまったくなかったのでしょうが」

　俺の話にヘイナは驚いた表情で身を捩よじった。

「それでも軍の参謀を務めたほどの知力だけあるというか。そこは褒め称えたい」

　ヘイナは何か言おうと頑張っていたが、見え透いた戯言を聞くつもりはないため猿轡を外すつもりはなかった。

「閣下は帳簿の最上段にローネンの名前が書かれていることも知っていた。閣下の本当の狙いは俺とローネンの反目。そうだろ？　俺がこうして閣下を殺しに来るってことまでは予想できなかったか？」

　殺気を放つとヘイナは呻うめいた。

「ローネンは俺のことを気に入っているのではなく利用しているだけ。そんな事実を知ったらますます軍の参謀に復帰したくなったはずだ。またローネンに気に入られて参謀の座に復帰し家門を再興する。その気持ちが強いのはわかるがちゃんと頭を使わないと。戦う相手を間違えたな。ローネンよりも俺に気に入られた方がいいと思うが？」

　俺はそこまで言ってから口の猿轡を外してやった。もう大声を出しても構わない。

言いたいことは全部言ったから。

「公爵殿下との関係に亀き裂れつが入ったのは事実じゃない！　エルヒート閣下は国境に追放され、公爵殿下はあの帳簿を渡したのがあんたであることを突き止めた。真っ向から反旗を翻ひるがえした人間を放っておくわけがないわ！」

「そうか」

　まあその気になれば突き止めるのは簡単なことだ。

　やはりエルヒートは俺が帳簿を渡したことは話していないようだが。

「殺すなら殺せばいい！　あんたも終わりよ、復讐はできたわ！」

「終わりだと？　何か勘違いしてるようだが、俺はローネンにどう思われようとそんなことはもうどうでもいい。それに、閣下がどうなろうともまったく興味ない」
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「何よ！」

「むしろ感謝してる。おかげでローネンとエルヒートの仲がこじれた。それが俺の狙いだったんだ」

「何なのよ！　ローネン公爵に睨まれてルナンで生きていけるとでも？　父もローネン公爵に見放されて悲ひ惨さんな死を遂げたわ、私の父も！」

　父親の復讐。家門の再興。

　それをなし遂げようとする気持ちを理解できないわけではないが彼女は完全に手段を間違えている。

「広い目で見ろ。大陸を見ろと言ってるんだ。この腐ったルナンがこの先どのくらいもつかな。俺はローネンなど眼中にもない。この広い世界を掌しよう握あくするつもりだ。ブリジトを滅亡させたのもその一環にすぎない。俺は決してルナンに忠誠を誓ったわけではない。だから、閣下も新しい道に進んだ方がいいのでは？　一つ教えるなら、間もなくナルヤが再侵略を始める。そして、ルナンはそれを阻止できない。俺にその気はないから。家門を再興する方法、復讐する方法は他にもたくさんある。ローネンに気に入られる必要はないんじゃないか？」

「あんた、一体何を言っているのよ！」

「少しでも頭を使って考えてみろってこと。ローネンに捨てられて悲惨な死を遂げた父親。それならいっそローネンを殺して復讐したらどうだ？　やがてそんなチャンスも巡ってくるだろう」

　俺への怒りを抑えられず再び俺を狙えばその時は必ず殺す。

　しかし、彼女にはまだ使い道があった。

　今はまだどのようにかはわからないが、使い道があるのは確かだった。

「復讐は俺じゃなくて直接的な原因であるローネンに向けてしたらどうだ？」

　そう、これがまさに火種だった。

　彼女がローネンを狙うこととなる火種。

　とにかく言いたいことは全部言ったためジントに合図し彼女は自由の身となった。

　だが、彼女は動かなかった。呆然と俺を見つめるだけ。

　悩んでいる様子の彼女を放置して俺たちは邸宅を抜け出した。

　そして、すぐに合流したユラシアがいきなり問い質す。

「ところであなた、一体どういうつもりですか？　ナルヤの再侵略がそう遠くないのなら……。結局、ルナンの国民は……」

　話はすべて聞かれていた模様。

「愚かな王と貪欲な公爵。彼らがどうなろうと知ったことではないが、国民まで戦争で死なせるつもりはない」

「……」

　俺の答えにユラシアは何も言わなかった。

　いや、むしろ俺が視線を向けると顔を背けてしまった。
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「なーに、逃げようとしてんだ」

　ゲンセマは逃げ出そうとしてジントに捕まった。

「助けてくれ！　助けてくれるんだろ？　全部言う通りにしたはずだ！　頼む、助けてくれ！」

　悪いが、助けてやるとは言ってない。助けてやることもできると言ったのだ。

「世の中は因果応報だろ？　悪い行いをすればそれだけの報いがある」

　俺はそう言ってジントにゲンセマを引き渡した。

「好きにしろ」

「本当か？」

「もちろん」

　俺がうなずくとジントは唇を嚙みしめてゲンセマの髪をつかんだ。

　そして、そのまま引きずった状態で丘をのぼった。

「っ、助けてくれ！　頼む……！　わかった、全部くれてやる。金塊が必要なら言え。山ほどある！」

　ただならぬ殺気を感じたのかゲンセマはさらに泣なき縋すがる。

　だが、ジントは何も答えなかった。じっとゲンセマを見つめると剣を振りかざした。

　その瞬間、ゲンセマの首は空へ跳ね飛んだ。

「助け……ぐあっっ……」

　胴体から切り離された首はまだ口が動いていた。

　意識を失うまでの数秒。切断されたまま騒いだのだ。

　その数秒。

　彼は宙に浮く首で自分の胴体を見たのだろう。首がちぎれた胴体を見下ろすかの如ごとく。

　数秒の絶望。

　多くの人々を不幸のどん底に陥れたクズの最さい期ごにしては物足りないかもしれないが、それなりの最期ではないだろうか。

　ジントはそのようにゲンセマを始末して俺のもとに歩いてきた。

　すると、突然跪く。

「あんたにはどう恩返ししたらいいか……。一体どうすれば……」

　その質問は実に愚かだった。

　何だその質問は。

「そんなに恩返しがしたいか？」

「当然だ！　助けてもらってばかりで俺は何もできていないじゃないか！」

「それならもっと強くなれ。それが恩返しだ。強くなってもっと役に立てば、それでいいだろ」

　そう。早くＳ級になってくれ。

　忠義を尽くすＳ級の部下。俺にはそれだけの力が必要だ。

　彼が強くなるほど死亡リスクは下がるからミリネにとってもいいこと。

「強くなればいいのか？　そうすれば……もっとあんたの役に立てるのか？」

「そういうことだ」

「それなら強くなる」

　ジントらしく多くは語らなかった。

　意気込む様子から一応は理解したようだが。

　実は今それよりも重要なことが他にある。

　それはゲンセマが死んでもドロイ商会はまだ壊滅していないということ。

　ルナンの要塞を破壊してその主を殺したことはボスが死んだことにしかならない。

　ルナン各地の支部、そしてナルヤ各地の支部はまだ無傷だった。

　ドロイ商会は現代の麻薬密売組織のような犯罪組織とその構造が似ている。

　秘密がきびしく保たれているためその正確な実態を把握するのは簡単ではない。

　麻薬密売総責任者をはじめ、仕入れ係、小分け係、保管係、運搬係、密売現場責任者、売り子、見張り係、会計係などの職種があり、各自役割を分担している。

　幹部クラスの者は表に姿を現さないのが普通だ。

　これらの分担は縦のつながりはあっても横のつながりはないため、それぞれの担当者は直属の上位メンバーしか知らない。

　同じ業務をしていても顔だけ知っていて名前は知らないということがほとんど。

　つまり、実際の販売業務を行う現場責任者を捕まえても組織の上層を探知するのは困難だから一いち網もう打だ尽じんは難しい。

　要塞の捕ほ虜りよを尋問して情報を得た結果、ドロイ商会のゲンセマもルナンの要塞と本部だけを管理し、他の支部には顔を見せずに命令を出すだけというやり方で秘密裏に運営していたようだ。

　つまり。

　結論は、ドロン商会は今もなお健在でそれを俺のものにすることもできるということ。
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　ユラシアはフリルを連れて先に要塞へ向かった。

　ゲンセマを始末して俺とジントも後から要塞に合流した。

　俺は要塞に着くなり生かしておいた捕虜から再び情報を聞き出した。

「だから、定期的に報告をすることになっていて、それぞれの支部から人が来るということだな？　そして、また命令を持ち帰ると？」

「そ、そうです！」

　力強く叫ぶ。

「君の情報は正確だった。おかげでゲンセマとルトリーを殺すことができた。そんなふうに正確な情報だけを提供してくれることで生かしておく価値が生まれる。どういう意味かわかるな？」

「はい、もちろんです！　絶対に……絶対に噓はつきません！」

　捕虜は恐怖に震えながらそう叫んだ。

　こんなやつらに慈悲は必要ない。

　だが、得るものがあれば話は別だ。

「ゲンセマは支部の連中に姿を見せたことはあったか？」

「いいえ。疑い深いやつですから。特にナルヤ王国はルナンよりも厳しいところなのでそっちの支部の人間には顔を明かしていません。支部同士が互いを知らずにいることで、どこかの支部が討伐されても他は生き残れるわけですから」

「俺に必要なのは、まさにそのナルヤ王国の支部だ」

　正確に言えばナルヤ王国の支部がもたらす生の情報が必要だ。

　貴族を相手にする犯罪組織だからこそ重要情報を入手するのも簡単で斥候を放ったとき以上の情報が得られた。

　戦争において情報は金より大事だ。情報こそが勝利に導く。

　その情報のためなら喜んでドロイ商会の主になるつもりだった。

　もちろん、人身売買や拉致といった行為を容認する気はない。

　情報を得ると同時にドロイ商会の各支部も一網打尽にするつもりだった。

　どうせ一網打尽にするなら主のふりをして情報を得るのもありだろ？　一石二鳥だ。

　今この時期のナルヤの情報なら何よりも大事だ。

　エイントリアンの地下にある金よりも。いや、ベルタクインの鉄よりもだ。

「次に支部の使いが集まるのは半月後だったな？」

「は、はい！」

「ではすぐに準備しろ。各支部の仲介役に俺が直接会う」

　俺は生かしておいた捕虜にそう宣言した。
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「フリル！」

「お姉ちゃん！」

　フリルはリリアンに抱きついた。

　フリルの方は何も知らずに行ったり来たりしただけだがリリアンは違う。

　少女はフリルを抱きしめて涙を流した。

　妹を助けてくれと泣きついてきた少女。

　その願いを叶えてあげるのは当然のことだった。

　まっすぐな想いはそばで見て聞いてる人たちに伝わるもので、そういったものが集まって民心が形成される。

　事実、民心という数値はゲームにおいて最も配慮すべき要素だ。

　いくら俺がレベルを上げて力を付けたとしても、民の支持がなければ国は成り立たず、世界制覇など不可能。

　全てはゲームの真の勝者となるために。

「心配するな。私の領地に村を作るからみんなとそこで暮らせばいい。もう君たちを苦しめるやつはいない」

　俺がそう言うと、

「フリル、ちょっと待ってて」

「お姉ちゃん？」

　突然号泣する姉の姿を不思議そうに見つめるフリルを置いて、リリアンは俺のもとへ歩いて来ると平伏した。

「領主様！」

「え？」

「私……何でもします！　どんなことでも！　だから、おそばに仕えることをお許しください！」

　そして、とんでもないことを言い出した。

「そばに仕えるだと？　その必要はない。村へ行って自由に暮らすんだ」

　唐突な頼みに現実的な答えを返すと彼女は平伏したまま急に俺の足をつかんできた。

「私と妹は村のみんなに売られました！　帰っても自由などない……それよりも妹の命を救っていただいた領主様のために生きたいのです！　恩返しをさせてください。だから、どうかお許しください！」

「いや、そう言われてもな……」

　さすがに振り払うわけにもいかず、どうしたものかと困惑する。

　ある意味、ゲンセマのような悪党を相手にした方がましだ。

　急に冷や汗が流れ出た。

　引きずられても離れる気はなさそうだった。

　小さな両手は俺の足をぐっとつかんだ。

　そうするほど人の目は多くなるだろう。

　これは逆に誤解を招き、その誤解が民心を下げるような状況だった。

　だから、この状況をうまく解決しなければならなかった。

　こんな姿勢で泣かれたりしたら取り返しがつかなくなる。

　そばに仕えるという意味では似たようなものはある。

　俺は頭脳を駆使してリリアンに提案した。

「それなら、領主城でメイドの仕事をしてみるか？　覚えることはたくさんあるが、領主城で働くことは俺に仕えるってことにもなるからな」

「やります！　やらせてください！　私が領主城を大陸で一番きれいな城にします！」

　変な抱負を語って喜ぶリリアン。

　本人が望むならそうさせればいい。あとは侍従長に任せるだけだから。

「わかった、わかった。帰って手続きするから、もうその辺にして立つんだ」

「私、頑張ります！　本当に一生懸命やります！」

　リリアンは両手を合わせて熱意を示した。

　よりによってそれを見ていたのか、突然ユラシアが現れてやれやれと首を振った。

　そして一言。

「変態」

　いや、ちょっと待て。

　今の俺のどこが変態なんだ！

「おい、ユラシア！」

　去りゆく背中に向かって必死に叫んだが彼女に足を止める気はなさそうだった。
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　兵たちにドロイ商会の偽ぎ装そうを命令した俺は一旦領地へと戻った。

　非公式に軍を動かしたのがばれないよう、あまり領地を離れるわけにはいかなかったからだ。

　そこにちょうどギブンもベルタクインから帰還した。

　そしてギブンの報告を受けて、今度はベルタクインへ赴おもむくことになった。

　多少の疲れはあったしドロイ商会の件もまだ残っているためあまりルナンを離れたくはなかったが、ギブンの報告は決して無視できるものではなかった。

　マナの陣が見つかったというのだ。

　ゲームでもこの鉱山地帯はなぜかプレイヤーが占領するまで機能しなかった。

　もしかしたらマナの陣にその秘密があるのかもしれない。

「ギブン、本当に大丈夫か？　休んでいてもいいぞ」

「そうはいきません。山の民がいる場所まで案内する者が必要ですから。隊長と行いき違ちがいにならないためにも！」

「まあ、それはそうだな。では、もう少し頑がん張ばってもらおう」

「このくらい平気です」

　ギブンとユラシアを連れて馬を走らせていた。

　ジントには他の仕事を任せたので今回は別行動。

「あそこが領主城です！」

　俺が直接ベルタクインを訪れるのはこれが初めてだった。

　予想に違わず、開かい拓たくもまともにされていない辺境の領地だった。

　ベルタクインに到着するなり領主城へ入った。ユセンがいるかもしれなかったから。

　だが、そこにユセンの姿はなかった。

「調査してみると言っていましたが、まだ戻っていないようですね……」

　ギブンが心配そうな表情で頭を搔きながら言った。

　それなら領主城で他にやることはない。

「俺たちも山へ向かおう」

「はい！」

　ギブンの案内で山の民がいるという地域へ移動した。

「こっちだったような……」

　しかし、ギブンは途中まで来ると道に迷い始めた。

「それが……。あの時すごく緊迫した状況だったので！」

　ここも森。あそこも森。辺り一面が緑のため見分けがつかないのも無理はない。

「とりあえず前進しましょう。そのうち顔を緑色に塗ったあの変なやつらが現れるはずです！」

　ギブンがそういった、まさにその時。

　木の上から何かが落下してきた。

　なんと落ちてきたのは人だった。

「出たぁぁあ！　まさにあんなやつです！　ヒィイイッ！」

　それを見たギブンは後ずさりして転倒し、ユラシアはすぐに剣を抜いた。

　ただ、よく見ると顔に見覚えがあった。

「何だ、ユセンか！」

「閣下、いらっしゃいましたか！」

　すると、驚愕のあまり転倒したギブンが怒って立ち上がる。

「隊長！　何ですかそれは！　一体なぜやつらの格好を！　俺のいない間に山の民にでもなったんですか？」

「うるさい。俺に気づきもせず幽霊でも見たかのように驚くお前の方こそ問題だろ」

　ユセンはギブンの尻を蹴り上げると俺に向かって言った。

「やつらはこのように顔を緑に塗っています。私ひとり普段のままでは目立ってしまいますゆえ、緑塗りをしております」

「まあ確かに、隊長は顔だけ見るとやつらと見分けがつか……」

　もう一言付け加えたギブンはユセンのお仕置きを受けて地面を転がった。

　とにかく仲の良いふたりだ。

「それで、何かわかったか？」

「やつらの領域を調べ上げました。これが地図です！」

　ユセンが俺に手書きの地図を手渡した。

「とりあえず、マナの陣があるという場所まで見つからずに行く方法はあるか？」

「やつらは領域外には出てきません。絶対的タブーのようです。なので、こちらへ迂回すれば近くまでは簡単に行けるのですが……」

「何かあるのか？」

「そこはやつらの聖地のような場所なので踏み入れば確実に気づかれます。それが問題です」

　衝突は避けられない、か。

　仕方がないが、そのマナの陣のためにここまで来ているのだからやるしかない。

「そのマナの陣を見なければ山の民への対応も決められない。案内してくれ」

「かしこまりました」

　ユセンの案内に従って俺たちは道を大きく迂回した。ギブンと違ってユセンはすっかり道を熟知していた。

「あそこです、閣下！」

　果たしてどうだろうか。

　巨大な崖。そして、その下に描かれたマナの陣。とても見慣れた姿をしていた。

「やっぱり。あの時のあの場所と似ていないか？」

「私もそう思いました。これを見てください！」

　それは先のブリジト戦争の際に俺とユラシアが落ちた地下空間にあったものだ。

　あの時のことを思い出して、ユラシアが手を差し出した。彼女の指輪からは青い光が放たれる。

　これもあの時とまったく同じだった。

　つまり、このマナの陣は古代王国が作った装置ということ。

　この地域にもし鉄があるとすれば、それは鉄鉱山ではなくまさか古代王国で使っていた鉄鉱？

　古代王国の滅亡により消失したものか？

「ウカカカカカウカ！」

　そんなことを考えているといつの間にか緑顔の連中に囲まれていた。

　一目で彼らが山の民だとわかった。ユセンと似たような装よそおいをしていたからだ。

　数百人もの山の民が崖の上や背後から現れて俺たちを包囲した。敵てき愾がい心しんをあらわにした顔で。

「君たちの族長は誰だ！　俺はここベルタクインの新しい領主エルヒンと申す！」

　すると、そのうちのひとりが口を開いた。群れの中で一番肩幅の広い男だった。

「お前たちが誰であろうと我われには関係ない。今すぐ出ていけ。さもないと命はないぞ」

　領主という地位にもまったく関心がないようだった。

　まあ、見るからにそんな感じはする。

　全員背丈が低く、その割に肩幅の広い体型でがたいがよく見える。

「あの者が族長かと。結構強かったです。辛うじて勝てたくらいですから」

「そうか」




［ベルタルマン］
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　ユセンの話を聞いてすぐに能力値を確認した。Ａ級とはいかないが、確かに魅力的な能力値だった。

「出て行かないなら死んでもらう！　やれ！」

　警告を無視した結果、山の民は俺たちに攻撃を始めた。

　迎撃はできるがそれでは死人が出かねない。

　であれば強行突破だ。

「ユラシア、マナの陣を解除して中へ入った方が早そうだ。俺たちが援護するから扉を開けてくれ！」

「わかりました」

　ユラシアはうなずくとマナの陣へ駆けだした。そして、俺たちはそんなユラシアを護るように体勢を整える。

「ユラシアが扉を開けるまで俺たちはあいつらを阻止する！」

「任せてください！」

　そうして押し寄せてくる山の民と接触する直前。

　ほんの一瞬。

　マナの陣がユラシアの指輪から放たれる光と同じ青色に光ると地面が揺れ始めた。

　まるで地震のように。

「ウカカカカカ？」

　山の民はその揺れに驚愕して攻撃を止めた。

　同時にマナの陣が描かれた壁が左右に両断され開いて揺れが収まった。

　今もなお、ユラシアの指輪とマナの陣は共鳴しながら強力な青い光を放っている。

そうして中へ入っていく彼女。

　俺も彼女の後を追った。

　山の民たちは何が起こったのかわからない様子で呆ぼう然ぜんとしている。

「これを見てください。どうしてこれがここにあるのでしょう？」

　彼女が指さした扉の前。そこには土色の剣が突き刺さっていた。

　ユラシアが首をかしげながらその剣を抜いた。

　ロゼルンにあった剣と同じ土色の剣を。




［無名の剣］

［武力＋２］




　アイテムの効果もまったく同じだった。

　まさか古代王国の宝物はすべて同じものなのか？

　いや、何か秘密が隠されているとしても、さすがに土色の剣が１２個もあるわけないよな？

「閣下！　あいつらを、あいつらを見てください！」

　ギブンのその叫びに俺は振り向いて山の民のほうを見た。

「ウカカカカカ！」

　俺たちを攻撃していた山の民はいつの間にか全員平伏していた。

　そして、族長らしき男が平伏したままユラシアに向けて口を開いた。

「主しゆよぉおお！」

　まるで神を崇あがめるかの如ごとく。

　すると、ユラシアはきょとんとした顔で自分を指さした。

　主？　私が？　という顔で。

　そんな彼女に代わって俺が訊くと、

「主って、一体どういうことだ」

　族長はユラシアに向かって大きな声で答えた。

「先祖のお言葉です。青い光で聖地の扉を開ける者。それがまさに我らを解放し我らを率いる主である。青い光で我らを導く主を待ちわびながらここを守ってきたのです！」

　それを聞いたユラシアは困った顔で俺を見た。

　ポーカーフェイスが崩れた彼女の顔はむしろ女神のようで彼女の前に平伏する山の民は信奉者のように見えた。

　山の民によってユラシアの美しさが引き立つ。

「これは今何をしてるんでしょうか？」

「君が信仰されているようだ」

「え？」

　ユラシアはそっと俺の後ろに隠れた。

　それから俺の服の裾すそを摑つかむ。

　いつも戦闘が起こると俺より前に出て戦う彼女が後ろに隠れるなんて珍しい。

　それどころか裾を摑むなんて。

　彼女の新鮮な姿をもう少し見ていたかったが、ひとまずは山の民に向き直る。

　聞きたいことが山ほどある。

「マナの陣で封印された扉を開ける者が現れるのを待っていたということか？」

「そなたは誰だ！　主でなければ話すことはない！」

　山の民の族長ベルタルマンの答えに、俺の後ろにいたユラシアが怒った顔で叫んだ。

「主だか何だか知りませんが、彼と私は一心同体です！」

「何だと？　そうか、では、そなたは主の伴はん侶りよということだな？」

　すると、ベルタルマンはとんでもない推測を始めた。

「そ、それはちがっ……んんんっ？」

　ユラシアはすぐに否定しようとしたが俺は彼女の口を手で塞ふさいだ。

「彼女が伴侶なら俺の話も聞くのか？」

「主と契ちぎりを交わしたのであれば、その方もまた我々は主として忠誠を誓おう」

　そうか。そういうことか。

　俺はそっとユラシアの肩を抱いて自分の方に引き寄せた。

「そうか。君たちの主は俺の妻だ！」

　そのように堂々と主張したが当然ユラシアは反発した。

「って、誰があなたの妻ですか！」

「今はそういうことにしてくれ。とにかく今は山の民を味方につけるんだ」

　両手を合わせて言うとユラシアは軽く唇を尖らせた。

「タイプでもないくせに、まったく！」

　そして小声でぼやくと山の民を見渡しながら声を張り上げた。

「そうです。彼は私の伴侶です」

「えっ？」

　あまりに平然と認めてくれたことに驚いて訊き返してしまった。

「こういうことでは？」

「いや、まあそうだけど……」

「あなたの役に立てるなら構いません。それに……」

「それに？」

　言葉に詰まったユラシアは目を細めると首を左右に振った。

「あなたが変態でも私は受け入れられるかも……？」

　そう言うと背を向けて中へ入って行くではないか。
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　いや、ちょっと待てよ、まだ変態だと思ってるのか？

「って、おい、ユラシア！　だからそれは誤解だって！」

　ユラシアは聞こえないふりをして中を見回すように消えて行った。

　残された俺は彼女の背中を見つめていたが再び山の民に視線を戻した。

　追いかけようと思ったが今はこっちが先だ。

「とにかく聞いたか？　俺の質問は彼女の質問も同然ということだ。だから答えてくれ。お前たちはこのマナの陣の封印を解く者を待っていたのか？」

　俺たちを眺めていたベルタルマンは何か納得したような顔で口を開いた。

「夫婦喧嘩は負けてやった方が勝ちだ。主よ！」

　一体何に納得したんだ。なぜ俺を情けなさそうな目で見るんだよ。

　俺は黙れという顔で改めて訊いた。

「いいから質問に答えてくれないか？」

「愚かな主よ。答えよう。そう、我らは長年待ちわびてきた」

「何か事情があるのか？」

「我ら山の民はおよそ千年前にブリジトの手によって滅亡しかけた。だがその時に我々を救ってくれた恩人がいた。我らの先祖はその恩人の言葉に従い、この地でマナの陣を守り続けてきた。彼いわく、青い光と共に現れる者が我らの主であり、その主が山の民の名を大陸に広めてくれるとのことだ」

「ちょっと待ってくれ。恩人とはいえ、この千年もの年月を待ち続けてきただと？」

「我らはブリジトのやつらとは違う。一度受けた恩義は何千年経とうと忘れることはない！　彼は多くのことを予言したと伝えられていて先祖は彼に従うことにした。だから、我らも従う！」

　へぇ。かっこいいこと言うじゃないか。

　高い忠誠心も噓ではない。

　この山の民を部下にしたいという気持ちが強くなった。

　何より山中であれほどの隠密性と機動力を持っていることが大きい。

　彼らが部下となり忠誠まで尽くされたらもの凄くラッキーじゃないか。

　さらに重要なのは、彼らの話の中に古代王国の宝物に関するヒントがあるということ。

　かつて山の民を救った恩人というのは、ユラシアがはめている指輪の本来の主のようだった。

　ブリジトが保管していた古代王国の宝物を持ち出してここに保管し山の民に守らせたというわけだ。

　そうなると、その恩人は古代王国と関連のある人物なのか？

　つまり、エイントリアンの先祖？

　ここを去ったその恩人はロゼルンへ行き指輪を渡したのではないかという仮説が立つ。

　なぜそんな行動をとったのかはわからないが。

　それでもヒントがあるのとないのでは天と地の差。

「うーん……」

　まあ、こうして秘密を追い続けていればパズルが合わさるかのようにいつか何かが現れるだろう。

「閣下！　王女殿下と結婚されてたんですかっ!?」

　考え込んでいると急にギブンが近づいて来て驚いたように聞いた。

「何？」

　この世で最も突飛な発言を聞いた人の顔でギブンを見てやると、ユセンはため息をつき首を横に振って彼を引っ張って行った。

　ギブンはユラシアに一言も声をかけることができなかった。ここへ来るまでの間ずっと。

　美しさに圧倒されたのか、彼女の身分に圧倒されたのか、まあ両方かもしれないが。

　とにかく、俺はまた山の民に向かって言った。

「つまり、山の民に名誉をもたらしてくれる主を探していたということだな？　その予言は正確のようだ。君たちを追い出したというそのブリジトを滅亡させたのも俺だ。俺とユラシアの部下になれば山の民の名が世界に知れ渡ると断言しよう！」

「ブリジトは滅亡したのか？　主よ、それは本当か？」

　ベルタルマンが啞然とした表情で聞き返した。

　山から出れないため情報がないのは当然のこと。

「ここベルタクインの領主が変わったのもブリジトが滅亡したからだ」

「本当に主がブリジトを滅ぼしたと？」

「君たちの待ちわびた主がこうして現れた。その主の話も信じないなら一体なぜこの長い年月を待ち続けたんだ」

「信じよう！　そなたらは我らの救世主だ！」

　ベルタルマンは後ろを向くと部族たちに彼らの言語で伝えた。

「ウオオオオ！」

　すぐに山の民たちは大きな歓声を上げた。そして、俺に向かって何度も頭を下げるではないか。

「まだそんなことしてるんですか？」

　いつ戻って来たのかユラシアが訊いた。

彼女が突然現れるのはいつものことだから今ではもう驚きもしない。

「どこまで行ってきたんだ？」

「ここすごく奥が深いです。どうやら鉄鉱石があるようですが、入口にはあれもありました」

「あれって？」

「前に私たちのマナを増やしてくれたあのマナの陣です」

「そんな！」

　やはり古代王国と関連のあるマナの陣にはあの機能があるということだ。

　かなりの朗報だった。今回はふたりの能力値を上げられる。

「ユラシア、もしかしてその指輪の由来について知ってるか？　誰からもらったとか」

「いいえ。父上がそれについて話したことはありません。というより、父上も知らないようでした」

　とにかく簡単にはいかない。古代王国のこうした施設や宝物には一体どんな意味があるのだろうか。

「まあいい。君たちが守るべきマナの陣は封印が解けた。これからは俺と、我が妻のユラシアに従うように！」

「ウオオオオオオ！」

　歓喜の叫びが山にこだました。

　彼らがなぜブリジトから追い出され、なぜエイントリアンの先祖が彼らを救ったのかはわからない。

　だが、とにかく今重要なのは山の民という強力な駒を手に入れたことだ。

　山はどこにでもあるのだが、この世界の技術力では大規模な山の開拓などはどこでも行われていない。

　つまり山は今だ人間の領域ではない。

　その山で凄まじい機動力を持つ山の民の力を得れば大いに役立つのは事実だ。

　さらにこの奥には予想通り大量の鉄鉱石が眠っているらしい。

　この鉄で真っ先に精鋭の鉄てつ騎き隊たいを育成するつもりだった。

　攻撃力と防御力で武装した鉄騎兵を。

　ルナンの滅亡と共に訪れる混沌の時代に欠かせない存在となるからだ。

　そして、俺の頭の中に描かれたこの鉄騎隊を率いる隊長はひとりだけだった。

　武力９６。知力７０。指揮９２。

　武将として卓越した能力を誇る存在。

　まさにエルヒート・デマシンだ。
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　鉄の問題は解決した。

　ギブンとユセンがエイントリアンから技術者を連れて行き、鉄の供給ルートを確保したはず。

　状況としては領地の運営も兵力の養成も順調だった。

　そうなると、これからやるべきことは情報収集だ。

　ナルヤ王国の情報。

　これまで俺が勝てたのはゲームで経験した情報があったから。

　だが、ナルヤの再侵略はゲームになかった歴史。

　何の情報もないままナルヤの強固な兵力に挑むのは危険だ。

　ナルヤの王を筆頭に俺が大だい通とお連れんを装備した状態でも敵わないＳ級の能力者たちだから。

　正確な情報もなくむやみに戦えば本当に命が危ない戦争となる。

　彼を知り己を知れば百戦危あやうからずという言葉がある。中国の有名な戦略家が残した言葉だ。

　知れば勝つことができる。

　もちろん、それは当然のことながらも難しいのだが。

「ナルヤに行ってくる」

「はあ？　突然どうしたんです？」

　考えを口に出すとユラシアが怪け訝げんな顔で訊き返した。

「情報収集のためだ。ドロイ商会を利用して調べることがある」

　ユラシアはじっと俺を見つめる。

「そうですか。では、しっかり準備しましょう」

　すると、当然のように言った。つまり、一緒に行くつもりでいるということ。

「だからその……今回は俺ひとりのほうがよさそうだ。君は目立ちすぎるっていうか……潜入という任務に適してない」

「一体、私のどこが目立つと？」

　ユラシアは口を尖らせた。来るなと言われて拗すねた様子。

「君そのもの。君という存在。そのやわらかい金髪と白い肌。そして息をのむ美しさ。目立ちすぎる」

「……」

　ユラシアはその言葉にぽかんとした顔でしばらく俺を見つめる。

「ななな、なんてこと言うんですか！　恥ずかしすぎます！　そんなっ……！」

　すると、今更顔を赤くして背を向けてしまった。

　いや、反応が遅すぎないか？

「そのくらい目立つということだ。だから、仕方ないがひとりで行ってくる。領地は俺がいなくても回るようにしてあるし。その代わり君に頼みがある」

「頼みですか？」

　ユラシアは恥ずかしそうに手で顔を隠しながら訊いた。

「ロゼルンを動かせるか？　そのために一度ロゼルンへ行ってきてほしい」

　そう。

　ナルヤに潜入して情報を収集するのはいい。

　だが、その情報を利用するためにはロゼルンを動かす必要があった。

「ロゼルンを動かす……とは？」

「うん。これから起こる戦争でロゼルンがルナンではなく俺を選ぶように、手伝ってほしいことがあるんだ」

「それはもちろんあなたを選びますよ。選択肢があなたとルナンなら決めるのは簡単です」

「そうか」

　即答だった。悩む必要もないという確固たる表情を見せる。

「はい。あなたはルナンは沈没する船だといいましたから。いや、それよりも……」

「それよりも？」

「私はむしろロゼルンよりあなたを選んだのです」

「え？　そうだったのか？」

「……馬鹿！　もう知らないっ！」

　ユラシアは本当に怒った顔で出て行ってしまったのだった。
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　ルナンの王都付近。

　ドロイ商会の要よう塞さい。

　要塞を守る兵士たちは奴隷商の兵士ではなくエイントリアンの兵士に変わっている。

　そして、要塞にはナルヤの支部長たちに顔の利く捕虜を生かしておいた状態。

　命令を伝え聞くだけでほとんど要塞に訪れることのない支部長たちが見るには何の変化もない状態だ。

　俺は普段着ている貴族の服からゲンセマの服に着替えた。

「ナルヤの王都カシスから今日来るんだろ？」

「はい。予定では今日のはずです」

　カシスにいるドロイ商会の支部長。つまり、この状況における重要人物ということ。

「ゲンセマが支部長と直接会ったことがないというのも確かだろうな？」

「はい。支部には使いを立ててのみ命令を伝えていました」

　捕虜がたじろぎながらうなずく。

　容よう赦しやなく死んでいった仲間の姿を見たから謀たばかりそうにはなかった。

　ナルヤはルナンのように腐敗した国ではない。むしろ王の絶対的権力を保持するために、不確定要素となりかねない犯罪組織は軒のき並なみ排除される。そのため、ルナンと違ってドロイ商会の支部が掃そう討とうされる危険性が高い。

　だからゲンセマは、もし支部が掃討された場合に自分の顔が手配書のような形で公開されることを嫌って非対面の型をとったのだ。

　犯罪組織だから可能なわけであって一般の組織ならありえないこと。

　これではやはり一気に掃討するのは難しい。

「それなら、今から俺がゲンセマだと思え。いいな？」

「わかりました！」

　そのように釘を刺していると、待っていた人物が到着した。

　マルタンという人物で能力値はそれほどでもなかった。

「カシスの支部長マルタンと申します！　あなたが主様で？　こんなにお若いとは……」

「父から主の地位を受け継いだんだ。主に関して何か聞いていたならそれは父のことだろう」

「なるほど。そうでしたか……。ところで、本部の要塞にお呼びになるとは一体何事ですか？　これでは商会の規律が守られないのでは？」

　訝いぶかしげにこちらを見てくるマルタン。

　犯罪組織の支部長というだけあって用心深いようだ。

「それだけ重要なことなんです！」

　すると、隣にいた捕虜が口添えをした。

「おや、君は？　確かカシスに何度か伝達に来ていたな？」

「覚えていらしたのですね」

　そのおかげか、マルタンはひとまず疑うことをやめたようにうなずいた。

「重要な仕事を頼みたくてね。例外措置として規則を破ったのだ」

　俺はそう言って手を叩いた。すると、兵士たちが俺たちの前に金塊を運んできた。

　箱四つ分の金塊。それも一箱でドロイ商会の５年分の売上に匹敵するほどだ。

　箱を開けると金塊がきらめき、マルタンは目を輝かせながら箱に近づいた。

　彼が組織に身を置いたのは金のため。

　目が輝くのも当然のこと。

「これは……」

「今話した重要な依頼の前金だ」

「前金って……これ全部ですか？」

「そうだ。成功すればこの２倍を約束する」

「２倍だなんて、っ、本当ですか？」

　マルタンは信じられないという顔で俺のほうを向いた。この前金だけでも何もかも辞めて王様のように暮らしていくには十分な金だったから。

「これだけの金を……一体どこから……。いや、一体どれだけ危険な仕事なんでしょうか？」

　金額によって危険度は上がる。それは当たり前のこと。

「ナルヤの貴族に取り入って調べたいことがある。この金はその情報代だ」

「そんな！」

「君は前金を受け取ってカシスへの俺の潜入を手伝ってくれるだけでいい。あとは俺がやる。依頼人は偉大な人物だ。この仕事が成功すれば我らドロイ商会はジェナス国へ進出できる。これで規律に背いてまでやる価値があるというのはわかってもらえたかな。ただ、規則を破ってしまったから君はこの仕事を終えたら他の支部に移動となるだろう。もしくは引退しても構わない。慰労金も含まれてるからな」

「ジェナスへの進出だなんて！」

　それはナルヤとは比べものにならない大きな市場への進出を意味していた。

　閉鎖的なナルヤとは対照的に、ジェナス国は他国との交易によって存在感を増している国だったからだ。

　当然商売に関する監視の目は他の国以上に厳しい。

　だからドロイ商会でも未いまだに手を出せていない領域だった。

　マルタンはもう一度箱を眺めた。そして、ごくりと唾つばを飲み込む。

「ところで、そうなると……私の身にも危険が迫る可能性があるのでは？」

「それはない。危険なことは全部俺がやる。君はうまく潜入できるよう手伝ってくれるだけでいい」

「そういうことでしたらやります！　本当にこの金を……！」

「よし。この金はもう君のものだ。俺を潜入させたら要塞に戻ってここから持って帰るがいい。だが、あくまでも潜入が先だ。いいな？」

　マルタンは考え込んだ様子で目玉をぎょろつかせた。

　悪党という観点から見ると、今この場で金の引き渡しがないことを不安に思うだろう。

　闇の組織だから金も貰えず用が済んだら殺されるかもしれないという不安が残るのは当然のはず。

　何より本来は非対面型の組織だ。忠誠心より金に縛られた組織だから。

「潜入させるだけでいいんですね？　そしたら、本当にこの金を貰えるんですね？」

「そういうことだ。無論、君が密告すれば潜入した俺は死ぬ。その場合もちろん金は渡さない。それに、逃げる時もカシス支部の力が必要となるのに俺が君に手を出すとでも？」

「……確かに。そうですね。では、任務を終えてからいただきましょう。フフッ」

　マルタンはうなずきながら言った。

　金塊を手にしたら裏切るつもりのようだった。

　あれだけの大金がかかっているわけだから当然起こり得ることだ。

　だが、金塊を手にするまでは密告も逃亡もできないはず。

　マルタンもこの仕事に危険な匂いは感じているはずだが、目の前に置かれた金塊の誘惑は大きいだろう。

「では、商会のルートを通じてカシスへ向かうとしよう」

「ルトリーは連れて行かないのですか？」

「極秘の計画だからな。人員は少ない方がいい」

「なるほど。では、カシスではおひとりで動かれるのですか？」

「そういうことだ」

　その言葉が彼に確信を与えたのかマルタンはそっと笑みを浮かべた。

　彼の知るゲンセマは弱く、強いのはルトリーだ。

　ここはまだしもカシスは彼の勢力圏。

　つまり、金を払わず自分を殺すことがあれば部下を動かして密告することもできる。

　安全装置があるから受け入れたくなるうまい儲もうけ話ばなしだ。

　ルトリーが一緒でない以上、それが可能であることを悟ったのだろう。
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　カシスの近くに位置するドロイ商会の支部。

　こっちも要塞で地下には牢獄があった。

　売買をする奴隷たちを監禁しておく施設だ。

　そのうち売れ残った子どもは暗殺組織に引き渡されて早いうちから高度な訓練を受ける。

　そこで生き残れば暗殺者となり、耐えられなければ死ぬ。

　もちろん、売れ残った大人は始末される。

　ドロイ商会というのはそんなところだった。

「それで、どうやって潜入させるつもりだ？　何か考えがあって俺を連れてきたんだろ？」

　マルタンは俺の質問にうなずいた。

「もちろんです。ナルヤには十武将という組織があります」

「まさか俺が十武将を知らないとでも？」

「実はその十武将の中にお客さんがいるんです。フフッ」

　本当か？

「十武将のような組織は大陸でもナルヤにしかありませんから」

　ナルヤ十武将。それは文字通りナルヤ最強の１０人を意味する。

　より強い者が現れる度に顔ぶれが変わる。それが例え貴族の出だろうが平民の出だろうが変わらない。

　つまり、徹底した実力主義なのだ。

　十武将に選ばれた平民は通常の貴族より上に立つ。

　爵位があるわけではないが十武将でいる間は貴族も手を出せない。

　それには王族と大陸十二家出身のバルデスカ家を除くすべての貴族が含まれる。

　当然ながら貴族の中でも十武将を輩はい出しゆつすることは大きな名誉だった。

　建国当初からあったこの十武将はナルヤの神聖なる職しよく責せき。

　そして同時に、何をしようが王家以外から咎とがめられることはない、という証あかしでもあった。
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　３か月後。

　ルナンの王宮。

　ルナンの王が怒りを抑えきれず、顔を真っ赤にして臣下に怒鳴り散らしていた。

　急に呼び出されたローネン公こう爵しやくはそんな王を見て怪訝な顔で尋ねる。

「陛下、一体何事ですか？」

　ローネンの質問に王は玉座の肘掛けを、どんっと殴りつける。

「ロゼルンのやつらめ、調子に乗りやがって！　約束の朝貢が急に渡せなくなっただと？　あの恩知らずで恥知らずの卑ひ怯きよう者ものめ！　予はやつらを絶対に許さん！」

　王の言葉にローネンだけでなく呼び出された貴族たち全員が眉をひそめる。

　確かにとんでもない話だ。よくもロゼルンごときが。そんな考えで場が埋めつくされていた。

　そのロゼルンを救ったのは自分たちでもないのに。

「すぐに滅ぼしてくれる。戦争の準備をしろ！」

　王は断固とした表情で怒鳴った。

　王もローネンも似たような思考の持ち主だが、それでもローネンの方がまだ理性的だった。

「陛下！　戦争は無理です」

　だから当然、勢い任せの開戦宣言に反対する。

「未だ抵抗勢力の残るブリジトにはすでに多くの軍勢が投入されており、領地の平定に追われている状況です」

　エルヒンがブリジトを占領すると言ったときは少しの軍勢しか与えられなかったが、ブリジトの王都を占領してからは次々と領主たちが兵力を補充すると乗り出したのだ。

　おかげで王国軍もそれぞれの貴族の私兵もほとんどが出払っている。

　呼び戻して戦争を始めようものなら、貴族の反発にブリジトの反乱など一気に問題が溢あふれ出でるだろう。

「それでも黙って見過ごすわけにはいかん。よくも、小国のくせに！」

　王の言葉にローネンは悩み始めた。王は一度怒り出すと絶対に意見を曲げない性格だ。弱者には強い。すると、貴族たちが口を揃えて王に主張した。

「陛下、エイントリアン伯はく爵しやくを送ってはどうでしょう？　そしたら戦争をする必要もありません。あいつら、エイントリアン伯爵が行けば怖おじ気けづくはずです！」

「そうか。その手があったな。エルヒンを撤収させたらこのざまとは。よし、エルヒンを使臣として送れ。約束を破った見返りとしてロゼルンに１０倍の朝貢を要求する。それをよこさなければ戦争だ。それと、人質も送るように。そうだな、あの時来ていたあの王女はなかなかよかったぞ」

　後先のことは考えてもいなかった。ナルヤのことは完全に忘れたまま。

　目先にぶら下がった大金と美女のことだけが、愚かなルナン王の頭を巡っていた。

「陛下、ですがそうなるとエイントリアン伯爵を利用することが難しく……」

「聞きたくない。では、公こう爵しやくはこのルナンがロゼルンなんぞに蔑ないがしろにされたのに放っておくというのか？　打つ手はエルヒンを送るか軍勢を送って滅亡させるかのどちらかだ！」

　ルナンの王は断固としてそう宣言したのであった。
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　ナルヤ王国。

　ナルヤの若き王、カシヤ・デ・ナルヤが玉座に座っている。

　若年の王ながら、すでに覇は王おうとしての貫かん禄ろくと威い厳げんを兼ね備えている。

　そして彼の前にはヘラルド王国の使者でありヘラルド一の武の腕を持つというローランド伯はく爵しやくが頭こうべを垂たれていた。

　ヘラルド王国はナルヤの東側に国境を接する国だ。国力はブリジトほどでナルヤより弱い。

　だが自国で有名というだけあって、ローランドはナルヤの王の前でも堂々としていた。

「つまり、同盟を結ばないかってことだな？」

「左さ様ようでございます。悪い提案ではないかと！」

　先日、ブリジト王国からも同じような提案が来ていた。今となってはそのブリジト王国の存在はないが。

　もちろん、カシヤにそのつもりは全くなかった。

「君たちもルナンを狙っていると？　我われと手を組んでルナンを占領しようというわけか」

「否定はしません。しかし陛下、ヘラルドと同盟を結んでいただければルナンをより確実に攻め落とすことができましょう！」

　ローランド伯爵が自らのマナを放出させてそう提言する。自らの力を誇こ示じする行動。並の為い政せい者しやであればその威圧に多少はひるんだかもしれない。

　しかし、カシヤはくだらないというように耳の穴をほじる。

「ヘラルド王国は最新の情報に疎うといようだな。君がヘラルドで有名な武将だなんて実に馬鹿げた話だ。君の武力はヘラルドでしか通用しない。朕ちんの好奇心を搔かき立たてることすらできないようなやつはもう帰れ、ヘラルドの使者よ」

　その瞬間、カシヤの周りから強力な赤い光が噴き出す。その赤いマナの力は王宮全体を震えさせる。

　ローランド伯爵のマナは一瞬にして呑のみ込こまれ、圧倒された伯爵は地面に座り込んだ。言葉を失うほど強い力。

　腰を抜かした格好で口をわなわなと震わせる。

「……きっと後悔しますよ。私たちもルナンを狙ってますから……次は戦場でお会いすることになるでしょう……！」

　最後のプライドを守ろうとそう言っていたが動くのはそのつまらない舌だけ。
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　ローランド伯爵は両脇を衛兵に抱えられ、情けない姿で謁えつ見けんの間を出て行った。圧倒されて立ち上がることもできなかった。

「情けないやつめ」

　王はくだらないという顔で立ち上がり、玉座を離れた。

　彼がいなくなると、状況をただ見守っていたフラン・バルデスカが十武将に向かって言った。

「ルナンの斥せつ候こうの捜索は終わりましたか？」

「はい、殿でん下か。情報部を通じてひとり残らず捕まえているところです。彼らは与えられた任務も雑な場合が多いですからね、難しくもありません。どうやらローネン公こう爵しやくの手下のようです」

「なるほど。捕らえて徹底的に利用してください」

　ルナンの王とその右腕ローネンは愚おろかな人間だ。ローネンに関しては敵とも見なさずにいた。彼らが敵視しているのはただひとり。

　そしてバルデスカの読みが正しければ、その人物はむしろルナンの滅亡を喜ぶだろう。

　であればあの男のことも最大限に利用してやろう、というのがナルヤ王国参さん謀ぼうの考えだった。
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　間もなくナルヤがルナンを侵略する。

　時は満ちた。

　それならプレーもここからが本番だ。

　いや、本番というよりもむしろここが始まりだった。

　本来であれば、このゲームはルナン王国の滅亡から始まる。

　ルナンの滅亡により周りの国々がその広い領土を占領しようと介入する。

　戦争の時代が本格的に始まる導どう火か線せんとなるのだ。

　その始まりは見送られたがルナンの滅亡は免まぬがれない。

　ナルヤへの潜入から３か月、俺は着実にナルヤ軍の侵攻に対する備えをしてきた。

　ここからは今まで以上に難しい攻略となる。

　知っている情報と塗り替えられた歴史が混在する時代だ。

　ルナンが滅亡すれば、結局ゲームの歴史と同じように各国が動きを見せるはず。

　だがここで本来の歴史との齟そ齬ごが発生するだろう。

　それは『俺』という存在と失われたブリジト王国がもたらすもの。

　ゲームの通りに動くものと、バタフライ効果によって予測できない動きをするもの。

　その両方が渦うずを巻き、動乱の時代へと突入していく。

　だから、より危険に、そしてより面白くなっていく。

　そんな時代における最初の戦略の一環として、俺は名目上エイントリアンにいない存在となる必要があった。

　さっそくユラシアに頼んでロゼルンを動かした。

　先の戦争での朝貢を支払わない、と宣言させたのだ。

　案の定、ルナンの王は激怒し、俺はロゼルンへ行ってくるよう密命を受けた。

　ドロイ商会を通じてナルヤ王国の侵略の知らせを聞いた今回の作戦は名分のためだった。

　俺がエイントリアン領にいたとすればルナンを守らなければならなくなる。

　ルナンを滅ぼした無能、なんて呼ばれたくはないだろ？

　あくまでもルナンを滅ぼしたのは、先を見み据すえずに俺をロゼルンに送ったルナンの王でなければならない。

　そう、俺がロゼルンにいるというのは名目上の話であって、もちろん自分の領土を守るために領主城に詰めている。

　そして、ナルヤは間もなく国境を越えてくるだろう。
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「うあっ！　何だあれは！」

　ルナンの国境哨しよう所しよ。

　歩ほ哨しように立っていたルナンの兵士が驚いて転倒した。彼の目に映り込んだのはただならぬ数の軍勢だった。

　あっちにも兵士、こっちにも兵士。

　その数、約１５万。

　膨大な軍勢の中央にはバルデスカ公爵家の旗が見える。公爵家の旗がナルヤ王国の旗と共にはためく。

　さらに、ナルヤが誇る十武将の旗も随ずい所しよにはためいていた。

　前回とは規模そのものが違う大規模な遠征隊。

「わぁぁぁあああ！」

　そのようにして、ナルヤ王国軍はルナンの国境の至る所で進撃を仕掛けてきた。

　戦争の始まりを知らせると喊声と共に。

　第一陣、第二陣、そして第三陣。それぞれに分けられた軍勢がルナンの国境のあちこちから進撃してきた。

　これは大陸が混こん沌とんの時代を迎えるシグナルでもあった。

　大陸全体が戦争の渦に巻き込まれる合図ということだ。
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「陛下！　ナルヤ王国が侵略を！」

　その報告を受けてルナン王宮内は騒然となった。貴族たちは狼ろう狽ばいした様子で目を泳がせる。

「とうとう、あいつらが……！」

　騒ざわめく貴族たち。

　ナルヤの脅きよう威いが完全に消えたわけでもないのにブリジトを手に入れようと国力を注ぎ込んでいる状況だった。

　ブリジトの広大な土地がもたらす甘い誘惑。

　その代償として支払ったのは自国を護る兵力の不足だった。

　だが、ローネンには考えがあった。

　ブリジトの土地を占領すれば兵力を増強できる。それをもとにナルヤに対抗しようと考えたのだ。

　ローネンがナルヤに放った斥候がバルデスカに利用されて誤報を送ってきたのが大きかった。

　ナルヤの再侵略はまだ先のことになるだろうといった虚偽情報を信じたのだ。

　おかげでろくな対応もできないまま国境の砦は突破され、ナルヤ王国軍は破は竹ちくの勢いで進軍を続けている。

　前ぜん哨しよう戦せんですでに徹底的な敗北を喫きつしているルナン王とローネン。

　そんな状況で王はもちろんローネンや他の貴族たちの頭に思い浮かんだ人物はただひとり。

　その名前を真っ先に口にしたのは王だった。

「今すぐエルヒンを王都に呼べ！　予の護衛につかせる！」

　王の言葉に貴族たちの表情は不可解な面持ちに一変した。

　ローネンも呆れかえった顔でやれやれと首を振る。

「陛下、エルヒンはロゼルンへ送ったではありませんか！」

「何を言ってる！　こんな状況で何がロゼルンだ！」

　自らの判断であるにも関わらず一貫して知らないという態度の王を見た貴族たちは内心暴言を吐き始めた。

「約束の朝貢を渡さないというロゼルンを罰するために彼を送ったではありませんか！」

「誰がそれを許したと？　すぐに使いを送って呼び戻せ！　今すぐにだ！　まだロゼルンに着いていないだろう」

　王は怒鳴り散らした。

「陛下！」

　その時、ひとりの兵士が滑り込むようにして入ってくると大殿に平伏せる。

「ベルン城を突破されました。話によれば、敵の数は１０万を超えるとか……。いや、２０万に及ぶかもしれません！」

「戯ざれ言ごとはよせ！　２０万だと？　まさかそんな……！　おい、あいつの首を刎はねろ！　いや、それよりもエルヒンだ！　 エルヒンを連れて来い！　エルヒンを！」

　王は他に対策を講じることもなくエルヒンの名前を叫ぶだけだった。
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　ナルヤ王国軍第一軍はナルヤの北部領地の連合軍で構成されていた。

　第二軍は南部領地の連合軍。

　彼らを指揮するのは十武将で、その下にそれぞれ１万の軍勢の指揮官として各領主が置かれていた。

　ナルヤ軍の総大将フラン・バルデスカはルナンの国境を越えるとあっという間に近隣の領地を占領してしまった。

　今回の戦争では可能な限り迅じん速そくにルナンの王都を占領しようと決めていた。兵は拙せつ速そくを尊たつとぶ。

　だからこそ今回は激しい抵抗の予想されるエイントリアン領を避け、北方からのみの侵攻を選択した。

　ルナンに敗北するなど万に一つもないことだが、もしそれを可能にするとすればエルヒン・エイントリアンを於おいて他にいない。だからこそ彼が不在のうちにルナン王都を落としてしまう必要があった。

　エルヒンが使し臣しんとしてロゼルンへ向かったという報告はとっくに受けていた。

　しかし、バルデスカはそれを罠わなだと考えたのだ。

　エイントリアン領で自分が目にしたもの、そして諜ちよう報ほうの結果を総合分析すると思い浮かぶのは一つだけ。

　エルヒンの真の狙いは我々と同じルナンだ。

　ルナンの王座を奪うための準備をあの男は進めていたに違いない。

　バルデスカがそのように仮定して考えをまとめると彼の戦略が見えてきた。

　彼はおそらくルナン統治のための大義名分を得ようとするはずだ。

　ルナンは敗北し王は死ぬ。

　その後に仇あだ討うちとして動くという大義。

　それによりルナンの残存兵力を吸収するつもりだろう。

「エイントリアン領地軍は何があろうとルナンの王都を奪取しにやってくるでしょう。それも王が死んだ後に。ここで重要なのは必ず王の死後に現れるということです」

「プッハッハ！　殿でん下か、さすがです！」

　第三軍の隊長ケディマンがバルデスカにへつらいながら笑い出した。

　第二軍の隊長イスティンは寡か黙もくと有名なだけあって無言だったが同じような眼差しを送ってきていた。

　それでもバルデスカが先に王都を占領しようとするのはエルヒンの戦略を逆手にとるためだった。

　ルナン城は大陸において最も堅けん固ごで高い城壁を誇る。

　そのルナン城をただでくれるというのに断るわけにはいかない。

　むしろエルヒンがルナン城での籠ろう城じよう戦せんにて王を守るという戦略に出ていたら厄やつ介かいだった。

　だが、エルヒンには王に対する忠誠心ではなく別の意図があったため、むしろそれはチャンスだった。

　ルナン城を難無く手に入れてルナンの王を殺す。

　王を殺せばエルヒンの望み通りになってしまうがそんなことはどうでもよかった。

　ルナン城を占領し敵の王を殺せば我が軍の士気に多大な影響を及ぼす。

　エルヒンの思い通りの展開だが構わない。

　大義を掲かかげて兵を吸収する、そんな時間すらバルデスカは与えるつもりはなかった。

　バルデスカは指揮棒で地図を指し示しながら命令を下した。

「第二軍はリノン城へ向かいます。リノン城を陥落させたら王都前の関所を通じてルナン城に進撃するのです」

　バルデスカの言葉に第二軍の隊長イスティンは深く頭を下げると右手の拳で胸を叩いた。

「第三軍はベルン城を含む各城を陥落させたら第二軍と合流して王都に進撃します」

「はい！　総大将！」

「それと、第一軍は私と一緒に動きましょう。第二軍と第三軍が各城を陥落させている間に迂う回かいして王都まで行きます！」

　バルデスカはそのように兵力を分けた。

「敵の王を殺したらすぐに第四軍は西の国境を通ってエイントリアンに進撃してください」

「そうなると、ルナンを救うために領地を出たエイントリアンの軍勢は……」

　ケディマンの質問にバルデスカがうなずいた。

「エイントリアンを守るために戻らざるをえないでしょう。我われはその後ろを追撃しながら敵に打撃を与えます。第二軍と合流してエイントリアンを包囲し殲せん滅めつすればルナンは完全に終わりです」

　それがエルヒンの望む名分と民心を逆手にとったバルデスカの戦略だった。

　仮にエイントリアンがルナンに援軍を送らなければ？

　その時はルナンを占領してエイントリアンを孤立させればいいだけだった。

　バルデスカは十中八九、エルヒンが大義と民心のために最悪の選択をするだろうと予想していた。

「もちろん……油断は禁物です」

　その一方でバルデスカは首を横に振った。この程度でたやすく攻略できる男なら、こんなふうに敵視していなかっただろうから。
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　ルナンの王城にリノン城陥落の知らせが届いた。

　この間の戦争でエルヒンが奪還したリノン城だが今回は一日も持もち堪こたえられなかった。

　陥落の知らせを聞くなり怯おびえ上あがって逃亡を決める王。

「南方へ向かうぞ！　そんなにも人手が足りないのか！　こんな簡単に突破されてどうする！　ブリジトに行ってる軍隊は一体いつ戻るんだ！　ナルヤが目前まで迫ってきてるというのにブリジトに攻め入るとは！　いや、待てよ、ブリジトは山が多かったよな？　ブリジトに行こう！　そこに王都を移すぞ！」

　ここで戦う気など毛頭なかった。エルヒンがいたとしても自分は身を隠してエルヒンにルナン城を守らせただろうから。

「ブリジトに向かう。エルヒンもそこに来させる。親衛隊は予を守れ！」

　王はそう言って王城を抜け出した。

　自分の命を救えそうなエルヒンへの切なる願いだけ。

　王が何の予告もなく王城を捨てて外に出てくると国民は王に向かって哀願し始めた。

　静かに逃げればいいものを派手な馬車に乗って王が逃げるということを公表したものだから混乱が起こるのは当然だった。

　親衛隊は波のように接近する国民を押しのける。

　だがそのうちに暴徒と化した民を親衛隊が斬り倒し始めてさらに恐怖を煽あおった。

「ルナン城から出てきた者は全員殺す！」

　直接馬に乗った方が速いだろうが、老いた王はそんな状況でも馬車に乗って親衛隊を急かした。

　そうしてルナン城を抜け出し、ブリジト方面に逃げ出すことに成功した王。

「早く逃げろ！　急げ！」

　喉が張り裂けるほど急かしたおかげで速度のついた馬車。

　大陸で最も堅固な鉄壁の城。

　そんな異名を持つルナン城はあっけなく主のいない空き城となった。
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　王がブリジトに向かって馬車を飛ばして数刻の後、ローネンもまたルナン城を抜け出した。

　ルナン城での籠城も考えたが王の言い分にも一理あると思った。

　ブリジトに逃げた方が賢明だと判断したのだ。

　もちろん、親衛隊だけを連れて逃げ出した無能な王とは少し違った。

　ローネン公爵家の軍隊をすでにルナンに集結させていた。もう到着してもいい頃だ。

　軍の約三分の一はブリジトに派遣したものの、残る兵力も十分な数だった。

　だから途中で自分の軍隊と合流するつもりだった。

　ルナン城を抜け出したローネンは王とは違う方向に逃げ始めた。

「殿下、エルヒート閣かつ下かはどうされるのですか？」

「捨てる。待っている時間はない。それに彼ならひとりでも生きて逃げ切れるだろう」

　今は勢いづいた敵軍から遠く離れて兵力を合流させるのが先だった。

　一番まずいのは離散した状態で各個撃破されること。

　エルヒートを合流させるために敵と戦う時間を考えれば、さっさとブリジトまで退いて体勢を立て直した方がいい。

「殿下！　殿下！」

　そんな彼の前に大勢の兵士が駆けつけてきた。

　怯えて警戒していたローネンだがすぐに安あん堵どのため息をついた。

　駆けつけたのは３０００の軍勢。

　それはヘイナ所有の領地軍だった。

「ヘイナではないか！」

「殿下！　お迎えに上がりました！」

「……そうか、よくきた！　やはり役立たずの連中とは違って頭の切れるやつだ。本当によくやった！」

　ローネンは彼女の父を葬り去った過去などなかったと思わせるほどの満面の笑みで、ヘイナの合流を喜んだのだった。
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　ローネンが城を後にするおよそ半日前。

　リノン城の陥落を第二軍と第三軍に任せたバルデスカは破は竹ちくの勢いでルナン城の前まで辿り着いた。

　エルヒンの邪魔が入ることもなく、ルナン城を手中に収めてルナンの中心部を占領するつもりだった。

「ここで大きく陣を張り軍の威い容ようを誇示しながら一日を過ごすことになりますが、これまでのようにルナン王国民の略奪は禁じます」

　ルナン城を目前にしてバルデスカは自分が率いてきた第一軍にそう命令を下した。

　これがバルデスカの恐ろしいところ

　彼もまた民心を重要視する男だった。

　民がいなければ国は建たず、これから自国民になるものを虐しいたげることは将来の国を弱体化させることだと分かっていた。

　優れた知力だけでなく、マナの陣という高度な術式を利用した武力、そして大陸十二家出身のバルデスカの長といった名声と人柄からくる指揮力。

　完璧ともいえるこの男だが、それでも自らの力を誇示することなく謙けん遜そんする。

「殿下！」

　もちろん、欠点もある。今も馬から降りようとして地面に転落するところだった。

　馬に乗り降りするのは幼い頃から日常的にしてきたこと。特段運動音痴でもないし、バルデスカにとって難しいことではなかった。

　ただ、実生活ではかなりそそっかしい性格だった。

　そういった姿が親しみやすさを生むのか、余計に彼の人望を厚くさせたのだが。

「すみません、大丈夫です」

　駆けつけてきた直属の副官であり家臣でもあるパトリックにそう言うと姿勢を正してルナン城を眺めた。

　この間の戦争で手に入れられなかったルナン城。

　そのルナン城を目前にすると感無量になった。

　しかし、それでもエルヒンの動きはかなり気になっていた。あまりにルナン城占拠が迅じん速そくに行えたからといっても、あまりに動きがない。かえって厄介だった。

　一体おまえは何を考えている？

　狙いは何だ？

　ルナン奪還による下げ剋こく上じようじゃないのか？

　ルナン王を逃がしたことが原因なのか？

「ガンッ！」

　結局、悩み出すとお決まりの行動をとった。近くの木に額ひたいを強く打ちつけたのだ。

「殿下！　おやめください、また額が裂けてしまいます！」

　パトリックと兵士たちが慌てて駆けつけたがバルデスカは来るなというように手で合図した。

「気になさらず。エイントリアンに動きはありませんか？」

「入ってきた情報によれば、今のところ動きはありません、殿下」

　戦争は順調なのに不安を抱かせる存在がいるということをバルデスカは面倒に思った。

「まあ、いいでしょう。それでは……他のことはさておきルナン城です。おそらく、私の予想だと今夜には城が空くでしょう」

　バルデスカがあえてルナン城の目の前に陣を張ったまま攻めなかったのは王に逃げる時間を与えるためだった。

　わざわざ血を流す必要はどこにもない。王が逃げればルナン城の防御はないも同然。

　だから、朝にはルナン城がバルデスカのものになるはずだった。
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　領地を持つ伯爵としての人生はうんざりだ。彼の興味はもっぱら『武』だった。

　その武勇を披露するのは戦場。

　剣を手にして初めて戦場に立った１５歳。

　そうして国を守ってきた２７年。

　エルヒート・デマシンはルナンの王都に向かう最後の関所へと向かっていた。

　国境で敵を阻止して死にたかったが、ナルヤ王国軍はいくつもの道から南下してきた。

　国境にばかり固こ執しつしていては埒らちが明かないため中央の命令を待ったが、最後まで何の知らせもないのでエルヒートは仕方なく独断で兵を動かした。

　彼はリノン城から王都に向かう途中の関所で足を止めた。

　バルデスカはリノン城の攻撃に参加せずに最初からベルン城の方へ大きく迂回していたが、リノン城の攻撃を任されたナルヤ国軍第二軍、そして後から合流するであろう第三軍がルナン城に行くためにはこの関所を通るのが一番手っ取り早かった。

　つまり、リノン城の陥落を任された第二軍は補給路としてこの関所を突破しておく必要があったのだ。

　また、滞りのない円滑な補給路のためにナルヤ軍はこの関所を必ず掌しよう中ちゆうに収めなければならなかった。

　迅速な補給は戦場で最も重要なこと。

　そのため、エルヒートは敵がリノン城を攻撃するタイミングを狙ってこの関所で足を止めた。

「閣下、むしろルナン城で戦うのはどうですか？」

　家臣の問いにエルヒートは首を横に振った。

「私はここで死のうともやつらの補給路を断とう。そうすればルナン城で戦う陛下と殿下の手助けにはなるだろう。ナルヤの残りの兵士をここで阻止すればルナン城の陥落は遅らせられるはず。そうすれば……彼がいる！　だからここで死ぬのだ！」

　エルヒートはルナンの王とは違う意味でエルヒンを頼りにしていた。

　だからこそ身を挺ていしてここで踏み堪えるつもりだった。

　しかし、その思いはルナンの王とローネンがルナン城で戦うだろうという甘い思い込みからきている。

　まさか自国の王が、戦うどころか真っ先に逃亡をしたなどとはエルヒートには思いもよらなかった。

　そんなエルヒートの言葉に、いつも戦場を共にしていた５人の家臣が全員跪ひざまずいた。

「閣下、何を仰るのですか！　閣下の身に何かあればルナンは本当におしまいです！」

　家臣たちが引き止めたがエルヒートはさらに強く首を横に振った。

「いいか、黙って立つんだ。こんな姿を兵士たちが見たら士気はどうなる。我われが考えるべきことは関所に押し寄せる敵兵を倒すことのみよ！」

　その断固とした態度に結局家臣たちは説得を諦めざるをえなかった。

　そして全員剣を抜いた。

　生涯仕えてきた主人を守り抜いて自分が死ぬしか他に方法はない。





　　　　＊






　エルヒートが守る関所を狙うのはナルヤの第二軍だった。

　第二軍の隊長イスティンは十武将序列３位の強力な武将。

　また、この第二軍の副隊長は十武将序列７位の女武将ルカナだった。

　今回のナルヤの征伐軍には前回と違って十武将が全員参戦していた。

　前回のような失敗をしないためには当然のことだった。

　第二軍の兵力は５万に達する大軍。

「あそこがルナン城の関所です」

　ルカナが容易い戦場に喜びながら笑い出した。

「隊長！　さっさと陥落させて、殿下、いえ、総大将の本隊と合流しましょう」

　ルカナの言葉にイスティンは何も応えなかった。

　この男、イスティン。ナルヤでも有名な沈黙の男、いや、寡黙な男だった。

　命令が下されるとひたすら遂行に専念する。一緒に戦いながらも彼が話すところを見た兵士はいないといってもいいくらい。

　だが幼いころから彼と付き合い、多くの戦闘を共にしたルカナは当然慣れた様子で独り言を続けるだけだった。

「ところで、この間の戦争で総大将を敗退させたあいつがいないとか？　どんなやつか見てみたかったな……。バルデスカ殿下といえば我ら十武将全員が尊敬する人物ですが……え？　何ですと？　運が良かっただけ？　まあおそらくそうでしょうがね……」

　イスティンはただルカナを眺めているだけだったが、ルカナは心を読んだかのように自問自答して笑った。

「さあ、兵士たちよ！　あそこが関所だ！　さっさと突破してしまえ！」

　ルカナの命令に訓練度９０前後のナルヤの精鋭兵２万が一斉に関所に突撃した。

　残りの３万はその２万に疲れが見え出した頃に交代だった。

　これが規模の小さい城壁を攻略する時にイスティンが使う戦法。

　どうせ城壁の規模が大きくなければ全員で飛びかかっても意味がない。梯子はしごの数には限界があるから。

　むしろ兵力を分ければ二十四時間途切れることのない波状攻撃が可能だった。

　イスティンの戦法によって戦闘が始まった。

　だが、時間が経つにつれルカナは首を横に振った。

　その怪け訝げんな面持ちは次の日まで続いた。

「これまで攻略に半日以上かかったことはないのに……この関所、何なんですかね？」

　相変わらず何も言わずに立っているイスティンに尋ねたが当然返事はなかった。

「ふむ……それなら私の出番かな」

　やはりイスティンは何の返事もせずルカナを見るだけだったが、彼女にはそれが許諾の合図だとわかった。

　ルカナは愛用している剣を抜いて馬に乗った。

「よし、交代だ！　今回の交代は私も一緒だ！」

　ルカナがそう叫ぶと、まだ城壁を越えられずにいた３万の軍勢が敵に背を向けた。

　そして、休んでいた２万の軍勢が投入される時間。

　だが、その時。

　その交代の瞬間を狙ったかのように関所の壁の上からひとりの男が飛び下りてきた。

　巨大な槍を握る男。エルヒートだった。

　彼は、交代のために背を向けた軍勢に向かって槍を振るう。

　まるで死神の鎌を連想させるような。

　黒い影がナルヤ第二軍の兵士たちを襲った。その瞬間、数百人の首が空に舞い上がる。

　エルヒート・デマシンのマナスキル［鬼き槍そう］。

　超広範囲への即死級攻撃。

　流れ出る血の海の上でエルヒートは槍を地面に突き刺し関所の前に立った。

「あれは何でしょう？」

　その様子をルカナは眉をひそめて見つめた。

　それと同時に関所へと駆けつけてきた兵士たちに矢の雨が降り注ぐ。

　エルヒートの軍が温存しておいた矢だった。

　退却していた軍勢はエルヒートのスキルに驚いて及び腰になり、そこに矢の雨まで降り注いだことで兵士たちが入り乱れて大混乱となった。

　エルヒートはその前で巨大な槍を握りじっと立っていた。

「閣下、あの者はルナンが誇る武将エルヒート・デマシンです！」

　エルヒートに気づいたルカナの家臣が叫ぶ。

　その名前を聞いたルカナはむしろ笑みを浮かべた。

　ルナンで戦うだけの価値がある人物がいるとすれば、それはエルヒートただひとりだったから。

「エルヒート？　あの有名な男か？　イスティン隊長に引けを取らぬほど寡黙らしいじゃないか？　興味深いな、うん。もちろん、寡黙さで隊長に勝る者はいないと思うがな」

　ルカナがそう言って事態の収拾に駆けつけようとした瞬間、

「敵将は聞け。俺はエルヒート・デマシンだ。いつまで後方から見守ってばかりいるつもりだ。そなたも武将なら前に出て戦おうじゃないか。一騎打ちこそが血生臭い戦場で唯一の楽しみだろ？」

　エルヒートが大きな声でそう叫んだ。

「え？」

　エルヒートが呼びかけた相手は誰がどう見ても隊長のイスティンだった。

　イスティンのことを見ていたルカナはその言葉に呆れた顔で愚痴をこぼした。

「いや待ってください、隊長！　興味が湧いてきたからって戦うんですか？　なんてことを言うんですか！　ルナンの武将と戦ってみたかったしちょうどいいだなんて！　笑えませんよ、あんなふうにひとりで乗り出してきたところを包囲して殺すのが一番手っ取り早いってのに……」

　周りの兵士にはイスティンが何も言っていないように見えたがルカナはひとり聞こえるかのように話していた。

　その間にもイスティンはゆっくりとエルヒートに近づいていく。

「待ってくださいよ！　ちょっと、一緒に行きましょう!!」

　ルカナは慌ててイスティンを止めようとする。あえて敵将と戦う必要はない。

　イスティンが負けるとは思っていなかったが、兵力の規模からして相手にもならない状況で敵将と一騎打ちをするなんてとんでもない。

　もし負けることにでもなれば士気は一気に下がる。

　それに応じたという事実一つでバルデスカに大きな叱しつ責せきを受けることになりかねない。

　しかし、イスティンはかなりプライドの高い男だ。

　一度決めたことを覆すことは絶対にないということをルカナはよく知っていたため首を横に振りながらイスティンの後を追った。

　新たに投入したナルヤの兵士たちが二つに分かれて道を開けた。

　イスティンはゆっくりと馬を走らせて兵士たちの前へ辿り着いた。５０メートルほどの距離を置いてふたりの武将が対面したのだ。

　もちろん、イスティンの後ろには５万の大軍。

　エルヒートの後ろには関所とその上に３０００の兵士だけだった。

「そなたは誰だ？」

　エルヒートの質問にイスティンはやはり何も答えなかった。まるで通訳をするように乗り出したのはルカナだった。

「ナルヤ王国の十武将序列３位のイスティン伯爵閣下です！」

　ルカナのその言葉にエルヒートは嬉しそうに笑い出した。聞き覚えのある名前だったからだ。

　それほど強い男と戦えるなんて。

　最高な終わり方だと思った。

　もちろん、その相手が誰だろうと簡単にやられるつもりはない。

　しかし、関所にいる兵士たちの疲労は限界に達していた。５万の大軍を交代で送り込んで休息をとれるナルヤ軍とは違って、３０００の決死隊であるルナン軍はろくに休めていなかったのだから。

　エルヒートはナルヤの隊長と戦闘を繰り広げることで兵士たちが休める時間を作ってあげたかったのだ。

「一騎打ちを引き受けてくれたことに感謝するよ。俺の最後となる戦争でそなたのような強い武将に会えるとはな。ハハハハハッ！　運が良いのか、悪いのか。まあとにかく会えて嬉しいよ。戦おうじゃないか、イスティン。そなたが真正なる武将なら一騎打ちで俺の槍を受けてくれないか？」

　エルヒートの言葉にその寡黙さに劣らぬほど重みのありそうな大剣を手にしたイスティンがうなずいた。

「待ってください！　隊長！　そんな時間はありません！　早く関所を突破して総大将と合流しないと！　何ですと？　男の対決に理由はないですって？　ふざけて……いや、違っ、あーっ、まったく！」

　ルカナは結局イスティンを止めることができずに呆れ顔で後ろに引き下がった。

　もちろん、それでもイスティンが負けるとは思ってもいない顔。だが、あまりに無意味な戦いだった。

　こうしてふたりの武将の対決が始まった。
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「あの化け物は何なんだ！」

　ナルヤ王国軍は舌を巻くだけ。余裕でイスティンが勝つと思っていたが、敵将は全く互角の戦いを見せている。

「エルヒート閣下……！」

　そしてどんな気持ちでひとり乗り出したのかをよく知るエルヒートの家臣たちはその張り詰めた対決に息を呑のんだ。

　大剣が地を抉えぐる。

　槍が虚こ空くうを穿うがつ。

　お互いが技を放ち、受け、また放つ。

　そのどれもがまさに必殺。

　一手受け間違えれば死ぬ。

　エルヒートはそんな対決をしていた。

　ナルヤの十武将序列３位。

　十武将の実力は大陸中に知れ渡るほど高い。実際イスティンはエルヒートよりも多少武力が上だった。

　イスティンの推定武力値は９７。

　そして、エルヒートの武力は９６。

　この程度の武力差では勝敗はわからない。お互いに命がけで戦ってこそ勝者が決まる数値だった。

　さらに、エルヒートには後がなかった。体力温存など考えている余力はなく、とにかく時間を稼ぎたい一心で戦いに臨んでいた。だからこそ、ふたりの戦いは拮きつ抗こうしたものだった。

　戦いが長引けば時間も稼げるし兵士たちが休める。

　エルヒートはそんなことばかり考えていた。

　もちろん、武を磨き上げて数十年。

　敗北など考えもしなかった。時間も稼いで戦いにも勝つ。

　対決で勝って敵を混乱に陥れ、さらに時間を稼ぐという考えしかなかった。

　敵将を倒しても勝利は収められないことは誰よりもよくわかっていたが、それでも民と国への忠誠心で戦っていた。

　当然それはすべて自分のため。




　ブォォオオオオオ！




　エルヒートが使ったスキル［鬼槍］の爆ばく裂れつがイスティンを襲った。イスティンの周りが巨大な爆発に巻き込まれる。

　イスティンは大剣でマナを発生させてバリアを形成しエルヒートのスキルを阻止した。

　だが、エルヒートはそれに留まらなかった。

　空高く飛び上がり、空中で槍を構える。

　それはルナン王国最強の武人エルヒートが、生涯をかけて磨いてきた槍術の極致。

「極きよつ光こう槍そう！」

　空中から投げ込まれたエルヒートの長い槍が燦さん爛らんたる光を放ちながら、まるでレーザーのようにイスティンに向かって飛んできた。

　槍の周りに発生した強力なマナの光は見た者の目をつぶらせるほどだった。

　鬼槍の爆発でイスティンの周りを搔き乱し、彼が爆発を大剣で阻止しようと気を取られている時。

［鬼槍］の爆発の煙がまだ残る中すぐに［極光槍］を使って槍を投げつけた状況だった。

　イスティンは爆発を阻止しながら彼の力を実感した。目前に迫ったエルヒートの長槍！

　避ける速度より長槍の方が速いことを一瞬で把握して大剣にマナを吹き込んだ。

　イスティンが振り回す大剣から強力な光が放たれると、ただでさえ巨大な大剣が二倍以上も大きくなってしまった。

　イスティンはその状態でエルヒートの槍を受け止めた。




　ギィイイイインッ！




　ふたりの力が激突する。地響きがするほどの振動と共に周辺が光に染まった。

　無口で有名なイスティンは全力で気合を入れると、さらに巨大化した大剣を振り回した。

　その一振りがエルヒートのスキル［極光槍］を弾き飛ばしてしまったのだった。




　グァアアアンッ！




　またもや轟ごう音おんを立てながら飛んでいったエルヒートの槍は関所の城壁に刺さってしまった。

　地面に着地したエルヒートは城壁に刺さった槍を引き抜くため再び空へ跳び上がる。

　当然ながら、イスティンはそのチャンスを逃がさずに飛びかかってきた。

　エルヒートは城壁の目の前に陣を取っていて、イスティンはスキルを阻止しようと後ろに押しやられていたため、一瞬の隙をついてなんとか槍を抜き取りイスティンの大剣と空中で衝突した。

　ふたりは再び地面に着地して戦いを続けた。

　互いに自分の最も強力なスキルを使ってしまった彼らは終わりなき体力勝負に突入した。

　最初は余力を残そうとしていたイスティンだがそうもいかず全力の張り合いが続いた。

「クハッ、すっかり戦闘に没頭されている……」

　ルカナは額を押さえた。

　ここで自分が割り込めばこの無意味な戦いはすぐに終わるかもしれない。

　実際にもイスティンがやられそうな時には介入するつもりではいた。

　だが、それは最後の手段だった。

　戦いに介入されること。それはイスティンが最も嫌うことで彼はプライドを傷つけられる恥ち辱じよくだとまで思っていた。

　だから、ルカナは介入することができなかった。

　化け物たちの戦いはなんと６時間も続いた。

　やがて陽は沈み周囲が闇に染まる。

　ふたりの男は暗闇の中で決闘を中断し互いに顔を合わせた。

「明日、決着をつけないか？」

　エルヒートの提案にイスティンはうなずいた。すぐにルカナの方を見るイスティン。

「撤収ですか？」

　イスティンの命令にルカナは首を横に振った。そんなのありえない。

　だが、イスティンの眼差しにはこの男に勝って関所を奪取してやるという強い意志が込められていた。

「ルナン最高の男から無理に勝利をもぎ取ろうだなんて……」

　ルカナは小言を浴びせたかったが我慢した。イスティンがこんな男だからこそ幼い頃からそばにいたのだ。

　そうしてイスティンの大軍は真後ろにある駐ちゆう屯とん地ちへ退き、敵が撤収する姿を立ったまま最後まで見守ったエルヒートは関所の中へ戻ると倒れ込んだ。

　エルヒートの家臣が全員駆けつけて脇を抱える。

「平気だ。兵士たちが休む時間を稼げたではないか」

　家臣たちはその姿を見て握った拳を震わせた。

　自分たちの無能さに身震いがしたのだ。
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「総大将！」

「何事ですか？」

「捜索隊がルナンの王を見つけたようです！」

　部下の報告にバルデスカは駐屯地の司令官幕ばく舎しやで頰を搔いた。

　ルナンの王か。

　ルナンの王を殺せばエルヒンの思惑通りに動いてやるようなものではないか。

　バルデスカは彼が王座を狙っていると確信していた。

　だから、ルナンの王を殺せば彼に名分を与えることになる。

　そうとはいえ王を見つけておいて殺さないわけにもいかなかった。

　ルナンの王を殺せというのはナルヤの王の命令だったからだ。

　ガンッッッ！

　バルデスカはテーブルに強く額を打ちつけた。

　彼が王座を狙っているから何だというのか。名分とか大義とかそんなのは何の関係もない話だ。

　今度の戦争の目的はエルヒンに勝つこと。

　彼との戦争に勝てば何も問題はない。

　恐怖心が残っていてはまともに戦って勝てるわけがなかった。

　恥を知れ。フラン・バルデスカよ！

　苦笑してしまった。この大だい征せい伐ばつに動員した兵力数はなんと３０万。

　そのうちルナンに投入された数は２０万だ。

　ルナンを占領してすぐに南部諸国に進撃するための数だった。

　ルナンの兵力といっても大した事はない。

　彼が動かせる軍勢も多くて５万だ。

　圧倒的な軍勢差。

　そこに強力な武力を誇る十武将。

　これでもだめなら一生勝てないということになる。でも、何を恐がっているのか。

　ガンッッッ！

　バルデスカはまたもや額を打ちつけた。

　彼の意はどうでもいい。ルナンの王を殺して自分のやり方でルナンを滅ぼす。

　エルヒンの本拠地であるエイントリアンの占領計画もすでに完璧に構築してある。

　ルナンの征伐軍は自ら率いてきた一軍、二軍、三軍だけではない。今だ本国で待機している第四軍という切り札が存在していた。

「包囲してください。ルナンの王を捕まえます」

「かしこまりました、殿下！」

　決断を下してからは早かった。

　バルデスカはすぐに、捜索隊が王を包囲した場所へと到着した。

　親衛隊はすでに亡き者となっている。

　ルナンの王の親衛隊などバルデスカの精鋭軍に敵うわけがなかった。

　王はすぐに馬車の外へと連れ出された。

　ルナンの王は王城でも玉座でもない地べたに跪かされた。

「ルナンの王よ」

　その前でバルデスカが冷めた表情で王を見下ろした。

「っ、助けてください！」

　王はすぐに命乞いを始めた。彼にプライドなど最初からなかった。

「ナルヤ王国に亡命する。ルナンを捧げよう。降伏だ、降伏！」

「それは困りますよ。戦う前ならともかく、戦争が始まってからの降伏を我が王はお許しにはならないのです。降伏するつもりだったのであれば我が軍が国境を越える前に国を捧げるべきでした」

「ルナンの全てを捧げる！　だから命だけは……」

　バルデスカは情けない王の前でやれやれと首を横に振った。

　話で聞いていた以上に愚かな王だった。

　己の保身のことしか考えず、泣いて頼めばどうにかなると思っている。

　バルデスカが最も嫌けん悪おする類たぐいの人間だ。

「残念ですが生かしておくわけにはいきません。愚かにも大路を通って逃げたのが間違いです」

「ふふっ、ふざけるな！　予はルナンの王、トゥタンカ。この大陸で最も声望の高い王家の一員だ。侵略軍の大将の分際で俺を殺すだと？　笑わせるな！　ナルヤの王に会うわせろ！　予自ら話をする！」

　少しでも生き延びるために捕虜を買って出るルナンの王。

「クッハッハッハッハ！」

　バルデスカはその前で大きく笑い出した。

「私はフラン・バルデスカ！　バルデスカ家の承継者です。我がバルデスカ家がルナン家に劣っていると思ったことは一度もありません」

「バ……バルデスカ……？　貴様がバルデスカだと!?　そ、そんな馬鹿な……！」

　ルナンの王は信じられないというように首を横に振った。バルデスカ家も大陸十二家の一つ。

　ルナン王家と同じ格を持っているということ。

「醜みにくい真似はもうやめませんか。ルナンはもうおしまいです。ですから陛へい下か、あなたも最さい期ごを迎えるのが当然かと」

　バルデスカは部下のランプにうなずいた。

　すると、ランプの剣が王の首に向かった。

「だ、だめだ……。助けてくれ！　やめろ！　グアァァァッ！」

　王は最後まで抵抗したがすぐに彼の首は空に舞い上がった。

　ルナンの王の最期。

「わぁぁあああああああ！」

　その前で兵士たちが激しく喊かん声せいを上げた。

　大国だったルナン王国最後の王の死しに様ざまはこの上なく虚むなしかった。

「王の首しゆ級きゆうを陛下にお送りします。ヘラルドの前線に送る準備をしてください」

「はい！　総大将！」

　その頃、ナルヤの王カシヤは自らヘラルド王国へ進軍していた。

　彼はルナンよりもナルヤと東の国境を接するヘラルド王国に興味を持っていた。

　ヘラルドにナルヤの王カシヤのような相手、Ｓ級の武将がいるという噂があったからだ。

　だから、最初からルナンはカシヤの眼中になかった。

「全軍、空いているルナン城に進撃します」

　バルデスカはそう命令を下した。

　長い歴史を誇るルナン城がバルデスカの手に落ちた瞬間だった。
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　朝になるとイスティンとエルヒートの戦いは再開された。

　彼らの戦いはやはり昨日と同じ様相を呈ていした。

　互いに互いを殺して本意を遂げようと思っていたから。

　しかし、昼過ぎに状況が急変した。関所に向かうまた別の軍隊が現れたのだ。

　ルカナはその部隊を見るなり大きくため息をついた。

「くそっ、なんであいつが……！」

　そう。それはイスティン率いる第二軍とほぼ同規模の第三軍だった。

　そして、その三軍の登場でイスティンとエルヒンの戦いには変化が生じた。

　第三軍の先頭に立ち全速力で馬を馳はせて戦闘に介入した男がいたからだった。

「何をしている。呑のん気きに一騎打ちなどをしている場合か。イスティンよ」

　それは第三軍の隊長である十武将序列４位のケディマンだった。

　ケディマンはそう叫びながらイスティンと戦っているエルヒートの背後から攻撃を仕掛けた。

　イスティンが止める間もない。

　その瞬間、完全なる均衡を保っていた一騎打ちの場は崩壊した。

　エルヒートはその攻撃に背中から血を噴き出し、膝から崩れ落ちた。

　すでに攻撃を試みていたイスティンの大剣は防御態勢が崩れたエルヒートの首に向かって猛然と襲いかかった。

「情けないやつめ。こうすれば一発で始末できるものを。さっさと片付けて進撃するぞ！」

　エルヒートは背中から血を流しながらも、

「これがナルヤの武将か？　誇りを賭けた一騎打ちを汚すなど、恥を知れ！」

　そう叫びながら首を差し出す覚悟で槍を突き出した。

　首が飛んでも敵を倒す。その思いで避ける代わりに槍を振り回した。

　その瞬間、大剣の動きが止まった。

　それを見たエルヒートも槍の動きを止めて訊いた。

「どうした」

　背中に深ふか手でを負った状態でも足元をふらつかせることなく立ち上がったエルヒートを見てイスティンはやれやれと首を横に振った。

　それからケディマンを殺す勢いで睨みつけると後ろに退いた。

「フッ、最後まで情けないまねしやがって。俺が相手になってやろう！」

　今度はケディマンがエルヒートに向かって剣を振るう。

　エルヒートはすでに満身創痍だが、気力だけで剣を捌さばく。

　だがケディマンの後ろからは第三軍が突撃した。

　第二軍のように対決を見守るつもりは毛頭ないというように。

「後退ですか？　ケディマンに任せるおつもりで？　ちょっと待ってください！　隊長！」

　イスティンの部隊は後退した。

　もちろん、撤収したわけではない。

　いずれにせよイスティンの部隊も関所を越えてバルデスカと合流しなければならないのは事実。

　だが、イスティンにはケディマンに同調する気はなかった。

　一騎打ちを邪魔されたというだけでも殺してやりたかったが、戦争中に味方に刃を向けるほど私情に流されるつもりもなかった。

　部下なら抗命罪で処刑できたが同等の立場だからなおさら。

　イスティンは怒りを抑えようとして体が震えた。

　エルヒートは自分とよく似ている。武にすべてを捧げてきたが故の技の数々。

　だからせめてこの手で殺してやりたかった。それをあの野蛮なケディマンが奪っていったのだから。

　ルカナはその姿を見て何も言えなかった。

　この戦いに介入したのが自分でないということに安堵するだけだった。

　もし、イスティンが不利な状況になったら、その時は介入するつもりだったからだ。

　その時は怒りの矛先がそのまま自分に向いていたに違いない。

　そう思うと、むしろケディマンの存在がありがたくさえ感じられた。

　もちろん、彼女もケディマンのことはあまり好きではなかった。野蛮な男だと思っていたからだ。

　そうしてイスティン達が去った後。

　エルヒートはあからさまに苦戦を強いられていた。ケディマンもまた武力数値はエルヒートとほぼ同じ。

　さらに先ほど受けた背中の傷でエルヒートの動きは鈍っていた。おまけに相手は万全の状態。

　次第に押され始めるエルヒート。

「閣下をお守りしろ！」

　関所の上に押し寄せるナルヤの兵士たちを相手しながらエルヒートの家臣たちが叫んだ。

　腕に。

　脚に。

　剣戟を重ねるほどに傷が増えていき、そのうちエルヒートは思わず槍を地面に突きたててしまった。

「諦めるのか？　クククッ、こんなのがルナン最高の武将だとはな。張り合いがなさすぎて肩慣らしにもならねぇな。それじゃあ、そろそろ死んでもらうか！」

　イスティンの獲物をハイエナのように横取りしておきながらケディマンはエルヒートを嘲ちよう笑しようした。

　その時、エルヒートの家臣たちが包囲網を破ってエルヒートの前に飛び下りた。

「閣下！　あとはお任せください！　閣下は関所に上がって怪我を治療しルナンをお守りください。我われが時間を稼ぎます！」

「やめろ……自分が助かるためにお前たちを見捨てるわけにいくか！　俺ではなくお前たちが関所に上がるのが先だ。俺は命なんかとっくに捨てたんだ！」




　エルヒートは全身から血を流しながら最後の力を振り絞ってスキル［鬼槍］を発動した。

　ケディマンの後ろからさらに突撃しようと準備していた兵たち数百人の首が吹っ飛ぶ。

　いち早くスキルの起動に気づき［鬼槍］を回避していたケディマンが楽しそうに笑う。

「面白い。面白いぞ。ルナンにもイスティンのようなやつがいるとは」

「閣下！」

　その時、エルヒートの家臣であるふたりの男がケディマンの前に躍り出た。

　もちろん相手にもならなかったが、それでも一歩、敵の侵攻を遅らせる。

「このまま俺を無駄死にさせるつもりか！　お前たちだけでも早く城壁の上にのぼるんだ！　あと少しだけ辛抱してくれ。今のルナンにはお前たちの力が必要なんだ！」

　それを見てエルヒートは再び立ち上がった。槍を持ち直し、命ある限りここは通さないという決意でケディマンを睨みつけた。

　エルヒートの残りの家臣たちは互いに顔を合わせた。

　これ以上隠していては主が死んでしまう。互いにうなずくとエルヒートに向かって叫んだ。

「お許しください、閣下！　実は……先ほど伝令がありました。陛下は、すでにルナン城を捨てられました。守るべき民も守らず真っ先にルナン城から逃げ出したそうです。ローネン殿下も……閣下を待たずにルナン城を捨てたようです。ルナン城で戦っている兵士はいません。すでに空き城となり敵の手に落ちました！　ですから……閣下は退却してください！　あなたまで命を散らす必要はありません！」

　家臣たちはエルヒートに生きてほしくてそう言ったのだが。

　その言葉はエルヒートが燃やしていた生命の火を一瞬にして打ち消してしまった。

「そっ、それは、本当なのか！　どうしてそんなことを……殿下は……」

　怒りに体を震わせながら血を吐くと、エルヒートは座り込んでしまう。

　そんな簡単に逃げ出すなんて。

　ローネンに仕えたのは、王国で唯一ルナンを守ろうと努力する人だったから。

　奴隷商のことでは失望したがそれでも裏切られたとは思わなかった。

　だが、今回は違った。

「クッハッハ！　お前たちの主はそんなやつさ！　今頃気づいたのか？　無意味な忠誠だったな。まあ、気持ち悪い虫の最期にふさわしいか。ルナン城はすでに我らの総大将の手中に落ちた！　降伏しても助けてやるつもりはないから黙って死ぬんだな。俺は退屈なやつらが大嫌いなんだ」

　ついにケディマンの剣がエルヒートの胸を突いた、その時。

　失意の中でなお死を先送りにすべくエルヒートが刃を素手で握りしめて、ケディマンを睨みつけた、その瞬間。

　突然、ケディマンの部隊に向かって空から大量の矢が降り注ぎ始めた。

「何だ？」

　歩兵隊で構成されたケディマンの部隊は奇襲に驚いて後方を注視した。

　関所の上では信じられないというようにエルヒートの兵士たちが目をこすった。

「あ、あれは……！」

　エルヒートの兵士が驚いて指さしたところ。

　そこには、エイントリアンの紋章が刻まれた青い軍服！

　ケディマンの部隊を踏みにじる勢いで、鮮やかな青い鉄騎隊が戦場に向かって走りこんでくる。

「そ、そなたは……！」

　その鉄騎隊に先立ってケディマンの兵士たちをかき分け着地した男がいた。

　赤い髪に土色の剣。

　エルヒン・エイントリアンの懐ふところ刀がたな。

「我が主の命令だ。エルヒート・デマシンを救出する！」

　ジントの姿を見た瞬間、エルヒートは自分の胸を突いたケディマンの剣をさらに強く握った。

　絶対にこの命は渡さないと言わんばかりに。

　そうするほどにケディマンは完全に剣を突き刺してエルヒートの息の根を止めようと全力を注ぐ。

　だが時間をかけすぎた。

　ジントが大きく跳躍し、ケディマンの兵を超えてふたりのもとへ着地する。

　同時にケディマンへと剣が襲い掛かり、手首を切り落としてしまった！

「クアアアアッ!!」

　エルヒートに気を取られていたケディマンは不意をつかれた襲撃に腕を摑んで悲鳴を上げた。

　ジントの行いもまた一騎打ちへ横槍を入れた形だ。

　だが、ジントはまるで意に介していない。

　一騎打ちだから介入してはならない？

　そもそもジントにそんな発想は全くなかった。

　エルヒンに助けろと言われたから手段を選ばずにとにかく助けただけだった。

　命令を完遂することがジントにとっては何よりも重要だ。

　そしてジントに遅れて到着した青い鉄てつ騎き隊たいがケディマンの部隊を蹂じゆう躙りんし始めた。

　恐ろしいほどのスピードと鎧で武装した鉄騎隊の勢いにケディマンの部隊はうろたえ後退せざるをえなかった。

　ケディマンの部隊の士気は８０。訓練度は９５だった。

　そして、ジント率いる鉄騎隊の士気は９０。訓練度は９７だ。

　エルヒンがエイントリアン軍の主力として育て上げた部隊！

　士気と訓練度においてはどんな部隊にも負けるつもりはない。それだけかケディマン部隊の兵科は歩兵だから鉄騎隊に押されて当然。

　隊長のケディマンが悲鳴を上げて座り込んでしまったからなおさら！

　エルヒートはケディマンの手がぶら下がった剣を抜き取った。胸の傷からは出血していたが深く入ってはいなかった。渾こん身しんの力でマナを使い切って阻止したからだ。

　そして、槍を手に握って立ち上がった。

「グアアアッ、貴様……貴様ぁあああ！」

　憤怒しながらジントに飛びかかるケディマン。

　彼は自分の手首が切断されたことを、ジントの実力だと見なさなかった。

　ただの若造による奇襲。

　正面から斬り合えば相手にもならないと思っていたのだ。

「剣をよこせ！」

　だから兵士から受け取った剣を手にしてそのままジントに飛びついた。

　しかし、手が切断された時点ですでにケディマンの武力数値は著しく下がっている。

　ジントの剣はまるで稲妻のような神速でケディマンの胸を斬り裂いた。

「グハッ……！」

　そうしてケディマンは目を開けたまま死んだ。

　ジントは続けていつもと変わらぬポーカーフェイスで周りの兵士たちを斬り始める。
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　関所を離れてしばらく。

　ルカナとイスティンは背後から聞こえてきた剣戟の音を不審に思い道を引き返してきていた。

　そこには青い鉄騎隊と、それを指揮する赤髪の青年。

　ルカナも初めはジントのことはただの若造だと思ってあまり気に留めていなかった。

　問題は圧倒的な破壊力を見せている鉄騎隊だと。

　だが、その凄まじい速さの抜剣と剣捌きを見て考えを改めた。

　イスティンもルカナも、片手を失っていたとはいえケディマンがあんなふうに一撃でやられるとは思ってもいなかったのだ。

　イスティンはすぐにルカナの顔を見た。ルカナもその意味を理解してすなずく。

「すぐに第三軍の援護に入るぞ！　突撃だ！」

　ルカナにとってケディマンは前から気に入らない存在だった。だから、その死には一いち片ぺんの同情も感じられなかったが、それでもケディマンの兵は自国の民だ。

　見捨てるわけにはいかない。

　なにより乱入してきた敵兵の目的が分からない以上、野放しにしておけない。

　関所前の戦場でイスティンの部隊が再び合流した。

　それだけでまたもこの戦場の勢力図は変わってしまった。

　ケディマンの部隊は５万。

　イスティンの部隊も５万だ。

　合わせて約１０万。

　それに比べて鉄騎隊の数は１万に過ぎなかった。

　５万対１万までは鉄騎隊が兵科の差で優位に立てたが、いくら兵科で優位に立って歩兵に対応していたとしても、１０万対１万では話にならなかった。

　さらにここはただの平地だから地の利を活かした戦法なども使えない。

　数の優位が絶対的だ。

　今、鉄騎隊の指揮官はジントだった。ジントはただエルヒートを救うために先頭に立っただけ。

　鉄騎隊は全体的に散らばって闇やみ雲くもにナルヤの兵士を斬りまくった。

　そのため、イスティンは自ら部隊を動かして鉄騎隊の退路を半円の陣形で囲む包囲陣を選んだ。

　つまり、前には関所。そして後ろにはイスティンの部隊となるわけだ。

「ここからはイスティン様が指揮される。ケディマンの部隊は命令に従え！　今すぐ陣形を組んで戦列を整えろ！」

　さらにはナルヤの名将イスティンの出撃によって混乱に陥っていたケディマンの兵士たちまで喊声を上げ勢いを取り戻し始めた。
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　ジント。

　彼の能力は目の前の敵を倒すことに特化している。だから一騎打ちや先ほどのような奇襲作戦では非常に強力だが、指揮官としての資質は無いに等しかった。

「おい、エルヒート・デマシン、聞こえているか！」

　だが、エルヒンの命令を遂行することには誰よりも忠実だった。

「彼が言った！　もしルナン城が陥落したら、この鉄騎隊を率いてヴォルテール城に来てくれと！」

　ジントは兵士を斬り倒しながらエルヒートの目の前まで来て叫んだ。

　その言葉に改めて鉄騎隊を見るエルヒート。

　よく訓練された鉄騎隊だ。

　それは一目でわかった。

「クッハハハハハハハッ！」

　だからこの状況に思わず笑ってしまった。やはり思った通りエルヒンという男は底が見えない。

「そうか。エルヒン伯爵はこんな部隊を育てていたのか！」

　すでにルナン城は陥落した。その知らせを聞いてすべてを諦めていたが、エイントリアンの紋章を見るなり最後の力を振り絞って剣を握る。

　エルヒンがいるなら話は違ってくる！

　彼の部隊を自分が勝手に率いるのは道理に反するのではないかと思った。

　しかし、そんなことを言っている場合ではなかった。

　どう見てもまともな指揮官がいない。

　自分を助けるために送ってくれた鉄騎隊だ。そんな鉄騎隊の命まで疎かにするのはなおさら道理に反する。

　結局、エルヒートは傷つき疲れ果てた体を無理に馬上に押し上げた。

　背中の傷に加え先ほどのマナの消耗で戦うことは難しいが、指揮ができないほどに弱ってはいない。

　むしろここで奮起できなければ、生き残ったとしてもエルヒンに顔向けなどできない。

「エイントリアンの鉄騎隊はよく聞け！」

　エルヒートは馬に乗るなり散らばって戦っている鉄騎隊に向かって雄叫びを上げた。

「俺はルナンの武将、エルヒート・デマシンだ。今からしばらく君たちを指揮する。俺についてきてくれるか！」

　ルナンの兵でエルヒート・デマシンの名を知らない者などいるわけがない。

「わぁぁあああああ！」

　その声を聞いた鉄騎隊の兵士たちは一斉に喊声を上げた。

　武力９６。

　知力７０。

　そして、指揮力９２！

　生涯戦場で築き上げてきた凄まじい指揮力。

　それはユラシアの魅力度から生まれるものとも、ブリジトの王のように強圧的なカリスマと恐怖によるものとも全く違う、純粋に戦場を支配するための力だ。

「関所の兵士たちは聞け！　今すぐ関所を捨て鉄騎隊に合流する！　それと鉄騎隊は一点突破を試みるから中央に集まれ！　いいな！　ジント、君は前方で時間を稼いでくれ！」

　瞬く間に関所の兵士と鉄騎隊にそう指示を出すとジントにも命令を下した。

　エルヒートに鉄騎隊を任せた後は彼の命令に従うよう言われていたジントは愚直にうなずく。

　イスティンとルカナは十武将だ。当然指揮力はそれなりに高いものの、やはり武力を買われて登用された身である。

　戦場での指揮力においては断然エルヒートの方が上だった。

　エルヒートが指揮官となった瞬間、エイントリアンの鉄騎隊は全く別の軍であるかのように動きを変える。

「君たちを無事に退却させることができなければ、エルヒン伯爵に合わせる顔がない！」

　エルヒートはそう叫びながら、

「徐々に集合して、一点突破する！　関所内にいるものは鉄騎隊に続け！」

　彼の指揮に従い集まってしばらく身を屈めていた鉄騎隊はケディマンの部隊を突破すると、その奥で待機するイスティン部隊の包囲網に向かって突撃した。

　あちこちに散らばる鉄騎隊を個別に包囲して殲滅するつもりだったイスティン部隊は急な動きの変化に対処できなかった。

　エルヒートの指揮によって鉄騎隊の士気はさらに高まり、ケディマンとイスティンの部隊の歩兵隊はそんな敵の勢いを止めようがなかった。

　包囲陣は瞬く間に撃破されてしまった。

　しかも、その先せん鋒ぽうに立っていたのは戦鬼ジント！

　鉄騎隊が突撃する進撃路にいるナルヤの兵士たちは騎馬の威力に弾き飛ばされていった。

　凄まじい勢いの鉄騎隊に成すすべもなく突破された。

　ナルヤの兵はそれを歯嚙みして見送るしかなかった。
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「やはりすごい武将だ？　こんなあっという間に突破されるとは思わなかったですって？」

　ルカナはもどかしそうな表情で胸元を鷲摑みにした。

「追撃は？　追撃はしないんですか？」

　ルカナがイスティンに聞いた。しかし、イスティンは首を横に振った。

「すでに勢いはそがれたし、退却する騎馬隊をどうやって追いかけるのかって？　それはそうですが……！」

　ルカナがうんうん唸うなりながら髪をぐしゃぐしゃにする。束ねていた長い髪がほどけて肩下まで垂れてきた。

「我われの本来の目的は関所を占領しルナン城で総大将と合流することだから任務は果たしたですってぇええ？」

　見かけはそうだ。

　見かけはそうだが、ルカナはなぜかすごく負けたような気分になった。

　バルデスカに何か問い詰められるのではないかという思いからもどかしい気持ちになっていたルカナだったがイスティンは平然としていた。

「あの男とは戦場で決着をつけることになるから、その日が待ち遠しい？　今度は正々堂々と決着をつけたい？　ああまったくこの人は……」

　ルカナは呆れたように首を横に振った。

　イスティンは表情を変えることなく、幼少期から面倒を見てきたルカナにしか理解できないような意思疎通を終えると、関所へと進軍した。
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　ヴォルテール城。

　ルナンの西にあるのがエイントリアンだ。そしてルナン城からエイントリアンへと向かう途中にある領地こそが他ならぬヴォルテール領だった。

　ヴォルテール城まではまだ戦火が及んでいない状況。

　北部の領地はすでにナルヤの手に渡っていて、近隣の城では逃げ出す領主も多かったが、ヴォルテールの領主リカン・ヴォルテールは城門を固く閉ざしていた。

　その理由は簡単だった。

　リカンが家臣たちと酒を飲みながら酔った勢いに任せて「何があっても私はこの領地を守ってみせる」と宣言したのが禍か根こんとなった。傍ぼう若じやく無ぶ人じんな性格だったらそんなことはなかったことにできたが、リカンは極度に優柔不断な性格だった。

　国のためを思う彼の気持ちに感動したと言って意気投合した家臣たちの前で逃げようなんて言葉を口にできなくなり、こんな状況になってしまったのだった。

「閣かつ下かが仰おつしやったように、たとえ死ぬことになってもその時は我われはこの地で死ぬのです。逃亡中の死は惨みじめすぎます！」

　その言葉には逃亡中に惨めな死を遂げた王への嘲ちよう笑しようも含まれていた。もちろん、家臣たちがリカンの気持ちも知らずにそんな発言をする度に気が狂いそうだった。

「それはそうだな……」

　アルコールが入っていない状態のリカンはただの小心者。

「陛へい下かが逃亡中に捕まり斬首されたという噂が広まっています。多くの避難民がその現場を見たようなので間違いないかと」

　ルナン城から逃げ出した避難民の中には当然ヴォルテール城を通過する者も多くいた。

　もちろん、噂は自然と広がっていくもの。

　バルデスカは虐殺を行う指揮官とは程遠い人物。特に民間人に手を出すことはそうなかった。

　まあ、それとルナンの国民が避難することに大きな関係はない。

　ナルヤの占領下となれば奴隷にされるかもしれない、そんな心配をする者が多かった。

　母国で暮らしたいと思うのが普通。

「領民が逃げるのは構わない。止めるな。ナルヤを恐れて逃げる者を止めるわけにはいかないし、全員を救出できるわけでもない」

　なんとか逃走の機会を残しておくためにリカンはそう命令した。

「はい、かしこまりました！」

　そうするほどに家臣たちは一層闘志を燃やしてこう答えた。

　その時だった。

　遠くから土つち埃ぼこりが立ち始めると間もなくしてヴォールテール城へ向かってくる騎兵隊の姿が捕えられた。

「閣下！　敵です！」

　家臣が驚きのあまり叫んだ。

　リカンは驚きよう愕がくして内心ため息をつく。

　こんなに早く攻め込んでくるとは。

　逃げるかどうか深刻に悩んでいた彼だがこれでは戦えもせずに死んでしまうとしか思えなかった。

　家臣ともあろうものが逃げることを提案せずに闘志を燃やしてどうする。

　この役立たずめ！　と思いながら叫んだ。

「今すぐ全ての門を閉めろ！　急げ！」

「命がけで守ります！　さっさと門を閉めろ。この地は我われの手で守り抜くぞ！」

　何を言ってるんだ。

　今からでも逃げた方がいいって進言してこいよ。

　いくら優柔不断なリカンとはいえどやはり命が最優先だった。

　こんな最後の瞬間までプライドを守る必要はない。

　そうだ。

　プライドを守ったところで何になる。

　リカンは固く心に決めて言った。

「ここまでだ」

「閣下……！」

「あんな恐ろしい勢いで突進してくるんだ、我われも……逃げた方が……」

「騎兵隊です！　城門を閉めれば絶対的に我われが有利です！　むしろ外へ出たほうが危険では？」

「そうか……それはそうだな！　こいつめ、俺は逃げようとは言ってないぞ。その気ならとっくに逃げてたさ。阻止してやる。よし、かかってこい！」

「あれは……！　閣下！」

「今度はどうした」

　その時、家臣が首をかしげた。騎兵隊が接近してきたことで軍服の色が判別できたからだ。

「青です！　青色です！」

「何が青色だと？」

「青色の軍服です。味方です！」

「何が味方だ。なぜやつらがこっちに向かってるんだ」

　リカンは首を横に振った。ところが青い軍服であることは確かだった。

　だが、報告された前線の状況は連戦連敗。応援に来れる騎兵隊がいるはずはなかった。

「なるほど、そういうことか！」

「何でしょう、閣下」

「目くらましだ。ナルヤ軍がルナンの軍服を着て我われを騙そうとしているのだ。門を開けてはならない。開けてはならぬぞ！」

「な、なるほど。それの可能性は十分ありますね」

　リカンの言葉に家臣たちは同意してうなずく。

　城門を閉め直して戦闘態勢をとった。

「すぐに弓兵を用意しろ、我われを騙そうとしているナルヤのやつらを打ちのめしてやる！」

　そうして家臣たちが矢の雨を降らす準備を終えた。

「だが……もし本当に味方だったら……？」

「え？」

　リカンの優柔不断さがまたも発揮されてしまった。

「それは……」

「味方を殺した無能な領主となるかもしれない！」

　リカンの言葉に家臣たちは互いに顔を合わせた。

「で、では、どうしたら……」

「ひとまず待機だ。騎兵隊だけならすぐに城門を突破されることはない。まずは様子を見るとしよう。待機しろ！」

「弓兵は待機だ、いいな！」

　リカンの言葉に城は静まり返った。

　そして、ついに城門前に騎兵隊が到着した。エイントリアンの紋もん章しようが刻まれた軍服を着た鉄騎隊だった。

　城門前で足を止めた鉄騎隊の先頭にはジントとエルヒートが立っていた。

「君たちは誰だ！　どこの所属だ！」

　城門の上からリカンの家臣が尋ねた。

「ヴォルテール伯はく爵しやくか？　久しぶりだな。俺の名はエルヒートだ。門を開けてくれないか！」

「これは！　エルヒート閣下！　閣下ではありませんか！」

　リカンはすぐにエルヒートに気づいて叫んだ。

「すぐに門を開けろ！　助かった、助かったぞ！！」

　それから安あん堵どのため息を漏らした。どういうわけで彼がここへ来たのかはわからないが彼についていけばいい。

　いい口実ができたと思ったリカンはエルヒートを出迎えるために城門から飛び下りた。

「ジント、エルヒン伯爵がここで会おうと言ったのは確かだな？」

　エルヒートの質問にジントはうなずいた。かなり無礼な態度だったがエルヒンにもそうなのがジントだ。

　エルヒンは当然気にしなかった。自分に心から忠誠を尽くしてくれるなら態度がどうであろうと関係ない。

　エルヒートもまた、そんなことは気にしない男だった。

「ここで待つように言っていた。それだけだ。待てと言われたんだ、俺は死んでもここで待つ！」

　その姿を見てエルヒートはむしろ笑った。もちろん、ジントのことが気に入ったからだった。

「閣下！　閣下！」

　リカンが駆けつけてきて、その瞬間からヴォルテール城の実質的な指揮官はエルヒートとなったのは言うまでもなかった。





　　　　＊






　ルナンは確実に滅亡へと向かっていた。

　王が死んだのだから。

　むしろルナン城での決死抗戦を選んでいたら結果は変わっていたかもしれない。

　俺がロゼルンから戻るまで奮闘していた方が、生き残る確率は高かった。

　もちろん、そんな王ではないため逃亡中に死ぬことは予想していたことだった。本当に相変わらずなやつだ。

　おかげでバルデスカはルナン城、そして俺は仇討ちという大義名分を得た。

　斥候を放ち王の状況を確認してすぐに関所に駆けつけた。

　続いてジントとエルヒートが合流したという知らせを受けて、２日ほど空けてヴォルテール城へ向かった。

　いずれにせよ俺はロゼルンにいることになっていた。ルナンの王の指示でロゼルンに向かうことになったのだ。

　少し早めに出発したものの、実際にロゼルンへ行って来たということが大事だ。

　ルナンを救いたくても救えなかった忠義の将というイメージが今後必要となる。

　ルナンを危機から救うことを拒んだ領主ということにでもなれば、非難の的となるのは逃げ出した王ではなくむしろ俺だ。

　だから、ロゼルンに行ってくることが必ひつ須す。

　利用できるものはすべて利用して統一を成し遂げる！

　それがこのゲームの目的だ。ゲームを攻略するために事を進めるだけ。

　統一のためには民心が重要となるから、それを獲得するのは当然だった。たとえ卑ひ怯きようなやり方を使ってでも。

　そうして２日後に到着したヴォルテール領地。




［ヴォルテール城］

［領地民心：６０］

［ヴォルテール領地軍：３０００］

［兵科：歩兵２５００、弓兵５００］

［訓練度：３０］

［士気：３０］




［援軍］

［エイントリアン鉄てつ騎き隊たい：９３３０　デマシン歩兵隊：２８００］

［兵科：騎兵、歩兵隊］




　領地軍が３０００人。かなり少ないが当然の数値だ。ここは国境の領地ではない。兵力が多い方がおかしい。

　システムが確認させてくれた情報は予想していたものとあまり変わりなかった。

　ヴォルテール城の城壁は低かった。防御に重点を置いた城じよう郭かくではない。

　国境でも王都でもなく、主要な関所でもないから当然のこと。

　特に戦略の要衝として使えるような場所ではない。

　ここへジントとエルヒートを送ったのはもっぱら民心のためだった。

　ヴォルテール領はルナンの北部とルナンの王都からエイントリアンに向かう途中にある領地だ。

　そのため、多くの避難民が通過する領地でもあった。

　彼らの民心を引き寄せるためにはここで何かしらする必要があった。

　俺に有利な噂を作るために。

「そなたは誰だ！」

　ひとり現れて城門の前に立つ俺に向かってリカンの家臣らしき男が叫んだ。

　城門は固く閉ざされていて至る所で避難民の行列が目についた。

　城郭というのは都市の中心部だけを守るもの。だから、城門が閉まっているからと避難民が西南部に逃げられないということはない。

　攻撃をしてこないことから俺が着ている鎧がルナンのものであることに気づいたようだ。そこで身分を明かそうとすると突然城門が開いた。

　開いた城門の向こうからひとりの男が飛び出してくる。さっき城門の上で問いかけてきたあの武将だった。

「これは！　エルヒン・エイントリアン伯爵ですか！」

　彼はかなり緊張した顔つきでそう叫んだ。どうやら俺について聞いていたようだ。

「そうだ。ヴォルテール伯爵とエルヒート伯爵はどこへ？」

　同じ伯爵でもそれぞれ位階が存在する。

　現況としてエルヒートが俺よりルナンの位階において上級者であることは間違いなかった。

　まだルナンの名前が必要な俺としては、今その位階に逆らうことはできない。

　逆にリカンは俺より下級者だ。

　古代王国出身であるエイントリアンの名前がついていることで実質的に功労が認められ、位階が上がったエルヒート伯爵を除いては大半が俺よりも下級者だった。

　もちろん、それと軍隊における身分はまた別だ。

「エルヒート閣下は療養中でして、ヴォルテール閣下は間もなく到着されます！」

「そうか。それはそうと、一つ気になることがある。どうして俺に気づいたんだ？」

「それは、一緒にいたエイントリアンの家臣を名乗る男が……」

　リカンの家臣が答え終える前にわかった。

　ジントのやつ、城門の上でずっと俺のことを待っていたのか。

　それと同時に地響きを立てる駿しゆん馬めの蹄ひづめの音がヴォルテール城に響き始めた。

　俺の前に現れたのは鉄騎隊。

　およそ１万人の鉄騎兵が俺に向かって走って来た。

　そのように駆けてきた鉄騎兵は目の前に整列すると秩序正しく馬から降りては俺に跪ひざまずいた。

「領主様、お待ちしておりました！」

　彼らは俺の兵士たち。

　俺の兵士が俺を迎えるのは当然のこと。

　あまりに当然のことだが、１万の鉄騎隊が秩序整然と動く姿に気押されたのか、ヴォルテールの家臣はさらに緊張した面持ちで姿勢が強張った。

　その鉄騎隊を率いて俺のもとに駆けつけてきたのは見るまでもなくジントだった。

　ジントは馬から降りると走りながら俺に向かって叫んだ。

「任務は完遂した！」

　いきなりそう言うやつ。まあ、可愛いやつだ。

「それはよくやった。ひとまず鉄騎隊を連れて戻れ。なぜ全員連れてきた。彼らは休ませないと」

　ジントの背中をトントンと叩きながらそう言ってリカンの家臣に視線を移した。

「エルヒート閣下のもとに案内してもらえるか？」

「かしこまりました！」

　彼は大声で返事をすると俺を案内した。彼の後について移動しようとすると、リカンがあたふたと走ってくる。

　少しぽっちゃりしていて走るのがつらそうに見えた。

　まだ逃げ出さずに残っていたということは領主として評価できるが……。

　能力値はまったく冴えなかった。

「ハァハァ、あの高名なエイントリアン伯爵閣下でしょうか？」

　リカンは息を切らして聞いた。

　彼がこんなにも低姿勢なのは俺の位階が高いからという理由だけではないだろう。

　自分の領地にいる軍勢のほとんどが俺の兵士だから仕方がない。

「そうだ。とりあえずエルヒート閣下に会うとしよう」

「あっ、はいっ！」

　エルヒートはベッドに横たわっていた。関所での戦闘でかなりの深手を負っていた。

　しかし、たとえ負傷した体でも必ずここまで来てくれると俺は信じて疑わなかった。

　俺が兵士を任せれば、その兵士を全員俺に引き渡すために命までかける男。

　そんな男だから尊敬しているのであり、そんな男だから切実に登用したかった。

　ゲーム攻略を大前提として手段と方法を選ばない俺にはない本物の武将魂というものを持っている人物。

　もちろん、今すぐ登用を試みるつもりはなかった。急せいては事を仕し損そんじるものだ。これだけの武将を獲得するには慎重になる必要がある。どのみちナルヤと戦うという目的は同じだろうから、ゆっくり心を摑んでいけばいい。

「閣下、ご無事ですか！」

「来たか！」

　エルヒートはまるで子どものようにはしゃぎながら飛び起きた。

　そんなことで傷口が開いたりでもすれば大きな戦力の損失になる。

「ついに来たか！　待っていたぞ！」

「ロゼルンからできるだけ早く帰って来ましたが……すでに王都は……」

「陛下はどうなった」

「逃げている途中でナルヤ軍に捕まり……すでに……」

　一応演技を挟みつつ俺が首を横に振るとエルヒートは沈痛な面持ちで拳を握った。

「国を守ろうともせずに逃げ出しておいて真っ先にやられたか……。ローネン殿下はどうした」

「それは私にもわかりません」

「……そうか」

「閣下、公こう爵しやくなど我われを見捨てた薄情者ですよ！」

　ローネンの名前が出ると関所から一緒に退却したと思われるエルヒートの家臣が憤ふん怒ぬに満ちた顔で言った。

　正直言ってナイスアシストだ。

　おそらく家臣たちはエルヒートを国境に送り冷遇したことに大きな不満を持っていたことだろう。

　彼らはローネンとエルヒートの確かく執しつを知らないから。

　エルヒートの性格上、奴隷商に関わる裏の出来事を家臣に説明するはずもなかった。

「そのことはもういい」

　エルヒートは家臣たちに向かって首を横に振った。それから俺を見る。

「君はこれからどうするつもりだ」

　真っ直ぐな瞳で質問を投げかけてきた。もちろん答えは一つだ。

「ナルヤと戦います」

　俺が即答するとエルヒートは大声で笑い出した。

「……クッハハハハ！　まったく君は……敵は１５万の軍勢だ。あの軍勢をどうやって相手……いや、待てよ。君だからこそ可能なことかもしれないな。君だから！」

　エルヒートは包帯でぐるぐる巻きの体でベッドから起き上がった。

「では、その戦争でこの身を好きに使ってくれ。どうせ一度は死んだ身。どんな無茶な策だろうが、君に勝算があるのであれば命をかけて遂行しよう！」

　もちろん望むところだった。これは別に登用ではないが、いずれにせよナルヤとの戦争に手を貸すということはお互いの目的が正確に一致するということ。

「ひとまず動揺している民心をなだめなければなりません。このヴォルテール城を基点として多少は耐えてみるつもりです。戦場を避けてルナンの国民が西南へ避難できるようにするのです」

　その真意は西南部にルナンの国民を誘導して後に俺の民にするということだった。

　それから王もローネンも逃げ出したというのに国民のために盾となり時間を稼いでくれたのはまさにこの俺だという噂が必要。

　その噂こそが民心の把握に繋がる。

　ここでの活躍は俺に民心を傾かせるために極めて重要。率直に言うと一種のショーでもあった。

「それはどういう意味ですか？　こ、ここで耐えるなんて無理です。領地の兵力と言っても３０００。それに騎兵隊は守城戦に適した兵科でもないはずです！」

　黙って聞いていたリカンが土気色の顔で口を出してきた。

「エイントリアンに後退して他日を期すのはどうでしょう？　領地軍を率いて私も一緒に行きます！」

　つまり、逃げたいということだった。

「それは後で構わない。今重要なのはルナンに背を向ている民心を取り戻すことだ。そうすることで形勢を立て直す際に徴兵の協力を得られるようになるのではないか。無理に徴兵するのと民心を得て徴兵するのでは厳然たる違いだ」

「それは……！」

「そんなに怖いなら君はここを離れても構わない。止めるつもりはない」

　どのみち必要のない人材だから即答するとリカンはすぐに尻尾を巻いた。

「いいえ！　閣下と一緒にいるのが一番安全ではありませんか！　ですが、一体どうして……あっ！　もしかして、ナルヤのやつら、こちらへ来ずに南下を始めたのでしょうか？」

「そんなはずがあるか！」

　俺の返事にリカンは泣きそうな顔になった。

　バルデスカは絶対に俺を放置して南下するような男ではない。

　どこまでかはわからないが俺の考えを読み、常に警戒をしているだろう。

　この戦争においてイレギュラーは俺だけ。

　だからこそ必ずやつは俺を殺すためにやってくる。

　リカンはこのまま逃げ出すか、一緒にいるべきか、未いまだにおろおろと悩んでいるらしい。

　好きなだけ悩んでくれ。

　俺の邪魔さえしなければ何をしようが構わない。

　これから多くのことが始まる。

　ドロイ商会から得たナルヤに関する詳しい情報。

　そして、育てあげたエイントリアンの兵力で最大限のものを得るべき時間だ。
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　ルナン城に無血入城したバルデスカは玉座を前にイスティンを迎えた。

　玉座は王の物。

　バルデスカはその下で眉間にしわを寄せた。

「鉄騎隊が乱入したということですか？」

「左さ様ようでございます！」

「ルナンの軍神と呼ばれるエルヒートを連れて行った。厄介なことになりましたね」

「総大将、申し訳ございません！」

　ルカナはイスティンの隣で何度も頭を下げた。

「それにケディマンが死ぬとは。本当に油断ならない者たちです。しかも鉄騎隊……。一体いつの間にそんな兵を育てたのか」

　ルナンは鉄が取れる国ではない。諜ちよう報ほうにも載っていなかったからエイントリアンでも隠れて育てあげた兵のはず。

　鉄のない国で鉄騎隊を密かに育てあげるとは。

　あまりにも予想外のことだった。

「申し訳ございません。それは……不覚でした。と言ってます。総大将！」

「まあいいです。ケディマンの第三軍はランプに任せます。我が軍に大きな被害がなかっただけでも幸いです。罪は後で問うことにします。手柄を立てて罪を償つぐなうことを考えてください」

　しかし、やはり悔しかった。絶対に負けたくなかった。

　結果的にルナン城は手に入れたが何だか負けた気がするのは仕方のないこと。

　バルデスカはすぐに柱に頭を打ちつけた。

　ゴンッという音と共にバルデスカの額は赤くへこんだ。

「今度は思い通りにさせません。油断は許されませんよ。全軍をルナン城の前に整列させます。鉄騎隊が退却したというヴォルテール城に向かうのです！」

「私に行かせてください！　と言っています。総大将」

　ルカナがイスティンの意志を伝えたがバルデスカは首を横に振った。

「圧倒的に我が軍の数が多い状況で部隊を分けるのは下策。反攻の余地を与えるつもりはありません。ルナン城の守備に必要な軍勢だけを残し、全軍でヴォルテール城に進撃するのです！」

　分散して勝てる相手ではない。

　各個撃破される危険のある最悪の手を打つつもりはなかった。

　それは敵に万が一という勝利の確率を与えることに過ぎなかったから。

　必ず勝つ。戦略で勝ってやると決心しながらバルデスカは各武将に命令を下した。
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　この城壁の低い城でバルデスカの本隊を迎え撃つというのか。

　それは正気の沙さ汰たではない。

　戦略とも言えない自滅の道だった。

　１５万の軍勢がこの城を囲めば守城戦で有利に立つこともほとんどなくなる。

　育てあげた精鋭鉄騎隊は活躍することもなく取り囲まれ、攻撃を受けた後に飢うえ死じにするのが目に見えている。

　俺がブリジトで使った戦法を逆にやられるのに打ってつけじゃないか。

　それも何の準備もできていないヴォルテール城で？

　それはならない。

「閣下。エルヒン閣下。閣下！」

　だから、ナルヤを苦しめる別の方法を構想していると、リカンの家臣が駆けつけてきた。

「どうした」

「ナルヤの、ナルヤの大軍が押し寄せてきているようです！　遠くで土埃が！」

　すっかり怯えて息が絶えんばかりの顔で叫んだ。そんな状態でまともに戦えるのかよ。

「ナルヤの大軍が？　とりあえず行ってみよう」

　俺は落ち着いて答えた。

「はっ、はい！」

　なぜなら、ナルヤ軍がこんなに早く到着するのは不可能だったから。１５万もの大軍だ。

　１万と１５万の機動ではその速度がだいぶ違う。

　バルデスカが部隊を分散させたならともかく。

　ブリジトの王のように先発隊を送るだとか。

　そうしてもらえるとありがたいことだが、あのバルデスカがそうするはずはなかった。

　バルデスカはブリジト軍とはその格が違う戦略家。

　いずれにせよこの目で確認するためにリカンの家臣の後に続いて城門に上った。
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「こちらではありません。あちらです！」

　彼は慌ててルナン城のある東ではなく西を指さした。

「ナルヤ軍が西から来ると？　本当にナルヤの軍服を見たのか？」

「い、いえ、遠くからなので軍服の色までは」

　まあ、そうだろう。

　もしかしたらバルデスカが予想に反する行動をとったかもしれないため確認に来たがそんなことはなかった。

　ここへ到着するべき部隊はナルヤ軍だけではない。

　それでも確実にしておくため遠くに見える部隊にスキャンを試みた。




［エイントリアン領地軍］

［兵力：２万人］

［兵科：歩兵１万５０００人、弓兵５０００人］

［士気：９０（＋５）］

［訓練度：９５］




　言うまでもなく味方だった。エイントリアンから出発した俺の部隊だ。

　苦労して育てあげたエイントリアンの領地軍！

　２万からやっとのことで鉄騎隊を含め３万まで増やした俺の精鋭兵だった。

　士気が＋５となっているのはあの中にユラシアがいるという証明でもあった。

　士気にプラス効果がつくのは指揮力９５以上の数値を持つ武将によるハロー効果だ。

「君、ちゃんと目を開けて偵てい察さつしてるのか？　あれは味方だ」

「え？　それは……一体どこから味方が！」

「エイントリアンの領地軍だ」

「っ、本当ですか!?　味方がくるとは！」

　リカンの家臣は飛び跳ねながら喜んだ。

　今のところ他から来る味方はいないだろう。

　だが、ここで俺が健在であることを誇示し、エルヒートが一緒であることを知らせれば、まだ戦火に見舞われていないエイントリアンとヴォルテール城の間の領地の中で参戦してくる領地があるのは確かだった。

　それでも、エイントリアンを空けて全兵力をこっちへ回すことの効率性を考えれば、それは戦略の一環となる。

　この戦争で得るべきものは民心獲得のための戦略の一環。

「すぐに門を開けて我が軍を迎えるんだ」

「かしこまりました。私が行って参ります」

　リカンの家臣は浮かれて飛び跳ねながらそう叫んだ。
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　エイントリアンの部隊が到着したことで人数が増えたため直ちに避難民に食料を供給した。

　こうすれば「エイントリアンにつけば飢え死にはしない」という噂が流れて行き場を失った民が集まってくるはず。

「たくさん食べなさい」

　俺はわずかでも時間を作って、自ら民に配給を行った。

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　特にルナンでは、ここまで民を気遣う貴族などいなかっただろう。

　おかげでこうして心から感謝の意を表する人がほとんどだ。

　だが、避難民にも様々な人間がいる。

「これだけですか？」

　戦争中にもかかわらず、それも貴族の前でそんなことを言う傲ごう慢まんなやつもいた。

　あるいは普段から不満を持っている貴族への当てつけか。

「それだけです。後ろの人のことも考えてください。避難民が溢れかえっていて、これでもせいいっぱいなんです」

　そんな時は隣でユラシアが強く言い聞かせた。

　念の為ロゼルンまで侵攻されたときのことを考えてロゼルン王国で待機してもらっていたが、こちらの読み通りナルヤ軍はルナンの占領で足を止めていた。

　なのでまた単身俺の元に戻ってきていたのだ。

　民を第一に考える王女様だから、配給の手伝いも自主的に参加してくれた。

　彼女の言葉に、皮肉を言っていた人たちは何も言えずに黙り込む。

　ある程度回復したエルヒートも配給に参加した。彼は自らの領地の全資産を寄付することにしたがそれは意味のないことだった。

　彼の領地はルナン南部にあり、今すぐにそこから物資を運んでくることは不可能だったから。

「無理せず休みながらやった方が……。まだ完治していないのですから」

「大丈夫だ。俺ひとり休むわけにはいかない。こんな状況で配給とはな」

「兵糧でしたら心配いりません」

　兵士たちの食糧を心配しているのかと思って答えたが、エルヒートは首を横に振った。

「そういう意味ではない。君には感服した」

「何を仰るんですか。とにかく休んでください。戦場で活躍していただくつもりです。ここで体力を使い果たしてしまっては困ります」

「ハッハッハ！　それもそうだな。わかった、そうしよう！」

　ここを通過する避難民はルナン北部とルナンの王都から流れ出る人口の一部だ。

　避難民はルナン南部と西南部の二方向へ流れたはず。

　西南部へ向かった人たちはルナンに広まる俺の噂を聞いただろうからなおさら気を遣う必要があった。

　逆に言えば、延々と続くはずのない流入でもあった。

　そう、確かに終わりはあった。

　だからここでは適当に時間を稼いで民心を得てから後退するのがベスト。

「ユセン」

「はい、閣下！」

「部隊を率いて少しの間ヴォルテール城を出ようと思う」

「ヴォルテール城からですか？」

　俺はこの戦争における最初の戦略をユセンに説明した。
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　ナルヤの１５万の大軍はヴォルテール城に向かって進軍していた。

　バルデスカは歩兵部隊と騎兵隊を分けることもなく全員同じ速度で進軍を命じた。

　そのように進軍しているバルデスカの本隊に偵察隊が戻ってきた。

「エルヒンが出て行ったと？」

「はい。エイントリアンの部隊がヴォルテール城で合流すると鉄騎隊を率いて城の外に出て行きました」

　その言葉にバルデスカは眉をひそめた。

　なぜ突然出て行ったのだろうか。

　それにエイントリアンから大規模な軍勢が移動してきたというのも変だった。

　領地が手薄になってしまう。

　どういうつもりだ？

　バルデスカは地図を広げた。エイントリアンを守る最低限の兵力は残してあるだろうが、こうなるとエイントリアンを攻撃することは極めて容易になる。

　ヴォルテール城で戦おうということか？

　一体狙いは何だ。

　ヴォルテール城を孤立させるのは簡単だった。

　１５万の大軍で包囲すれば二日も耐えられないような城だ。

　イスティン、ルカナ、ランプなどの十武将とバルデスカの家臣たち、そして参戦したナルヤの貴族たちが互いに顔を合わせた。

　バルデスカが深刻な顔で悩み出したからだ。

「総大将、追撃隊を編成しますか？」

　そこでランプが質問を投げかけた。

　だが、バルデスカは首を横に振った。

「いいえ。予定通り進軍します。ヴォルテール城には早く着くほど良いのです」

　奇襲でこっちの士気を下さげようとしているようにしか見えなかった。または補給を断つだとか。

　しかし、ルナン城を占領したため補給路が断たれることなどそうそうない。

　もしあの程度の兵力でルナン城を落とす気でいるのなら、あまりに愚ぐ策さくといえる。

　ヴォルテール城の主力部隊をナルヤに捧げる結果にしかならない。

　もちろん、そんなはずはないだろう。

　だから考えられるのは奇襲くらいだ。

　ただ全く解せないのは、なぜヴォルテール城に踏みとどまっているのかということ。

　ヴォルテール城だろうがエイントリアン城だろうが、孤立させてその戦いに勝利すればいいだけなのだから、戦場がどこになろうと構わない。

　むしろヴォルテール城は城壁の高さもなく防御面でかなり不安が残るだろう。

　わざわざそこで戦う理由が理解できずもどかしかった。

「ブリジト方面にいるルナン軍が参戦する時間を与えるつもりはありません。援軍が来ても我が軍の方が兵力は多いですが……できる限り不確定要素は排除しておきたい」

　情報によればブリジト方面にいる兵力は５万ほど。しかも、その全軍がやってきた瞬間、ブリジトの支配権を失うことになる。

　四方で分裂し、ルナンとブリジトの領地はすべて所有者がいなくなるということ。

　いずれにせよ圧倒的に有利なのは自分だった。

　さらに、ブリジトの援軍とエルヒンを合流させるつもりもなかった。

　エイントリアンでの戦いですぐに決着をつけられる戦略を用意してきたのだから！

「まあ、とにかく、包ほう囲い殲せん滅めつするのが最善です」

「閣下、第四軍はまだ隠しておくおつもりで？」

「彼らがエイントリアンに退却したその瞬間、第四軍が動きます。私にはどう考えても彼らがヴォルテール城に長く居るとは思えません」

　どんな作戦があるのかは到底わからなかった。

　ヴォルテール城にいようがエイントリアンにいようがエルヒンに有利なことは何ひとつなかった。

　彼らにとって有利な地形があるわけでもない。

　むしろ、地形を利用するなら関所周辺の地域やルナン城で戦うべきだ。

「動揺する必要はありません。このまま進軍します」

「はい、閣下！」

「おそらく、５０００人の騎兵隊で奇襲をかけてくるでしょう。徹底した備えを忘れないでください！」

　バルデスカの命令によってナルヤの１５万の大軍による進軍は続いた。
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　エイントリアン軍の構成はかなり定石から外れている。

　騎兵が定石よりも多いため防御よりも攻撃に特化していた。加えて攻城戦にも適していない。

　騎兵は平地でのみ威力を発はつ揮きする部隊である。

　それでも歩兵隊の育成よりも無理して１万にもなる騎兵隊を育成したのは何よりその機動力が必要だと考えたからだ。

　元々ナルヤの方が兵が多く、自分とエルヒートの部隊以外はまともに機能しないであろうことも織り込み済み。

　つまり圧倒的な兵力差が前提であり、そのため籠城戦などは端はなからあり得ない。

　エイントリアン領に戻ったとしても結局は孤立する。

　もちろんそれなりに持ちこたえられるだろう。その程度の食糧さえ蓄えておけば、ルナン城ほどではなくてもエイントリアンの城壁ならかなり長い間耐え忍べる自信はあった。

　だが結局は消耗戦。

　ルナンを滅亡させた上に何も得られず何もできないまま大陸統一という夢は遠くへ消えていくだろう。

　だから今回の戦争のポイントは、いかに進軍途中のナルカ軍の兵力を削れるか、ということだった。

　できるだけ敵を苦しめながら進軍の速度を落とさせるつもりだった。

　そうするほどに多くの避難民がヴォルテール城を通過し、噂を耳に挟むだろうから。

　ナルヤの１５万の大軍に騎兵隊がいないわけではない。だが、バルデスカは各個撃破を受けまいと全員同じ速度で進軍させていた。

　つまり、一般歩兵と同じ速度で動いているということだ。

　俺は鉄騎隊を近くで待機させ、ジントと一緒に敵の軍勢を偵察するために近隣の山に登った。

　１５万の大軍にもなるとその進軍は当然ながら目立つ。隠密に進撃できる規模ではない。

　彼らの陣形は複雑だった。

　先頭に騎兵隊。

　その後ろに歩兵隊。

　そして、真ん中に補給隊とそれを守るもう一つの騎兵隊。

　進軍の配置を見ただけでも群れで動いているのは明らかだった。一丸となって動こうという空気が充満していた。

　征服戦争に乗り出しただけあって攻城戦のための歩兵隊中心の編成だ。歩兵は１０万、そして５万の弓兵と騎兵だった。

　群れで動くのは奇襲に対して有効。まさに優等生の戦略だ。

　だが各個撃破のチャンスは敵が各個で動いてくれる時だけに生まれるのではない。

　むしろこうして群れで動いてくれることが今は弱点となりうる。

　それを可能にするのが機動力であり、敵の統率力の弱さだ。

　ブリジトでの俺の戦術はやつも聞いているだろう。それに怖おじ気けづけばさらに俺にチャンスが回ってくる。

　肝となるのは第三軍だった。

　ケディマンの死と突然変わった指揮官によって内部の結束がうまくいかず士気が落ちた状態。

　つまり第三軍は本来のナルヤ軍ほどに統率は取れておらず、奇襲によって混乱を招けばその影響は全体へと広がっていく。

　第三軍のいる場所は進軍する敵の隊列の後方だった。

　やるべきことは、機動力を最大限に生かしたヒットアンドアウェイ。

「ジント、２０００人の騎兵を率いて第三軍の先頭部に突撃しろ。突撃するだけでいい。突撃の勢いで目の前の敵を倒したらそのまま突っ切って離脱しろ！」

「わかった！」

「ユラシア、君は２０００人の騎兵を率いて第三軍の中間部に突撃してくれ。ジントと同じように突撃したまま反対側に抜けるんだ」

「わかりました！」

　第三軍の先頭部と中間部を騎兵隊による突撃で一時的に分断すれば、その間の軍勢は瞬間的に孤立状態になる。

　４０００人の騎兵が突撃している間に俺が６０００人の騎兵を率いて分断された軍勢を搔き乱す。

　つまり、これも各個撃破戦術だった。

「よし、突撃するぞ！」

　特にこれは宿営時ではなく敵が順調に進軍している時にこそ効果が発揮される。

　歩兵隊を攻撃する時は騎兵である俺たちの方が機動力は圧倒的。

　敵が抜け出した騎兵隊を追撃しようとすれば好都合。

　そのまま引き寄せ撃破すればいい。

　俺の命令に従って１５万の大軍の隊列の後方、第三軍のエリアにジントとユラシアがそれぞれ突撃して行った。

　平地であるがゆえにその突撃は後方の戦列からは丸見えであり、後方部隊はすぐさま臨戦態勢に入る。

　だが前方は軍が巨大すぎるが故に気づかない。あるいは歩みを止められない。

　おかげで前方との間にずれが生じて戦列が一瞬分断される！

「間髪入れずに続け！」

　そして、その分断されて一時的に孤立した第三軍に向かって俺は６０００人の騎兵を率いて突撃した。

「わぁぁあああああ！」

　強力な士気が伴った６０００人の騎兵が第三軍の歩兵隊を踏ふみ躙にじり始めた。




［分断されたナルヤ第三軍］

［兵科：歩兵２万］

［士気：６０］

［訓練度：９２］




　ジントとユラシアが各自突撃して分断した中央部分。

　そこが一時的に分断されたナルヤ第三軍となった。

「突撃しろ。目に見える敵は皆殺しだ。それからここを離脱するぞ！」




［エイントリアンの鉄騎隊］

［兵科：鉄騎兵６０００］

［士気：９３］

［訓練度：９７］




［ナルヤ第三軍歩兵２万］

［エイントリアン鉄騎隊６０００］

［戦闘地形：平地］

［兵科優位：鉄騎兵　攻撃力５０％上昇］

［士気ボーナス：攻撃力５０％追加上昇］

　平地での戦いだ。

　一般歩兵と鉄騎兵が平地で戦うと兵科の優位性に大きな差が生じる。

　数はナルヤ第三軍の方が多かったが圧倒的な鉄騎隊の優位性により敵は次々と倒れた。

　第三軍の中間部は現在ユラシアの突撃によって分断された。

　そしてユラシアの部隊を攻撃しようとして戦列が崩れたはず。

　俺はジントとユラシアが断ち切った部分に襲いかかった。

　そして、現在第三軍を率いる十武将のランプは分断された最後尾にいたため、彼が助けに来る頃にはすでに俺たちはこの場から離脱した後となる。




［ナルヤ第三軍１万５０００］

［エイントリアン鉄騎隊５７００］




　戦いが始まるとすぐにナルヤの第三軍は狼狽うろたえて５０００人の死傷者を出した。

　奇襲でもあるが、これこそが兵科による攻撃力の優位性から生まれた効果！

　もちろん、ナルヤの第三軍もしっかり訓練された兵士たちで戦列を整え対抗し始めたが、

「退却しろ！」

　これ以上戦いを続けるつもりはなかった。奇襲は敵の虚を衝く初撃にのみ意味がある。

　長居すると今度は挟きよう撃げきされてしまう。

　ジントとユラシアのそれぞれの部隊も離脱した頃だろう。

　だから俺もここを離脱！

　あくまで一撃離脱が原則。

　それにこれは単発の戦略ではない。

　これからヴォルテール城につくまで可能な限りの奇襲を仕掛ける。

　そして敵は知っていながらもそれを防ぐ術すべがなかった。

　追撃隊を編成した瞬間、群れで進軍する意味がなくなるわけだから。

　１５万の大軍の長い隊列。

　その隊列のどこをいつ分断するかは俺たちが選ぶ。敵は２４時間ただ気を張って待っているしかない。

　だからといって、大勢に影響を及ぼすほどの被害を与えることはできないが……。

　おそらく、この最初の奇襲による被害が一番大きいだろう。

　その後からは警戒を強めるだろうから激しく対応してくるはず。

　だが、これによって敵の士気は大幅に下がるだろう。

　どこまで士気を削れるかがこの作戦のカギだ。
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「おい見たか？」

「ああ、見たさ。あちこちでエイントリアンの騎兵隊が……ナルヤのやつらをぶっ倒してた！」

　奇襲を行うエイントリアンの鉄騎隊の姿は各地で目撃されていた。

　そしてエルヒンの読み通り避難民の間ではいろんな噂が出回り始める。

　一度口の端はに上のぼった噂はどんどん誇張されていく。

「みんな逃げ出したけどエイントリアンの領主様だけは戦ってくれたとか」

「たしかにな。王様まで逃げ出したっていうのに！」

　王についてはあちこちで罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛び交っていた。

　ただでさえ国民を顧かえりみることのなかった王だ。それに最悪の選択をして無ぶ様ざまに死んでいったのだから。

　ルナンがこんな状況になってしまったという怨えん嗟さの矛先は王に向けられた。

　当然、その見返りとしてエルヒンに対するいい噂は次第に膨らんでいく。

「じゃあ、エイントリアンの方へ避難すべきか？」

「その方がいいと思う」

　おかげでエルヒンを信じて頼りにしようとするルナンの国民はさらに増えていた。
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　バルデスカは頭を机にガンガン打ちつけていた。

　エルヒンの鉄騎隊による襲撃はわかっていても止められない。

　攻撃され脆ぜい弱じやくになった箇か所しよがさらに痛めつけられる。

　かといって部隊を編成し直せば今度は軍全体の統率が取れなくなる。

「今度また来たらすぐに追いかけて徹底的に潰します！」

　ルカナは憤ふん慨がいして叫んだ。

「我われにも騎兵隊がいるではありませんか。あいつらめ、攻撃しては隠れやがって……追撃をするべきです！」

　最も被害の多い第三軍を率いるランプもそう主張した。

　もどかしいのは他の武将たちも同じだ。

　全軍の武将が憤いきどおっていた。

　額を打ちつけていたバルデスカが立ち上がって武将たちを落ち着かせる。

「いけません。それは絶対になりません。この怒りを抑えきれず軍を分けるようなまねをすれば、それこそ敵の望むところとなるです。今はただ耐えるしか……」

　それぞれの奇襲で見れば被害は大したことはない。

　しかし、それが連日累るい積せきされ無視できない被害となりつつあるのも事実だった。

　１５万だった大軍が進撃しただけで１４万に減ってしまったのだ。

　すぐに適応したことで兵力への被害そのものはあまりないとはいえ、どこから鉄騎隊が現れるかわからない状況に上は指揮官から下は一介の兵士まで全員が悩まされていた。

　普通なら、怒り狂って追撃隊を編成し最後まで追いかけるだろう。だが、それを実行するとその途中でまた別の待ち伏せ攻撃に遭って追撃隊の兵力まで失ってしまうというわけだ。

　人の怒りを利用する戦略でもあったが、当然にもバルデスカはそれに耐えた。

「軽挙妄動せずに慎重に動きます。積もり積もった怒りはヴォルテール城に着いてから発散しましょう。どのみち明日にはヴォルテール城に到着します。抑えていた怒りは全部その時にぶつけてください。いいですね？」

「はい、総大将！」

　バルデスカの地位は絶対的で尊敬される公爵。だから誰もが彼の言葉にうなずいた。

　そして、その翌日。

　バルデスカの１４万の大軍は怒りを抑え込み慎重に動いたおかげで進軍中に隊列を崩すこともなく、ついにヴォルテール城の前に到着した。
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　ヴォルテール城。

　全員が集まった作戦会議で俺は当然のことを宣言した。

「ヴォルテール城を捨てる」

　ここで踏んばれば自滅の道を歩むことになる。

　何もせずに退却するのと敵を揺さぶってから退却するのでは大きく違う。

　敵の被害もそうだが、何より戦う意志のある撤てつ退たいをすることは民心を高く保つために必要だった。

　それをある程度達成したから後あとは速すみやかに撤退するのみ。

「それは本当ですか！」

　ヴォルテール伯爵は若干嬉しそうな顔で声をあげた。彼もここで戦えば死ぬだけだと思っていたようだ。

「そうなると、我われはどこへ？」

　もちろん、すぐに様子を窺いながら別の質問を投げかけてきたが、それは他の人たちにとっても疑問だった。

　エイントリアンの家臣を除いた他の人物たちの疑問。

「ナルヤの大軍は１４万。そして、俺たちの兵力は約３万だ。他の領地から応援が来るとしてもその兵力は多くて３０００から５０００。結局は絶対的に劣勢だ」

　事実上、何をしようと自殺同然の状況ではあった。

　ルナンの北部とは違ってこっちには地形的な利点がほぼない平地ばかりだから。

　あちこちにあるのは利用できない丘レベルの野山ばかりだった。

「エイントリアンに退却する」

　結局、向かうべき場所は決まっていた。他の場所に移動するという選択肢はそもそもなかったから。

　当然ながらすでに俺の戦略を知っているエイントリアンの家臣たちは互いに顔を合わせてうなずいたが、後から合流したエルヒートたちは不審な顔でこっちを見ている。

「では、ついに作戦開始ですか？」

　ユセンの質問にうなずくとエルヒートが堪らず言った。

「その作戦とは一体何だ？　いい加減俺にも教えてくれたっていいだろう」

　その件についてはひとまずエルヒートに説明が必要だった。

　とにかくこの作戦が成功すれば、俺はついに領主というステージを卒業して自分の国を作り、この大陸での群ぐん雄ゆう割かつ拠きよに飛び込むことになる。

　全てをかけた作戦でもあった。
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　ヴォルテール城から少し離れたところに駐屯地を編成し、バルデスカは直ちに偵察隊を送った。

「総大将！　何だか様子が変です！」

「変ですと？」

「城内が異常に静かです」

　ヴォルテール城は平地にある。そのため攻めるのはたやすいが、近づいての諜報活動は難しかった。

　ここでは偵察隊がすぐに見つかり弓兵に追い返されるの繰り返し。

　それに、今では避難民も疎まばらとなり、その群れに偵察隊が紛まぎれることもできなくなってしまった。

　特にエルヒンが復帰して斥候を排除してからは情報収集もできなかったため、近くまできてようやく城が空いていることに気づいたのだ。

　報告を受けるバルデスカは眉間にしわを寄せた。

「静かだと……？　どういうことだ！　詳しく説明しろ！」

　もどかしげな様子でランプが問い詰める。

「城壁に旗は立っていますが、門は閉ざされ兵士たちの姿は見当たりません。まるで空き城のようです！」

「空き城だと？」

　ランプがルカナを見た。

「やはり。最初からあの低い城で戦うつもりはなかったんです。鉄騎隊で我われを分断し奇襲するのが目的だったのでしょう。第二軍は梯子を使って城門を上り城内を偵察してください。最大限の注意を払うのです。城を燃やす火攻め作戦の危険があります」

「かしこまりました！」

　ルカナが返答し、イスティンはそれにうなずくと部隊を率いて城門へ向かった。

　だが、空き城ということを聞いたナルヤ陣営ではさらに怒りが沸き起こるばかり。

　これまでの怒りをヴォルテール城にぶつけるつもりだったが、そこには相手がいないという虚脱感と共に行き場を失った怒りは収まる気配がない。

　そのため、家臣たちは空き城でないことを願ったが、戻って来たルカナは激怒した顔でバルデスカに報告した。

「総大将、空き城です！　何もありません！」

　それを聞いた家臣たちは強く唇を嚙みしめた。

「そうですか」

　もちろん、バルデスカだけはいつものように落ち着いていた。

「隊長は念のため城内を調べてくるとのことでしたが、火攻めの危険はなさそうです。油を撒いたり薪たきぎを集めた形跡もありません」

「わかりました。偵察が終わり次第、城門を開けてください」

「はい、総大将！」

　バルデスカの命令により間もなくしてヴォルテール城の門が開放された。

　だが、城内にはやはり誰もいなかった。そこで得たものといえば快適な寝床くらい。

　何の物資も手に入らない空き城。

　それだけか、すぐにエイントリアン軍を追うべき状況でその快適な寝床も意味がなかった。

「まあ、重要な城でもないので予想はしていましたが……何の策略もなしに退しりぞくとは」

　何かしら罠が仕掛けてあるはずだと思っていたバルデスカだったが、家臣たちの考えは違った。

「総大将、彼も人間です。過大評価しすぎなのでは……？」

　命令だから従ってはいるものの、実際のところ十武将たちはエルヒンに神経を尖らせるバルデスカを意外に思っていた。

　ナルヤの王も同じだ。

　前回の戦いでバルデスカが負けたのは、まともな武将を同伴しなかった上に油断したことが原因だと思っているため、十武将を帯同した今回は違うだろうという考えだった。

　考え方が違うのは徹底的にやられた経験のあるバルデスカだけ。

「とにかく、直ちに敵を追撃します。みなさんの怒りは行き場を失いましたが、私はむしろこの時を待っていました。エイントリアンの軍隊が再び領地へ帰って行くこの時を。まさに今、退却している今こそがチャンスです。前後から挟み撃ちして追い込むのです！」

「では、ついに第四軍が……？」

　ランプとルカナの質問にバルデスカはうなずくと地図を指し示した。

「おそらく、エイントリアンまでは退却を続けるでしょう。彼がどんな戦略を使ってくるかはわかりませんが……私は自分の戦略を信じます。この辺りで前後から攻撃しましょう。その後、残りの兵士がエイントリアンへ入り、エイントリアン城を攻め取るために準備したマナの陣で撃破します。彼はもう逃げられないというわけです」
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「陛下、我われもそろそろ準備すべきかと。このままナルヤがルナンの南部まで征服してくれば、次に狙われるのはロゼルンの領土です！」

　尻に火がついたロゼルンの王宮は騒がしかった。

「姉上から援軍の要請は？」

「今のところ女王殿下からは何の連絡もありません。陛下、それよりも今の我われに援軍を送る余力はありません」

「でも……エルヒンがいるではないか。彼ならきっとまた守ってくれるだろう」

　幼い王はそう言ったが貴族たちはかなり動揺していた。

「彼の判断でルナンに約束の物資を送らなかったことは正解でした。そのおかげで、ナルヤにルナンと断交したと言えるようになったわけですから。だから、これを機にエルヒンとも縁を切ってナルヤと良好な国交を築くべきでは？」

「いくらこんな状況だからとはいえ、よくもそんなことを！」

　王女派の貴族たちが立ち上がった。

　すると、国王派の貴族たちもそれに反発し、すぐに喧けん々けん諤がく々がくの議論が始まった。

「ブリジトとナルヤは違います。ナルヤにはブリジトのガネイフのような武将が１０人もいるのです。それに、十二家門出身で天才戦略家のバルデスカ公爵もいるわけですから、万が一に備える必要があるということです！」

　いくら議論しても結論の出ない話だった。

　結局、もう少し戦況を見極めてから結論を出すという慎重論に落ち着いた。
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「また後ろにナルヤのやつらが！　俺たち完全に追われてるみたいです。あいつら、他の城には見向きもしません。しつこいやつらだ。ルナンの他の領地を占領する気はなさそうでは？」

　ギブンはうんざりした顔で叫んだ。

「まったく、油断も隙すきもないやつらだ」

　その隣でユセンもうなずいた。

「ナルヤの総大将は前回の戦いで俺にやられまくったからな。俺を片付けないとまたやり返されると思ってんだろ」

　俺もギブンとユセンに同感だった。

　むしろ俺のことを見下して油断でもしてくれたら少しは戦いやすくなるのに、圧倒的に優勢な大軍を擁ようしているにも関わらず、まるで自分の方が劣勢であるかのように慎重に動いていた。

　おかげで鉄騎隊で少しは被害を与えたものの予想したほどの傷は与えられなかった。

「まあいい。油断してくれないなら、逆にそこを利用すればいいだけだ」

　ナルヤの侵攻からルナン王国を守り貴族として生きていく。そんな状況だったら、ルナンの全兵力を結集してルナン北部の関所とルナン城でナルヤの攻撃を阻止することはそこまで難しくないかもしれない。

　だが、そうなると俺は相変わらずのあの王とローネンに利用されるだけの貴族に過ぎない。

　だから人の手を借りてでもルナンを滅ぼす。後に独立するためにはこうして険しい道を行くしかないのだ。

　この難局を乗り越えてこそ正当な俺の勢力が生まれる。

　ルナンが滅亡し、周りの国にその土地を狙われている状況でエイントリアンを守ろうとしても、あちこち敵だらけな上に地勢的にも四方に開けているため何一ついいことはなかった。

「計画通り、エイントリアンで決着をつける！」

　俺はエイントリアンの広い平原を指さした。

　ここから誘導作戦を展開するつもりだった。

　そうして俺たちは決着の舞台に急いだ。

　現在、俺の総兵力は約３万３０００人。

　見方によっては少ない兵力かもしれない。

　だが、戦争ではまず戦場を決めて戦いに備えることが大事で、俺たちは一日かかるほどの距離をナルヤ軍よりも先に退却した状態だった。

　そうでなくても騎兵が多い俺たちの方が進軍速度が速かったが、俺はわざと速度を落とした。

「閣下！！！」

　そのようにゆっくりとエイントリアンへ向かっている時だった。

　エイントリアン城に残っていたベンテが駆けつけてきて叫んだ。

「ハァハァ……。大変です、閣下！！！」

　そそっかしさはギブンと一二を争うやつだ。俺の目の前まで来ると馬から飛び下りて報告した。

「ベンテ？　城を守備しているはずだろ、なぜここにいるんだ」

　ハディンとエイントリアン城を守っているはずのやつがここまで来るとは……。

　俺の後ろにいたユセン、ギブン、ユラシア、そしてリカンやエルヒートらもかなり驚いた顔をしていた。

　ジントは別に興味なさそうだが、それはいつものこと。

「ナルヤ軍です。ナルヤ軍が国境を越えて攻め込んできました。今こちらへ進撃しています！」

「ナルヤ軍が？」

「はい、閣下！」

　俺の問いにベンテは大きくうなずく。仰天したユセンがそんなベンテに聞いた。

「いや、ナルヤ軍は我われの後方にいるはず……まさか、また別の軍隊がいたのか!?　ベンテ、そうなのか？」

「そういうことです！」

　ベンテは激しくうなずいた。

「進路から推察すると目標はエイントリアン城ではありません。閣下がいらっしゃるこちらへ向かっています！」

　俺以外はベンテの話に衝撃を受けたのか全員啞あ然ぜんとしていた。

　ベンテの話が本当なら前後からナルヤ軍に挟撃されることになる。啞然とするのも当然だ。

「くそっ！　やっぱり……最初から逃げるべきだったんだ……」

　リカンはうっかりとそんな言葉を吐き出すと、すかさず両手で口を塞ぎ縮こまった。

「だから何だ。いずれは戦う相手だ」

　エルヒートは槍を持ち直しながら淡々と言った。

　俺は最初から予想していた。

　だから、わざと進軍速度を落としたのだ。

　前後から挟み撃ちに遭うことでナルヤ王国の全兵力が俺たちの前に姿を現すことになるから。

　そのためにドロイ商会を動かした。確かな情報を得るためにナルヤの貴族たちを脅迫して莫大な金も費やした。

　脅しの対象は不法に奴隷を買い付けていた貴族たち。

　彼らを通じて得られた情報は、この征服戦争でナルヤが動員した総兵力数だった。

　その数、約３０万。

　ところが、ルナンの北の国境を越えてきたのはわずか１５万だった。残りの１５万はどこへ行ったのか。

　情報によれば、１０万の兵力を率いて皇帝自ら他国の占領に向かったとのこと。そうなると残りの５万は？

　５万という数字。

　その兵力はどこに隠れているのか。

　俺の予想通りだ。だから、進軍速度を落としたのも正解だった。

　わざと挟み撃ちに遭うその理由は簡単だ。

　どうせなら一撃でナルヤ全軍を撃破した方がいい。

　だから、こうして一カ所に集まってくれるのを待っていた。

「新たに現れた敵の基本兵科は」

「騎兵と歩兵隊です。前に騎兵隊、後ろに歩兵隊といったごく一般的な陣形で進軍中です！」

　戦略とは言い難がたい一般的な陣形だった。

「閣下、鉄騎隊でいきますか？」

「いや、まずは歩兵でいく。魚ぎよ鱗りんの陣を組むつもりだ！」

　歩兵隊で魚鱗の陣を組む。

　魚鱗の陣とは、歩兵隊が矢印の形に配置されるもので、先端部分にいる歩兵隊が全滅しても次の列にいる歩兵が敵を相手し、敵の騎兵が中まで入りこんでくればそのまま包囲できる陣形だった。

「承知しました！」

　念入りに訓練させた兵力だけあって瞬時に陣形の変形が行われた。

「弓兵隊は魚鱗の陣の前で布陣したまま待機し、敵が現れた瞬間に矢を放つ。そしたら素早く後ろへ下がり、今度は魚鱗の陣の歩兵隊が敵の騎兵を迎える。ユセンは魚鱗の陣を、ギブンは弓兵隊を頼んだぞ！」

「はい、閣下！」

　ふたりに指示を出した後、ジントに視線を移した。

「君は俺と一緒に敵将を訪ねよう」

「了解！」

　そこまで命令を出すとエルヒートが呆ぼう然ぜんと俺を見た。

「俺は何をすれば？」

「閣下はまだ体調が万全ではないので、とりあえず……」

「何を言ってるんだ。もう治ったも同然だ！」

　エルヒートはきっぱりと言った。実はそう言ってくれるのを待っていた。

「では、鉄騎隊の指揮をお願いできますか。敵の騎兵隊が魚鱗の陣と激突したら大きく後ろに回って敵の後方を急襲してください」

「その任務、必ずやり遂げよう。行くぞ！」

「はい、閣下！」

　エルヒートの家臣たちは大きくうなずき彼の後に続いた。

　ただ、一つ問題がある。

　新たな敵の部隊を率いる武将が果たして誰なのか。

　これは最も重要となる問題だ。

　何だか悪い予感がした。

　あれだけ部隊を分けることはしなかったバルデスカだ。

　そんなバルデスカがわざと分けた部隊。

　つまりフランが最も信頼している武将だといっていいだろう。

　今最も俺が恐れているのは、こちらに大きな被害が生じること。

　少なくともフランの部隊が合流するまでは意図的とはいえ退却できない。

　我が軍が被害を被こうむる状況は避けたい。

　むしろ、本隊が到着する前に新たな部隊を撃破することが最高のシナリオだ。

　その後、フランの部隊を撃破すれば２０万というナルヤの兵力を一気に撃破できるから効率もいいだろう。

　だが……それを奴が察していないわけがない。

　考え込む俺に、ユラシアが声をかけてきた。

「エルヒン、どうかしましたか？」

「何だか悪い予感がして……」

「悪い予感？」

「まあ、どのみちやれることは変わらないから問題ないが。もし俺の計画が失敗したら君はすぐにロゼルンへ帰るんだ。ここでは死んではならない」

　もちろん、失敗する気はない。それでも俺の戦いに巻き込まれて命を落としてほしくはないためそう言ったが、ユラシアは俺の話を聞くなりロッセードを手にして俺の顔の前で構えた。

「またそんなこと言って！　今度は本当に刺しますよ！」

　声とは裏腹に、とても寂しそうな顔だった。

「俺が戦場で死んでも君には生きて帰ってもらわないと」

「ロゼルンを捨ててあなたについてきたんです。今さらそんな簡単に帰れる場所ではありません。私はもうロゼルンの人間ではないのです。あなたが見せてくれると約束した世界を見るまで離れるつもりはありません。たとえ一緒に死ぬことになっても！」

　その言葉は本当に嬉しかった。

　一緒に死ぬと言ってくれる人がいるなんて幸せなことだ。

「わかったから剣を下ろしてくれ。二度と言わないから」

「わかってくれたなら、それでいいんです」

　ユラシアは唇を嚙みしめながら剣を下ろした。まだ何か言いたいことがある様子。

　まあそれはこの戦いの後で聞くことにしよう。

　まずは計画を成功させないと。

「ジント」

「俺も同感だ。俺の命はとっくの昔にあんたに預けてる」

「何言ってんだ。ミリネのためにも生きないでどうする」

「それは……」

　ジントは少し言いい淀よどんで、

「あんたの代わりに俺が死ぬ。ミリネのことならあんたが面倒見てくれるだろ。それで十分だ！」

　こう言った。

　ユラシアもジントも本当に嬉しいことを言ってくれるやつらだ。

　我が軍の中でも本気で命を預けられるのはこのふたりだけ。

　知り合いが誰もいない世界でひとりぼっちだった俺にこんな存在ができたということに感無量だった。

　とにかく今はまだこんな所で死ぬつもりは毛頭ない。

　その自信もある。

　ただ、ここから先はゲームの記憶にない歴史。先のことが予測不可能だからか少し感傷的になってしまった。

　自分を信じて戦うしかない。

「ジント、ユラシア。それぞれの持ち場から突撃しろ。俺も一緒に進む」

　もちろん、俺の目的は敵将を確認すること。
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「今頃、第四軍はエイントリアンの領地軍と遭遇したかと」

「そうですね。あいつらのことですから、エイントリアン軍を攪かく乱らんしていることでしょう」

「もちろんです」

　ルカナはメデリアンのことを思い出し、うんざりした顔でやれやれと首を振る。

　彼女と乱取り稽古をした時にその強さに死にかけた嫌な記憶が蘇って自ずと顔色が悪くなっていった。

　彼女の破壊力が合わさった部隊は最強だった。

　だからこそ、エイントリアン軍はその破壊力に苦戦するはずだ。

　第四軍がこの戦いの切り札だったのだ。

「エイントリアンには私の妹に敵う武将はいません。彼女は陛下にしかコントロールできな……」

「はい？　それはないかと」

　ルカナがバルデスカの言葉を遮さえぎった。

「彼女は陛下から逃げ回っているわけですから、その時点でコントロール不可能でしょう」
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　第四軍を別途編成したのはルナンへ侵攻する直前のことだった。

　バルデスカ家にはまさにお嬢様ともいう存在がいた。

　バルデスカの実の妹、メデリアン・バルデスカ。

　バルデスカ家の血を引く彼女もまた、バルデスカ同様マナを扱うための卓抜した才能を持っていた。

　だからこそナルヤ軍は彼女の力を必要とした。

　けれど当の本人はといえば、戦争は面倒だといってナルヤ国王であるカシヤの命令からも逃げ回る始末だった。

　それでもナルヤ十武将序列一位。

　ひとたび戦場に出れば必勝である。

　どれほど腕に覚えのある武将ですら彼女の前では雑兵に等しい。

　だから多少の勝手は許されていたし、今回のルナンへの出兵にしても、なんだかんだとごね続ければ戦場に出なくて済むだろうとメデリアンは楽観的に考えていた。

「合流しないならば家から追い出すぞ」というバルデスカの脅しを受けるまでは。

　軽い反抗はできても本気で脅しをかけられた以上、バルデスカの命令に逆らうことはできない。

　バルデスカとメデリアンは幼い頃に両親を亡くしている。

　二人はお互いにとって唯一の肉親であり、メデリアンからすればバルデスカは育ての親も同然なのだ。

　彼女は仕方なく、全く気が乗らないという様子を全身でアピールしながらとぼとぼと戦線に姿を現したのである。




　バルデスカは合流したメデリアンにナルヤ王国ルナン征伐軍のうち第四軍を任せた。

　自分が率いる第一軍から第三軍とは完全に別行動をすることになる部隊だ。

　それはエルヒンを捕えるための核となる作戦を実行する部隊であるため、一番の武力を誇る者が必要だった。

　ナルヤ最強の男、国王カシヤに次ぐ実力者。

　ナルヤ十武将序列一位のメデリアン・バルデスカが。

「お兄ちゃん、私本当にやることがあるの！　こんな事してる場合じゃないんだってば！」

　だがそのメデリアンは朝からバルデスカの詰めている陣にやって来ては延々と文句を言い続けているのだった。

「無視しないでよね！　可愛い妹が話してるのに！」

　もちろん、ルナン征伐軍の指揮官とその部下の会話ではない。

　可愛い妹と主張している時点ですでに兄妹喧嘩だ。

　そもそもメデリアンは兄を上官だと思ったことなど一度もないのだが。

「後にしてくれ、忙しいんだ。見てわかるだろ」

「お兄ちゃんが軍に入れって呼び出したんじゃん！　っていうか私も忙しいの！　やらなきゃいけないことがあるの！」

　メデリアンがバンバンと机を叩く。

　第四軍の任務が与えられたメデリアンはバルデスカのもとを毎日訪ねては彼に纏わりついて激しく抗議をしていた。

　とはいえ今さら作戦の変更はできない。

　それに出兵前の作戦の見直しに兵站や補給物資の確認、他国の情報収集などで手いっぱいだ。確かに可愛い妹ではあるが、彼女を構ってやれる時間はない。

　だというのに文句を言い続ける妹の姿に、今度はバルデスカの方に限界がきて、額を思い切り机に打ち付けた。

「メデリアン！　やることって一体何なんだ！」

　妹が多少わがままだというのはわかっていた。

　若干過保護に育てすぎたかもしれない。

　そのせいか常にマイペースで気分屋で、おまけに彼でも予測不能な事を平気でしでかす。

　軍という組織にとにかく向いていない。

　だが、今回はそんな彼女に一肌脱いでもらう必要がある。

「んー、いろいろ？　まあ、こんな戦争なんかよりは面白いことかな！」

　彼女にとって戦争は退屈でつまらないものだ。

　戦いは好きだが一方的なのは好きじゃない。だというのにどこへ行っても自分とまともに戦えるような武将は出てこない。

　強すぎるが故に好敵手がおらず毎回不完全燃焼のまま戦場を後にする。

そんな状況にメデリアンはいい加減嫌気が差していた。
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　もちろん存分に力を振るえない妹の不満を、バルデスカは理解している。

「メデリアン、この戦争では今までのようにはいかない。きっとお前にとって面白いことが起こるはずだ」

「ありえない。ルナンなんかに私の相手できるくらい強い奴がいるってわけ？」

「そうだ。互角どころか、もしかしたらお前を打ちのめすことだってあるかもしれない」

　もちろん、バルデスカ自身そんな武将がいるなどとは考えていなかった。

　エルヒンやその配下の強さは知っていた。

　だがメデリアンの勝利は揺るがないと確信している。

　だからこそ、多少騙す形になったとしてもこの妹を駆り出すために好奇心を刺激する必要があった。

「ふーん……」

　メデリアンは怪訝そうな表情で腕を組んだ。

　十中八九自分をその気にさせる噓だ。

　けれどバルデスカがそこまで言うならもしかしたら、とほんの少しだけ興味が生まれる。

「それって一体誰なの」

「エルヒン・エイントリアン」

「あっ！　あの、お兄ちゃんと戦った？　その人って戦いまで強いの!?」

「強い。それに彼の配下も相当な実力の持ち主だ」

「そんなに……？」

　食いついた。

　バルデスカはダメ押しの一手を打つ。

「そうだメデリアン。この戦争で活躍したらお前の願いを一つ聞いてやる。だから、これ以上余計なことは言わずに大人しく第四軍を率いて作戦通りに動け」

　バルデスカの言葉にメデリアンは目を輝かせて言った。

「本当に？」

「ああ……お前が陛下を避けていることは知ってる。そんなに嫌なら、少しの間だが軍役から外れて世界を見て回ってきてもいいかなと……」

　そう切り出すとメデリアンはすぐに背を向けた。

「行って来る。全員ぶっ倒してくるわ！」

　バルデスカの言葉を聞き終わらないうちにメデリアンは猛烈な勢いで走り出したのだった。
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　戦いが始まった。




［ナルヤ軍第四軍］

［兵力：５万］

［兵科：騎兵隊、歩兵隊］

［士気：９２］

［訓練度：９５］







　敵の正体は第四軍と名付けられた部隊。

　腹立たしいことに精鋭兵だった。

　おまけにこちらの奇襲を一度も受けていないから士気も落ちていない。

　だから、こっちが優位に立つのは難しい。

　まあ、それより兵科の優位性と陣法で有利に立つことはできた。

　今はバルデスカのような策士がいるわけでもないため頭脳戦には自信があった。

　敵将が思うように動いてくれればの話だが。

「わぁぁあああ！」

「殺せ！」

「死ねぇぇええ！」

　戦いが始まって、作戦通りあらかじめ陣を構えていた俺たちに向かって敵の騎兵隊が突撃してきた。

　弓兵の矢の洗礼を受けて敵の騎兵の前列が倒れていく。




［ナルヤ第四軍 ４万８０００人］

［エイントリアン領地軍 ３万３０００人］




　現在５０００の弓兵が矢を放っているため敵の数だけが減っている状況。

　そして敵が近づけば弓兵は後方に退いて歩兵が前に出る。

　ついに魚鱗の陣に騎兵隊が突撃してきた。

　ここからは敵の兵科が優位に立つ。その兵科の優位性が魚鱗の陣によって最小化することを願うばかり。

「敵将のところへ向かう！」

　俺はユラシアとジントを帯同して突撃してくる敵の群れの中へと飛び込んだ。

　敵軍前列の騎兵隊がもの凄い勢いで押し寄せる中、敵の歩兵隊が続いて飛びかかる準備をしていた。

　最後尾の歩兵隊はエルヒートの鉄騎隊が撃破するだろう。

　兵科の優位性どころか、エルヒートの指揮力のおかげで士気も遥はるかに上回っているから。

　敵将に突撃しようとしたその時。

　魚鱗の陣が眩まぶしいくらいの強力な閃光によって崩壊してしまった。

　同じ場所から何度も光が[image: ]ほとばしる。

　その度に我が軍の数はどんどん減っていく。

　その勢いで敵の騎兵隊が魚鱗の陣を突破して攪乱したことで我が軍の数はあっという間に減ってしまった。

　離れた場所でマナが爆発していた。

　だんだん焦りが出てくる。俺は馬を駆り立て現場に向かった。

　すると、その前方にはとんでもない女がいた。

　切り伏せられ地に落ちた無数の剣を自由自在に操って我が軍の兵士を斬りまくる。

　兵士の手から落下する武器がそのまま彼女の武器となり、宙に浮かび上がっては我が軍に降り注ぐ。

　その度に閃光が爆発していた。

　俺は思わず眉間にしわを寄せた。




［メデリアン・バルデスカ］




　その名前。

　まず家名からして強烈だった。バルデスカだ。

　バルデスカ家。大陸十二家出身の名家。そして、フラン・バルデスカが家長のあの一家だった。




［年齢：２１歳］

［武力：９９（＋１）］

［知力：３４］

［指揮：７２］




　メデリアン・バルデスカ。

　武力数値だけを見てもわかる。

　大陸で最も脅威的な国であり大国と評されるナルヤの十武将の中でもトップ。

　十武将序列１位。それがまさにメデリアン・バルデスカだった。

　実際に見ると噂通りの武力だった。

　十武将第１位としては十分な武力だ。

　十武将第１位とはつまりナルヤ最強の武将ということ。

　さらにプラス効果までついていた。つまり、現在の武力が１００ということ。

　おそらくユラシアの使っているロッセードのような宝物を使っているのだろう。

　おまけにまだ腰に二本も剣を佩はいている。

　詳しい情報は見れないが、わざわざ温存しているということはあの二本の剣も宝物だと思って間違いないだろう。

　あの歳であんな破壊的な武力を手にした経緯はバルデスカ家の特性と関係があるのか、それとも純粋な才能なのかはわからないが、とにかく今はそれどころではない。

　強すぎる。

　強すぎるのが問題だ。

　だからといって、そのまま放置するわけにも退却するわけにもいかなかった。

　退却してバルデスカに出くわす方が最悪だ。

　だが、放っておくには問題が多すぎる。すでに魚鱗の陣は完全に突破されてしまった。

　死んだ兵士たちの数だけ、彼らが落とした剣が宙に浮かび上がっては再び我が軍を攻撃してくる。

　これは気の遠くなる話だ。

　次々に首を刎はねられ息絶えていく兵士たち。このままでは全員やられてしまうと思った俺は大だい通とお連れんを召喚する。

　飛び回る剣の間合いに入った。

　だがメデリアンは俺のことなど眼中にもなかった。

　ほかの兵士と同じようにただ切りつけるだけ。

　変則的ではあるが、この程度の攻撃なら大通連で十分に阻止できる。

　広範囲のスキルというだけで別に攻撃力が増したとかいうわけではない。

　彼女の武力１００という攻撃力がそのまま反映された攻撃だ。

　広範囲の攻撃スキルの多くは使用者の武力数値がそのまま反映される場合が多い。そのため、この攻撃全てにそれぞれ１００の武力が反映されているわけだから、普通の兵士では到底太刀打ちできない。

　俺はメデリアンの攻撃を完璧にかわしながら彼女に近づいた。

　近づくにつれて俺への攻撃は激しさを増したがそのくらいは阻止できた。

　距離を詰めるとメデリアンは剣を抜いて俺に向かってくる。まさにあの剣がバルデスカ家の宝物なのだろう。

　その剣と大通連が交こう錯さくした。

　激しくぶつかり合う。

　大通連もマナの塊だ。俺はマナを理解できていないが、動作の基本原理は白光を放つマナの塊だった。

　メデリアンの強力なマナが宿る剣と大通連が交錯する度に強い閃光が走った。

「なかなかやるのがいるじゃない」

　彼女はこの状況を楽しんでいるかのように言った。

「ふふっ、退屈してたからちょうどいいわ。遊んであげる！」

　問題は、俺と剣を交えながらマナスキルを使い続けているということ。

　今もなお戦場に落ちている剣は彼女の武器となり宙に浮かんでは我が軍に降り注ぐ。

　その度に至るところで閃光が走った。

　手強い。

　俺と戦いながら、同時に我が軍の兵士にも多大な被害を与えている。

　こんな化け物がいるとは。

　やはりＳ級なだけある。

　このままでは負けてしまう。

　たとえこの場を耐えしのんだとしてもいつかはバルデスカの援軍が到着する。

　つまり攻略失敗という挫折と同時に死という罰を受け入れなければならない。

　それだけはごめんだ。

　武力９９の俺が彼女と戦えているのは彼女が本気を出していないからだった。

　まだまだこの程度彼女にとっては遊びなのだろう。

　だから今がチャンスだった。本気を出される前に［真しん破は砕さい］で撃破する。

　仮に一騎打ちのスキルをメデリアンが持っていたとしても、［真破砕］には相手のスキルを無力化するという破格の効果がついている。

　手の内をさらしていない今しかない。

　だが即座にその一手を打てない理由が一つ。

　彼女は浮遊する剣を休めることなく俺と戦い続けている。

　まるでマナが無尽蔵にあるかのように。

　一体何を隠してるんだ？

　俺はひとまず馬首をめぐらせた。長く戦えばそれだけ我が軍の被害も大きくなるし、本隊が合流する危険も高まる。

　一刻も早く決着をつけなければならない。

「どこ行くの？　面倒なことにお兄様から、この戦場からは鼠ねずみ一匹逃がすなって言われてるの。だからあんたも逃がさない。ちょうどいい暇つぶしなんだしさ！」

　大通連を使った俺ですら暇つぶしかよ。

　制限時間３０分の縛りがあるから急がなければならない。

　今しかない！

　俺は彼女に［真破砕］を使った。

　大通連は白光を放ってメデリアンに飛んでいく。

　初めてメデリアンの表情が歪んだ。

　兵士めがけて飛んでいた剣を全て防御に回すが、［真破砕］が触れた瞬間スキルが無力化され地面に落下してしまう。

　手に持った宝剣で防御の構えをとるが、すでに手遅れだ。

「スウェッグ！　ローリンズ！」

　そう思った瞬間、彼女は持っていた剣を投とう擲てきする。それを追うように腰からも一本剣が飛び出した。

　宝物の名が明かされたためか、アイテムの効果が表示された。

　スウェッグは武力＋１。

　ローリンズは武力＋２。

　その二つの剣が大通連と激突した瞬間！

　［真破砕］の効果であるマナスキルの無効化で勢いを失ったスウェッグとローリンズはそのまま地面に落下した。

　普通は剣を二本以上装備したところで武力は上がらない。

　ところが彼女の場合は固有のスキルで同時に剣を操ることができるため装備しているとみなされるようだ。そのために一瞬、ローリンズの効果も合わさり武力が１０２まで上昇した。

　もし［破砕］のままだったら弾かれて俺の死が確定していただろう。

　しかし、幸いにも［真破砕］はこれを無効化することができた。

　おかげで今の彼女は武力９９となってしまった。

　これなら［真破砕］で勝てる！

[image: ]

　だがスウェッグとローリンズの抵抗は［真破砕］にも影響を及ぼしていたらしい。

　ほんの一瞬だが、メデリアンへの到達が遅れる。

　そして彼女はその一瞬の隙に最後の剣の名を叫んだ。

「バルデスカ！」

　［真破砕］の威力を感知したのか、彼女は最後の剣を摑んで大通連を打ち返そうとする。

　バルデスカはなんと武力＋５という効果を持っていた。

　俺は彼女が最後の剣で大通連を阻止することまで想定して［真破砕］を使った。

　彼女の武力は９９。そこに＋５となれば武力は１０４だ。

　そして、大通連を使った今の俺の武力は９９。［真破砕］を使えば同じく武力は１０４となる。

　互角の数値。

　だが、それならまだ希望はある！

　ゲームシステムの中にこんなものがある。

　Ｓ級以上で同レベルの力が衝突したときは、お互いの力が相そう殺さいし合って強力な爆風が起こりダメージとノックバックが発生するというもの。

　いかにも漫画的すぎると批判も多かったが、今この時ばかりはこのシステムに感謝するしかない。

　この狙いが外れれば俺は死ぬ。

　今だ！

　頼む！

　まさにその時。

　俺たちは互いに弾き飛ばされた。

　俺はあらかじめ［３０秒間無敵］を発動させるタイミングを狙っていた。

　この強烈な爆風から完璧に逃れるタイミングに合わせてその技を使った。

　後ろに飛ばされて地面を転がったが無敵だから痛みはなかった。

　だが、この痛みのために［３０秒間無敵］を使ったわけではない。

　爆風そのものに１０４の武力が宿っている。

「ふぅ……」

　強力なマナの爆風によって周辺の兵士たちはひとり残らず吹き飛ばされて消えてしまい、メデリアンも遠くの方で倒れていた。

　俺は［３０秒間無敵］のおかげで無事だったがメデリアンは全身で爆風を受け止めたはず。

　それでも足が少し動いているのを見ると死んではなさそうだった。

　ナルヤ十武将序列１位。

　これほどの存在だとは。

　始めから周りの兵など気にせず俺だけが狙われていたとしたら。

　いや、バルデスカの宝剣を先に使われていたとしたら。

　この結果は彼女の傲慢さが招いたものだ。

　だが倒れたメデリアンにとどめを刺すことはかなわず、突然光に包まれて消えてしまった。

　バルデスカ家のあの宝具がまた発動したようだ。

　バルデスカの時もそうだった。確かに俺の隣に倒れていたのにあの宝具を使って逃げたのだ。

　そもそも、こういった宝具や遺跡を設計したのも古代王国時代にバルデスカ家の協力があったからだとか。

　マナの陣、遺跡、宝具、宝物。こういったものに関わりの深い一族だ。

　俺まで弾き飛ばされてなければ仕留めるチャンスだったかもしれない。

　だが、すでに遠ざかっていたから何もできなかった。

　それに大通連も消えてしまった。

　彼女との戦いが長引いたおかげで［真破砕］を使った時がすでに時間切れだった。

　幸いにも彼女にかなりのダメージを与えることができた。

　それにしても凄まじい爆風だった。

　同じ力を持つ武将同士の必殺技が激突するとこんなに危険だとは。

　とにかく、あの様子だと少なくともこの戦争に復帰するのは当面無理だろう。

　判定勝ちということか。

　願っていた結果ではないがひとまずは乗り越えた。

「ふう……！」

　思わず安堵のため息が漏れた。

　その瞬間。

　我が軍めがけて矢の雨が降り注いだ。

　それはメデリアンの第四軍が放った矢ではなかった。そもそも第四軍に弓兵など存在しない。

　そう、ついにバルデスカの大軍がやって来たのだ。





　　　　＊






「敵の兵力は約２万と推定されます。メデリアン様のおかげで確実に減っています」

「そうですか。ですが、あのプライドの高い子が撤退するとは」

　ランプの報告にバルデスカは訝いぶかしげに首をひねった。

「どのみち、彼らには補給部隊がいませんでした。補給なしでヴォルテール城を出てこちらへ退却したのです。その意味がわかりませんか？」

　バルデスカの質問にルカナは手を叩いて答えた。

「エイントリアンに補給物資があるからでは？」

「そうです。結局、敵の心臓部はエイントリアンということです。第四軍がもう少し踏ん張ってくれたなら、エイントリアンへ逃げる敵をごく一部に抑えられたのですが……残念です」

「ところで、状況が把握できていません。メデリアン様の近くにいた味方の兵士はひとり残らず死んでしまい……状況を知る者がいないのです」

　頰を搔くバルデスカ。だが、今は妹よりも勝つことが重要だった。

「正攻法でいきましょう。エイントリアン城を包囲します。城内にある補給物資には限界がありますし、敵の兵力はわずか２万です」

　平地で第四軍がやられなければそこで終わらせることもできた戦いだったが残念な結果となった。

　しかし、依然として圧倒的に有利であることは変わらない事実。

　２万と１６万の戦いだ。

　いくら城で戦うとはいえ話にならない。

　さらに、十武将の大半が今なお健在だった。

　バルデスカの１６万の大軍が一斉にエイントリアン城に向かって進撃を始める。

　逃げる敵を追撃している状況で、先頭に騎兵を配置し、その後を歩兵隊が追いかけるような陣形だった。

　ところが、逃げていた敵に異変が生じた。

　報告を受けたバルデスカは全くその意味がわからなかった。

「小規模の兵力がエイントリアン城に入り、残りは南に移動したということですか？」

「左様でございます！　両方追いかけますか？　総大将、指示をお願いします！」

　これは一体何のまねだろうか。

　兵力を分けたところでいいことなど何一つなかった。

　これが敵を混乱させるための戦術ならば、それは策士として使ってはならない手段。

　すでに残る兵力はたったの２万だった。その兵力を分けて勝利を望むとは大したものだ。

　ところで、エイントリアン城に小規模の兵力が入ったとのことだが……。

「総大将、気にする必要はなさそうです。窮きゆう地ちに追い込まれたことで内部分裂でも起きたのではないでしょうか？」

「私もそんな気がします」

　ランプとルカナが言った。イスティンは黙っていたが考えは同じようだった。

　バルデスカの他の家臣や武将たちも同じだ。

　家臣たちが追撃したエイントリアンの軍勢は追い込まれていた。行き場を失ったのだ。

　完全に勝機をつかんだ状態。

「戦略も結局は兵力があってこそです。総大将に長く仕えてきた経験から私はそう確信しています」

　ランプがそう言うとバルデスカもうなずいた。どう考えても今回ばかりは逆転する方法はなかった。

　いくらエルヒンを過大評価しようともこればかりは違った。

「グレーの髪をした男。エルヒン・エイントリアンはどこへ？」

「エイントリアン城へ入りました！」

「では、エイントリアン城へ向かいます。他は気にする必要ありません！」

「承知しました、総大将！」

　その命令に従って副官たちが駆け出し、ナルヤ全軍がエイントリアン城に向かって走り出した。

「エイントリアン城を幾重にも包囲します。絶対に隙を与えてはなりません」

　正攻法で戦う。

　バルデスカは他のことは考えないことに決めた。





　　　　＊






　エイントリアン最後の戦い。

　状況の流れから避難民も全員がそう思っていた。

「みんなエイントリアンだけを頼りに移動してきてるってのにやられてるなんて。一体どういうことなんだ！」

「直接見た人の話では敵の数が圧倒的に多いみたいだし仕方ないさ」

「数では勝ってないのか？」

　近くに集まった避難民たちはそんなふうにひそひそ話ながら行き場を探して彷徨さまよっていた。

「あっちへ行くとエイントリアンだよな？」

「ああ。間もなく大戦争が始まるだろう」

「みんな最後の戦いになるって言ってるさ」

「確かに、国王様が逃亡中に死んで、それでも戦おうと遅れて合流したのがエイントリアンの領主様だけだからな……他の領主様たちは一体何をしているのやら」

「軍勢を準備しておいたのも彼だけだしな」

「前回の戦争ではナルヤを阻止してくれたけど今回は厳しいだろうか？」

「彼がロゼルンから戻った時には、すでにルナンの北部は陥落していたとか？」

「ああ。まさに俺はそこからここへやって来たが、それこそ破竹の勢いでやられてたさ」

　避難民たちはそう言いながら身の不幸を嘆なげいた。

　こうなったらナルヤの国民になるべきだが他国の民になるということには漠ばく然ぜんとした不安があった。

「えいっ、知るか。最後の戦いでも見に行ってやる」

「そんなことしたら死ぬぞ！」

「向こうの山に登れば見られるよな？」

「やめろよ、危ないって！」

　好奇心が恐怖心を越える場合というのは結構ある。

　多くの人があちこちで戦いを見物しようと山に登り始めた。

　すでに状況は噂で広まっていたためルナンが勝つと思っている人はいなかった。

　だが、一方でルナンで最後まで奮闘する唯一の領主という噂も広がっていて見物人が押し寄せていた。

　みんな危険であることを知りながらも。

「ところで、エイントリアンの人たち静かすぎないか？」

「そういえばそうだな」

　そんな中、避難民たちは一つ疑問を抱いていた。

　エイントリアンの領民たちには避難しようという気配もなかった。そればかりか、領地内には何もなかったのだ。

「この広い領地に、まるで兵士の他には誰もいないみたいだ」

　彼らが言っているのは当然ながら城内の話ではない。城外のエイントリアン領地全体のことだった。





　　　　＊






　ついに、この瞬間が訪れた。

　ナルヤ全軍の集合。

　正直、国を建てるにあたってこのエイントリアンはいい地勢にはなかった。

　特にこうして信頼できる人材も、兵士も少なく、ナルヤに包囲されている状況ではなおさらだ。

　ましてや、この状況でルナン王国の兵力のほとんどはブリジトへ行っている。

　もちろん、ブリジトという巨大な餌を投げてルナン王国の兵力をブリジトに移したのは俺の計画の一部だった。

　誰よりもルナンの滅亡を望んでいたから。

　その兵力が全部俺のもとに合流するとしても、こんな地勢で力をつけるのは無理だった。

　飢え死にするのに最適な土地。

　ナルヤだけでなく、あちこちから圧迫される無防備な場所ではないか。

　建国を宣布して力をつけるには適していなかった。

　だが、他の場所に基盤を置くにしても、必ずナルヤ王国軍を一度壊滅させなければ話にならない。

　逃げまわりながら体勢を整えるなどまず不可能。

　まずナルヤを一度下し、民を集め軍を編成し他国を侵略できるまでの力をつける。

　これはそのための第一歩だ。

　本部隊を他に移してエイントリアン城に小規模の部隊だけを率いて入ってきたのはバルデスカをおびき寄せるため。

　城壁の上からバルデスカの軍隊を調べた。

　四方から幾重にもエントリアンを取り囲んでいる。

　実に規律の取れた動きだった。

　こんなに集まってくれるとは嬉しい限りだ。

　実は、このすべての作戦はエイントリアン城に隠された秘密があるがゆえに可能だった。

　古代王国時代に作られた隠し通路がエイントリアンにもあったのだ。金塊があった部屋と特典があった部屋は古代王国とは関係がない。金塊があった部屋はエイントリアンの末まつ裔えいが作ったもので、特典があった部屋はゲームの運営が作ったものだ。ただ、古代王国の終わりを共にしたこのエイントリアンにはもう一つの秘密の部屋があった。

　それがまさにユラシアの指輪がなければ入ることのできない古代王国の隠し通路だ。

　ブリジトにあってエイントリアンにないわけがない。

　そう思ってあらかじめ調べておいたのが功を奏した。

　エイントリアン城と自分を囮にバルデスカの大軍を集め空城を攻めさせる。

　それが今回の作戦だった。

　日は暮れたがバルデスカはおそらく攻撃を仕掛けてくるだろう。このエイントリアンが空いていることも知らないまま。

　バルデスカなら俺に時間を与えてはくれない。

　この勢いで一挙にエイントリアン城を陥落させようとするはず。

　まさにその時がチャンスだ。バルデスカは夜の方が攻撃しやすいと思ったのか息を殺して待ち続け、日が暮れた途端ついに攻撃を命じた。
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「全軍、突撃です！」

　バルデスカはエイントリアン城の攻略を長引かせるつもりは全くなかった。

　エイントリアン城に向かって全軍が突撃する。

　梯子を使って真っ先に突撃してきたのは第三軍だった。

　ケディマンの死という過誤があったため、第三軍の名誉を挽回しようとランプはバルデスカに頼んで先鋒に立った。

　城を守る者がいないため大軍はすぐに城内に入ってきて城門もすぐに開いた。

　城門が開くとランプの４万の大軍が城内にどっと流れ込んだ。

　燃え上がる城門が照明となり、その進撃の速度はかなり速かった。

　入ってきた軍隊がエイントリアンの他の城門まで開けてしまった結果、城内にはさらに多くの兵士が流れ込む結果となった。

　しかし、いくら押し寄せて来ても、戦う相手がいなかった。

　ランプは敵が最後の待ち伏せをしていると思い、いったん他の城門を開けるよう指示したのだが、兵士たちがあちこちを捜さがし回ってもエイントリアンの兵士は見当たらなかった。

「今すぐ、総大将に報告しろ！」

　ランプは怪しく思い、バルデスカに伝令を送った。

　その後、城門の方から小規模の軍勢が駆け出した。

「隊長、前方に敵です！」

「やっぱり、隠れていたのか？」

　ランプは頷き、その軍勢を止めようとした。しかし、その一番前にいたのはエルヒンで、すぐにランプの首は宙に舞い上がった。

　再び大通連が使用可能になったのである。

　同じ時刻。

　ランプが送った伝令が、総指揮のために一番後方にいたバルデスカの陣営に到着した。

「総大将！　総大将！」

「どうしました？」

「大変です。エイントリアンには誰もいません。ヴォルテール城と同じです。完全にもぬけの殻です。人っこひとりいない感じです！」

「それはどういうことですか。自分たちの本拠地を捨てたとでも？」

　バルデスカは頭をハンマーで殴られたような気分になった。

　すでにエイントリアンには他の部隊を配置しておき、他の部隊を利用して自分の視線を分散させていると考えたからだ。本拠地を放棄するのは兵法上、ありえないことだ。

「今すぐエイントリアン城から出てくるように伝えてください。今すぐ！」

　全く理解できない行動を前にしたバルデスカは、むしろ不吉な予感がしてそう叫んだ。





　　　　＊






　ナルヤの大軍がエイントリアンに入ってきた。一気に押し寄せた兵力だけで、６万を超えた。

　エイントリアン城の周囲に、ナルヤ軍のほぼすべての兵力が集まっていた。

　１６万の大軍がである。

　秘密の空間には、十二家の裏切りに対する悪口が溢れていた。

　十二家の裏切りにより、本来古代王国の王都から今のエイントリアンまで退却した古代王国の先祖。

　この先祖がマナの陣を開発し、大陸各地に秘密通路を作った張本人だ。

　その先祖は裏切られて現在のエイントリアンまで退却した後、心が引き裂かれる思いで人生最後のマナの陣を完成させたのだろう。

　それはまさに自爆のマナの陣だった。

　すなわち、世界と心中する想いで作られた最悪の技。

　しかし、エイントリアンの先祖は、結局これを使わなかった。

　その理由については不明なままだったが。

　ジントの護衛で部下と残っていた領民をすべて地下通路で逃がした後、俺とユラシアはふたり城内に残って敵を待っていた。

「来たか……ユラシア、地下へ行くぞ！」

「わかりました！」

　地下通路に広がる巨大な空間。

　その中にユラシアが立つとマナの陣が現われた。そして指輪をかざすことでマナの陣が発動する。

　マナの陣が白く閃光を放った。

　同時に地下で大きく地響きが起こりはじめる。自爆の陣が稼動したのだ。

「よし、逃げるぞ！」

　早く馬まで移動しなければならない。

　駆動までかなり時間がかかると説明しておいたが、その時間が特定できず焦った。

　これを無理してでも行ったのは［３０秒間無敵］を二、三回程度使えるということにあった。

　時間との戦いだが、とにかく逃げさえすればいい！

　ユラシアは頷いた。そして俺たちふたりは、マナの陣から抜け出そうとした。

　しかし、その瞬間！

　マナの陣から光が消えてしまった。

「……」

　俺とユラシアは、互いに見つめあった。

「これ、使用者がマナの陣から抜け出したらダメそうなんですけど……」

　そんな秘密があっただと？

　まさか先祖は死ぬのが恐ろしくなって逃げだしたから、これを使えなかったのか？

　軽く絶望しかけたその瞬間、ユラシアが唇を嚙んだ。

「ひとりで行ってください。私はここに残ります」

　そしてこう言ってきた。とんでもない話だ。

「絶対にダメだ！　お前を犠牲にするくらいなら、いっそ逃げた方がいい！　ナルヤに敗れたとしても、命さえあれば再起できる。諦めて出よう」

　一度つけると死ぬまで外せない指輪。

　確かに自爆にうってつけだ！

　自分で作った宝具なのに、もうはめてしまったからどうしようもできないんだ！

「……これ、指輪が鍵なら、指輪だけでいいんじゃないでしょうか？」

　そう言ったユラシアは……。

「待て、ユラシア！」

　一瞬で、何の躊躇ためらいもなく、ロッセードで自分の指を切ってしまった。

　血がほとばしり、彼女の指がマナの陣に落ちた。

　ユラシアは苦痛で顔をしかめた。

　再びマナの陣が発動した。

　そして、その場から抜け出した。

　指輪がマナの陣に触れていると、今度は稼動し続けたままだった。

「くそっ……！　とにかく逃げるぞ！」

　それ以上考える時間がなかったので、俺はユラシアの腕を摑んだ。

　そして馬に乗って地下通路を駆ける。マナの陣が次第に強い光を発し、その光はすぐにエイントリアン城の外に飛び散った。

　どうやら、エイントリアンの先祖は自爆する決心も指を切り落とす決心もできず、こんなものを作ったようだ。

　外に出ると、地下にあったマナの陣の模様が空の上に投影されていた。

　この時、すでに俺はランプを容よう赦しやなく斬った後、城門を抜け出していた！

　まもなく巨大な閃光がエイントリアン城全体を包み込んで広がった。

　俺は［３０秒間無敵］を使い続けながら、馬を走らせた。
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「なんてことだ……ありえない！」

　空の上に投影された巨大なマナの陣。

　その巨大なマナの陣が白く輝きはじめると、地面が揺れた。マナの陣が刻まれた大地は、その瞬間めちゃくちゃに割れはじめた。

　マグニチュード９以上の地震だ。

　その大災害はエイントリアン城やその外で局所的に発生し出した。

　地面が溶けたチョコレートのように崩れ落ちた。崩れた大地は兵士たちを飲み込み、強い地震はその範囲を広げ続けた。
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　割れ続けながら一瞬にして広がった地割れは、いつの間にかバルデスカの目の前まで迫ってきていた。地下から溢れ出した溶岩が兵士たちを飲み込む。

　完全に崩れ落ちるエイントリアン城。

「総大将！　お逃げください！」

　バルデスカ家の家臣たちが直ちにバルデスカの腕を摑んだ。

「逃げろ！　逃げるんだ！　今すぐ逃げろ！」

　包囲の外にいた兵士たちは顔色を失い、自分たちが包囲していたエイントリアン城と反対の方向に狂ったように逃げ出した。

　それは十武将も同じだった。

　十武将もまた、何の防御もできないまま、生き残るために逃げるしかなかったのだ。

　その結果、結束力を重視したナルヤ軍は、四方に分かれて寸断される状況に陥った。

「何だこれは……ありえない、こんなマナの陣は！　一体何の力を……」

　虚しい顔でマナの陣を眺めていたバルデスカは、何かを悟ったかのようにガタッと立ち上がった。

「まさか、古代王国のマナの陣……その遺産を使ったんですか！」

　城から拡散されたマナの陣の術式は古代王国のものと非常に類似していたのである。

　生涯をかけて研究したのだから、バルデスカはそれを古代王国の遺跡だと確信した。

　そもそも相手は古代王国の末裔だ。

　同じものがあったって何ら不思議ではない。

　あれだけ怪しい動きをしていたのだから当然警戒して然るべきだった。

　いや、もう負けた。

　今になってそれに気付いて、どうするというんだ！

　襲ってくる地震を見ながら、バルデスカは虚しく瞬いた。

「閣下、すぐにここから逃げねばなりません！」

　バルデスカ家の家臣たちは、そんなバルデスカの腕を強制的に摑んで宝具を発動させた。
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　ナルヤの大軍はわずか３万しか残っていない。

　領地と引き換えにしたとはいえ大勝利だ。

　エルヒンの目の前にはレベルアップを知らせるメッセージが繰り返し現れた。

　２５だったレベルが３５まで上がった。

　得たポイントは４，０００ポイント！

　しかし、そんなものを得たことよりも、ユラシアの指の方が心配だった。彼女の指は元に戻せない。

「ユラシア、大丈夫か？」

「大丈夫です。ナルヤを退けたんですか？」

「ああ。そうだが……馬鹿か！　他にも方法があったはずだ……」

　全く言葉が思い浮かばなかった。

　ユラシアは、ただ淡々としていた。

　いつか彼女の言った言葉が思い浮かんだ。

　指輪を貸してほしいと言ったら、その場で指を切ろうとしたんだったな。

「この恩には俺が必ず報むくいてやる。俺の命をかけても」

「馬鹿なこと言わないでください。あなたはすでにロゼルンを救ってくれました。そして私を救ってくれました。なので、指一本くらい、そんなに申し訳なく思うことはないですよ」

「ユラシア……」

　俺は指がなくなった彼女の手をただ握ることしかできなかった。
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　完全に四散した敵に、先に離脱していた鉄てつ騎き隊たいが襲い掛かる。

　まだ総兵力でいえば３万も残っているが、ナルヤ王国軍の精神的ダメージは甚大だった。




［ナルヤ王国軍］

［第三軍］

［９，２００人］

［士気：２０］

［訓練度：９２］




　第三軍は９，２００人に減っていたが、士気は完全に急落してしまった状態だ。

　俺の兵力のうち、一番まともなのは鉄騎隊だった。

　第四軍との戦闘で歩兵と弓兵はかなりの被害を受けたが、エルヒートに迂う回かいさせて奇襲をかけた鉄騎隊は８，４００人残っていた。

　そして、歩兵中心の第三軍は、うちの鉄騎隊に太刀打ちできる力がなかった。




［エイントリアン鉄騎隊］

［８，４００人］

［士気：１００］

［訓練度：９７］




　士気が１００ポイントの部隊だ。

　さらに兵科優位性も圧倒的だった。




［ナルヤ王国軍第三軍 ９，２００人］

［エイントリアン鉄騎隊 ８，４００人］

［兵科優位：攻撃力５０％アップ］

［士気優位：攻撃力１００％アップ］




　大きすぎる士気の差とともに攻撃力が急上昇し、城内に入りきれずに退却した第三軍の残りの兵力は鉄騎隊に押されはじめた。




［ナルヤ王国軍第三軍 ２，３００人］

［エイントリアン鉄騎隊 ７，９００人］




　圧倒的な差で押されはじめた第三軍は、一方的に退却した。

　士気があそこまで落ちたのは、おそらく十武将であり第三軍指揮官でもあるランプが死亡したからだろう。

　そうして第三軍は壊滅した。

　こうなると、退却しはじめたナルヤ軍の数は、わずか２万にも満たなかった。
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「古代遺跡のマナの陣って。自分の目で見ても信じられないな」

　エルヒートは戦闘が終わった今も信じられないという顔をしていた。

　地震はすでに収まっているがあちこちが隆起、陥没し溶岩が流れ出た後が克こく明めいに残っている。

　普通ならば数万人単位での大災害だ。

　味方には当然、マナの陣の力と古代遺跡の話はしてあった。

　そして、その陣の製作者である古代王国の先祖が作った現在のエイントリアンにもそんな施設があり、それを利用したということだ。

　説明をしたときは半信半疑だったエルヒートも、ここまでのものを見せられては納得せざるを得ない。

「きちんと発動してよかったです。これで当分の間、ナルヤ軍は動けないでしょう。ヘラルド方面にいる王が直接合流するまでは」

　そうだ。いくらナルヤでも、この１６万の大軍がなければ、当分力を使えないだろう。

　ナルヤの王が連れて行った１０万の大軍を除いては。

　そんなに大きな被害に遭ったら、当然俺に時間と機会ができる。

　しかし、それでもこのエイントリアンでは無理だった。ナルヤが目と鼻の先にいて、四方が開いている。

　東西南北のどこから敵が現れるかわからない状況だ。

　そのため、俺の兵力はすべてベルタクインに移動した。領民も領主城地下の財宝もすでに３か月間で全部移動させた。

　それがバレなかった理由は当然、秘密通路の存在が大きかった。秘密通路がなかったら、この計画を実行することもなかっただろう。

　ベルタクインの山の民が守っていた遺跡。その秘密通路は、ルナンに繫がっていた。

　ベルタクイン！

　鉄だけでなく山に囲まれた天恵の地形だ。さらに、後ろには海があった。

　ベルタクイン自体は小さいが、その横に連なる領地まで自分のものにできる状況だった。だから最初の目標は、旧ブリジト王国の領地三つの規模を合わせた国家の建設だ。

　そのすべてが山に囲まれていたため可能なことだった。

　天然の要よう害がいということだ。

　ある意味、劉りゆう備びの蜀しよくとも似た状況だった。

　蜀もまた山岳地帯のため、接近しにくい天然の要害を挟んで建国を宣布した。

　もちろん、蜀は結局失敗した国だ。

　このゲームを攻略するために、同じ轍てつを踏んではならない。

　現在残っている兵力は２万。

　エルヒートも当然一緒で、リカンもずっと一緒だった。こちらは特に一緒にいたい人物ではなかったが、成り行きでずっと俺について来ていた。

　俺について来るのは、リカンだけではない。

　俺の後ろには、何十万もの避難民がついて来ていた。

　彼らは俺をナルヤから守ってくれる盾だと思っているようだった。

　その避難民のために秘密通路を開放した。

　山を越えるには時間がかかりすぎる。仕方がないことだ。

　すでに自領の領民たちが移住にみんな賛成した時点で、秘密通路は彼らにも知られた。

　だからこそ避難民たちを移住させ、その入口を取り壊すつもりだった。誰も利用できないように。

　こっちを通ってナルヤが攻め入ってくると困る。

　惜しくても、未練は早く捨てた方がいい。
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「どうせ居住地を離れたんだし、うちはすでにナルヤ王国に占拠されたから、行ってみないと。エイントリアンの領主様について行けば、農地をくれて、当分の間の税金も免除してくれるんだって！」

「そんな土地があるのか？」

「海に面した領土だって言ってたけど？」

「海って……私、一度も見たことないよ」

　避難民たちは、どうせ戦場のど真ん中になるルナンではなく、他の地域で安全を保障するというエルヒンの言葉に乗り気になった。

　これからナルヤと多くの国がルナンの領土を手に入れるために戦うと言っている。

　考えただけでも地獄だった。

　戦場のど真ん中にいたがる人はいない。たとえ故郷を捨てることになっても、死ぬよりはましだ。

　そのため、守ってくれる人がいて、守ってくれる地形があると言えば、心が傾くのは当然のことだった。

　それに加えて、エルヒンは避難民たちの間あいだを演説して回った。

「今の俺について来れば、不確実なことは多くなるだろうが、あなたたちの命が危険になることはないと保証する！　農地を提供し、当分の間税金も免除されるだろう。そこで定住することにしてもいい！　だが、俺はいつか再びルナンの領土を取り戻すから、その時また故郷に戻ってもいいぞ！　俺を信じてくれれば、そのすべてを実行する！　あなたたちの盾としてだ！」

　噂は噂を呼び、結局エルヒンへの避難民たちの民心は９０を超えることになった。





　　　　＊






　俺の勝利に沸いたのは、避難民だけではなかった。

　ルナンの西南部にある領地の領主と兵力が俺のもとに来はじめた。

　どうせルナンに残っていても、ナルヤに降伏するしかなかったのだ。

　カシヤの場合、慈悲深いという噂は流れていなかったので、ルナン西南部の領主たちは俺を選んだ。

　もちろん、ナルヤ軍を壊滅させた戦闘前に合流したのではなく、その後に合流したのだから、思う存分情勢を見極めたという点ではリカンとは違った。

　とにかく、リカンはなんだかんだ最後まで逃げずに我が軍と共にいた。

　優柔不断な性格だから、逃げるか一緒に戦うか決められなかったようではあるが。

　いずれにせよ、後から合流した領主たちよりは目をかけてやるつもりだった。

　結局、新しい領土への移動は非常に大規模であり、騒々しく行われた。

　その整理は、当然移住を終えてやるしかなかったし。

　大規模な移住の後、俺と主要な家臣たちもみんな秘密通路を通り、ベルタクインの目と鼻の先に着いた。

　そして、ベルタクインに足を踏み入れたら──

　俺の前に、実に３万という大軍が立ち並んでいた。

　疲れ果てた自軍に比べ、はるかに活気に溢れた３万の大軍がである。

　人々はみんな緊張したが……。

　現れた部隊は、ナルヤの黒い軍服を着ていなかった。

　ルナンの青い軍服だった。

「閣下にお目め通どおり願います！　仰せの通り各領地を整備し、お迎えに参りました！」

　３万の大軍を率いて出迎えてきた武将が馬から降り、俺の前で跪ひざまずいた。

　同時に３万の兵も俺の前で跪いた。

　この大軍を率いる武将の名は、フィハトリ。




［フィハトリ・デルヒナ］

［年齢：２４］

［武力：８１］

［知力：８５］

［指揮：８９］




　俺と一緒にロゼルンを救った武将であり、１０万以上の軍を率いる能力を持った若い俊英でもあった。
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『俺おれだけレベルが上あがる世せ界かいで悪あく徳とく領りよう主しゆになっていたⅢ』を読んでいただきありがとうございます。作者のわるいおとこです。

　読者の皆様のおかげで３巻まで発売することができました！　まさか３巻のあとがきを書く日が来ようとは！　本当に本当にありがとうございます。

　少し前のことになりますが、投稿サイト「小説家になろう」にて連載していた本原作が突然削除されてしまいました。私自身驚きましたし、原作から読んでいただいていた方々には、続きが出ないのでは、とご心配をおかけしてしまいました。ですがこうして書籍で皆さんに続きを読んでいただけることになり本当によかったです。

　ちなみに今は「カクヨム」さんにて原作の連載を再開しております。こちらもぜひ読んでいただけると嬉しいです。




　さて、今回の３巻ではいよいよ主人公エルヒンがゲームクリアを目指して自分の国を建てるために動き始めました。エルヒンとナルヤ王国によって始まった世界の動乱はここから更にヒートアップしていきます。

　他国の艦かん隊たいを攻略するための頭脳戦！　ついに王となる主人公！　４巻ではそんな話を予定しています。もちろん新ヒロインのメデリアンも活躍します。

　もちろん４巻の発売が決まったらの話ではありますが……。




　そして、ようやくコミカライズも連載が始まりました！

　現在ガンガンＯＮＬＩＮＥとマンガＵＰのアプリにて絶賛連載中です。

　実は、このコミカライズは原作とは違ったかなりコミカルな雰囲気で展開されます。

　原作のシリアスな感じが少ないのでちょっと心配な部分はありましたが、絵になると想像以上に面白く展開されていて満足しています（笑）。

　コミカライズを担当していただいたえすお先生、本当にありがとうございます。




　では皆さん、コロナで大変な時期であるからこそ、頑張っていきましょう！

　また次の巻でお会いできるのを楽しみにしております。
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